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　　　序章









　冬は悪あく魔まにとって過ごしやすい季節だ。

　多くの生物が活動を休める、あるいはその生涯を終えるのが、この冬という季節。

　いわば生命そのものが停てい滞たいする時期であり、人間もその例外ではない。

　極度の寒さは肉体の動きを鈍らせ、心にも不快感を与える。そのストレスによって人は心の中に悪意を溜ため込み、その悪意が悪魔の魔力を増大させるのだ。

　朝の街には寒々しい景色が広がっていた。

　歩く人は皆、白い息を吐き、吹く風の冷たさに身体からだを縮こまらせている。木々の葉はすでに枯れ落ちており、もう一枚も残っていない。空に広がった雲は日の光をさえぎり、寒さを助長している。

　そんな風景を眺めていると、とても穏おだやかな気持ちになれた。

「人間どもの苦しみを肌で感じ、愉ゆ悦えつに浸る。冬ならではの楽しみですね」

　思わずそんな言葉が口から漏もれる。

「……」

　わたしの隣を歩くサタン様は、しかしつぶやきなど聞こえた様子もなく、黙もく々もくと指を動かし続けていた。

　サタン様は先ほどからずっと、携帯ゲーム機と向かい合い、穴が一つしかないモグラ叩たたきのゲームを延々とプレイなさっている。モグラが出てきたらボタンを押し、叩く。モグラが出てきたらボタンを押し、叩く。その繰り返しだ。

　穴は一つしかないため、ゲーム性は皆無。正真正銘のクソゲーである。

　ゲームのタイトルは『オンリー・ロンリー・モグラッチ』というらしいが、それはまあどうでもいい。

　ここは学校へ向かう途中の通学路である。よって、校内での規則は適用されない。だから、ゲームをしていても誰だれかに咎とがめられることはないし、ゲーム機を取り上げられることもない。

　ルールの隙すきを突いた、悪魔に相応ふさわしい行動である。

「話しかけるな」という無言の返事をいただいた気がしたので、黙だまってサタン様のお姿を拝見する。

　金色の髪は頭の両側で束ねられ、艶つややかに輝いている。真っ白な肌はこの乾燥した空気にも荒れることなく、触れれば崩れてしまいそうなほど柔らかい。大きく開かれたつり目がちな瞳ひとみは、見る者を吸い込むかのように輝いている。

　サタン様は今日きようもお美しい。もちろん、明日あしたも、明後日あさつてもだ。

　そんなサタン様の前に、一つの影が現れる。

　それは、自転車に乗った若い男性だった。

　特筆すべきところのない、ごく普通の男である。

　ただ一つ注目した点は、その男の乗る自転車が、歩道を走っていることだった。

　しかも彼は、両耳にイヤホンを装着していた。携帯型の音楽プレーヤーで音楽を聞いているのだろうか、鼻歌を歌いながら余よ所そ見みをして運転している。

　自分の前にいるサタン様の存在には、気付いていないようだった。

　サタン様の方もゲームに夢中になっているため、自転車の接近に気付いておられない。

　道路交通法違反という悪事に手を染める彼を、褒ほめてやりたいのは山々だが、このままではサタン様の身が危ない。

　自転車が迫り、サタン様とぶつかりそうになる。

　その寸前、わたしはサタン様を抱きかかえ、地面を蹴けって空へと舞い上がった。

　スカートをはためかせ、男の頭上を飛び越える。

　着地と同時にヒザを曲げてサタン様を下ろす。よし、これで安全は確保された。

　立ち上がって振り向く。今のわたしの行動でさすがに何か起きたことには気付いたのだろう。自転車に乗っていた男はブレーキをかけて顔だけをこちらに向け、イヤホンを外してわたしを眺めた。しかし具体的にどういうことが起きたのかまでは分からず、事態を飲み込めていない様子だ。「……白？」なんて意味不明なことをつぶやいている。

　彼が行った悪事の秀しゆう逸いつさを、他ほかならぬ彼自身に分からせ、その行為を讃たたえる意味を込めて、わたしは言った。

「交通ルールを守らないなんて、悪い人ですね」

　すると彼はハッと表情を変えて音楽プレーヤーの電源を切り、

「あ、ああ、悪かった。今度からは気をつけるよ」

　と言って走り去っていった。

　……あれ？

　おかしいな。あの男の非道なる悪行に対して賛辞を送ったつもりだったんだけど、どういうわけだか彼は心を入れ替えてしまったようだ。

　なぜなのかは分からない。分からないが、しかしどうやらわたしは、また失敗したらしい。魔ま王おうたるサタン様の使つかい魔まにあるまじき不ふ甲が斐いなさに、気持ちを沈ませる。

　だが、わたしはすぐに小さく頭かぶりを振って、顔を上げた。

　落ち込んでいても仕方がない。失敗は失敗として素直に受け止め、この経験を次に活いかせばいいだけのことなのだ。

　振り返ると、今の出来事にまるで気付いた様子もなく、サタン様は学校への道を歩き続けていた。

　わたしはすぐにその後を追う。

　朝からめげてる場合じゃない。今日きようも一日頑がん張ばろう！

　いつもと変わらぬ朝の中、わたしは軽く拳こぶしを握りしめ、サタン様に続くのだった。

　そう。これは最近ではよくある光景だ。

　暦が十二月へと変わり、一年の終わりが間近へと迫りつつも、取り立てて騒ぐことなんて何もない、普段通りの日常。

　新たな出会いがすぐそこに待ち受けていることなんて知らず、わたしはそんな冬の朝を満喫していたのである。














　　　第一章　苦悩と情熱の騎士、現る！









　一年三組の教室は、いつになく騒がしかった。

　入り口のドアを開けた瞬間、突然笑い声が聞こえたせいで、ちょっとびっくりしたくらいだ。

　実はここ数日の間、学期末の定期テストが行われていたのだが、そのテスト期間が昨日きのうようやく終わったのだ。そのおかげで、クラスの誰だれもが浮かれているのである。皆は口々にテストが終わったことを喜んだり、テスト自体を嫌悪する言葉を述べたりしている。

　定期テストとは、学業の場において自分が今どの程度の力を備えているかを知るため、他者と競い合い、自らを研けん磨まして結果を出すという、善意に満ちた行事である。

　善人にとっては世界に善意を広める絶好の機会とも言えるそんな定期テストを、クラスの皆は毛嫌いし、自由を求めているのだ。

　まさに悪の手先である。

　サタン様とわたしがこのクラスに転入してきて二ヶ月以上が過ぎたが、彼らにも『サタン様のクラスメイト』としての自覚が芽生えてきているのかもしれない。

　そんなわけで、朝のホームルームが始まるまでの自由時間を、皆は雑談を交わしながら無為に過ごしていた。愛あい沢ざわだけは相変わらずふてくされた顔で机にヒジを置き、ぼんやりと教室の外を眺めていたけど。

　わたしは何をするでもなく自分の席に座っていたのだが、

「そういや、もうすぐクリスマスだよねー」

　ふと、聞き慣れない単語が近くの席から聞こえた。クラスメイトたちの雑談だ。

「何か予定でも入ってるの？」

「ううん、全然。でも、クリスマスが近づいてくるっていうだけで、なんだかワクワクしてこない？」

「あー、分かる分かる。雰囲気とか空気が、なんかいいよね」

　そんなクラスメイトたちの会話を聞いていると、

「『くりすます』じゃと……？」

　隣に座るサタン様が、つぶやきを口にした。耳をピクピク動かし、「わくわく……？」なんて言葉を漏もらしながら、チラチラとクラスメイトたちに視線を送っている。

　つぶやきが聞こえたのか、彼女たちはこちらに顔を向け、話を振ってきた。

「サタンちゃん、もしかしてクリスマス知らない？」

「し、知っておるわ、そのくらい！」

　クラスメイトの問いに、サタン様は顔を赤くして叫ぶ。当然だ、サタン様に知らないことなんてあるはずがない。

「じゃ、じゃが、せっかくだから、おぬしに説明させてやってもよいぞ」

　しかしサタン様は、途切れがちな声でそんなことをおっしゃった。

　おそらく、クラスメイトの顔を立てるためなのだろう。そのお気持ちが伝わったのか、

「そっか、サタンちゃんって帰国子女だったね」

　そう言って彼女はクスリと笑い、言葉を続ける。

「えっとね、サタンちゃんがいた国ではどうなのか知らないけど、この国では十二月二十四日にお祝いをするのが慣習になってるの。パーティーを開いたり、派手に騒いだりするのよね。まあ、本当は二十五日が本番だったりするんだけど、細かいことは気にしないで」

「ほほう。その『ぱーてぃー』というのは、具体的には何をするんじゃ？」

　ソワソワとした口調で、サタン様は先をうながす。

「そうね、簡単に言えば、親しい人と一緒に食事をしたり、プレゼントを交換し合ったりするの。本格的なところだと七面鳥の丸焼きを作ったりもするし、プレゼントだって相当な値段の物をあげる人もいるわよ」

「ふむふむ」

「街全体もクリスマスムードでいっぱいになるんだよ。最近、街の様子が変わったことに気付かない？」

「……あまり外の景色は眺めんからな」

　サタン様はカバンの中に目をやった。その中には携帯ゲーム機が入っている。近ちか頃ごろのサタン様は、外を出歩くときは他ほかのことなど目に入らないくらいゲームに夢中になっておられるのだ。

「そっか。じゃあ帰りに色々見てみたらいいと思うよ。どこのお店でもクリスマスソングを流してるし、クリスマスツリーを飾ってるところもあるんじゃないかな。街路樹にはイルミネーションが施されてて、ケーキ屋さんではクリスマスケーキを売り始めてるよ」

「ふむう、ケーキとな」

　楽しそうに語るクラスメイトの言葉に、サタン様は口元を緩ゆるめ、恍こう惚こつとした表情を浮かべておられた。

　しかしわたしの視線に気付くと、あわてて顔を引き締める。

「な、なるほどのう。あ、いや、そうじゃな、ワシが知ってる通りのことじゃな。リリスよ、分かったか？」

　サタン様は満足げにうなずき、わたしにそう声をかけてくる。その様子を、クラスメイトたちは微笑ほほえましく眺めていた。

　そうか。サタン様は、本当はわたしに話の内容を理解させるため、わざわざ彼女たちに説明をさせていたのか。

　そのお気遣いに胸の奥が熱くなりつつも、おかげで、なんとなくだが分かった気がする。

　詳しいことは知らないが、ようするにクリスマスとは、仲の良い人間同士で行う、一種の儀式みたいなものなのだろう。しかも街全体で盛り上げるということは、ほとんどの人間がその儀式を肯定しているということだ。

　つい一ヶ月前には文化祭が行われたばかりだというのに、この街にはお祭り騒ぎが好きな人が多いんだな。

「ねえ、もしかしてサタンちゃんって、サンタクロース信じてるのかな？」

「んー、それ以前に、クリスマスのことを知らなかったんだから、サンタさんのことも知らないんじゃないかな？」

　物思いにふけるわたしの横で、クラスメイトたちはヒソヒソと言葉を交わしている。

「なんじゃ、その『さんた』とかいうのは？　あ、いや、ワシ自身は分かっておるが、リリスにも教えてやらんとな」

　二人の会話を耳にしたサタン様が口をはさむと、彼女たちは顔を見合わせつつも、さっきと同じ要領で解説を始めた。

「んっとね、簡単に言っちゃえば、みんなにプレゼントを配ったりする人のこと、だよ。そうね、クリスマスにおける主役、とでも言えばいいのかしら？」

「ほう、主役とな。それはまた、かなり重要な存在のようじゃの」

「そりゃあ、まあね。サンタさんがいなかったら、クリスマスは成り立たないわけだし」

「ふむふむ、そこまでの大役か」

　クラスメイトたちはサンタクロースについて、説明を続けている。その容姿や、果たすべき役割等だ。

　わたしのための説明なのに、サタン様は熱心なご様子で聞きながら、何度もうなずいておられた。

　そんなわたしたちを余よ所そに、

「そういえば」

　近くでおしゃべりをしていた別のグループの誰だれかが、ふと思い出したように口を開いた。

「青い騎き士しが帰ってきたらしいよ」

　──その口調は、本当に何気ないものだった。

　だがその一言で、一瞬だけ教室が静まり返り、そして唐突にクラスの話題が一色に染まる。

「あー、そうなんだ。確か、海外短期留学って話じゃなかったかな？」

「そうそう。二学期になってすぐだったもん。びっくりしたよ」

「七組だったっけ、あの人」

　ホームルーム開始までの時間を惜しむかのように、皆はその人物の噂うわさを口にする。

「なんですか、その、青い騎士っていうのは？」

　何のことだか分からないわたしは、そう尋ねるしかなかった。

　クリスマスについて語ってくれていた女子生徒が、こちらを向いて口を開く。

「一年七組にね、『晴せい嵐らんの青い騎き士し』って呼ばれる人がいるのよ」

「はあ、そうなのですか。なんだか大層な名前ですが」

「だよねー。それでね、どんな人かっていうとね……」

　彼女が続きを言おうとしたそのとき、

「阿あ久く野の君はいるかね！」

　教室のドアが、盛大に開かれた。

　見ると、入り口には一人の人物が立っていた。

　身長は一七〇センチよりもやや低いくらいだろうか。身体からだは細く引き締まり、切れ長の目が印象的だ。艶つややかで長めのストレートヘアは、朝早くの澄んだ空気を受けて輝いている。学ランの胸ポケットには、大輪の青いバラが添えられていた。

　その人物はキョロキョロと辺りを見回し、こちらに視線を向けると、迷いの無い足取りで近づいてくる。

　そしてサタン様の席の前まで来ると、両手を腰に当てながら口を開いた。

「会いたかったよ、阿久野君！」

　──なんだろう、この人は。

　突然現れた不審人物に、わたしは緊張を高めた。いつでもサタン様をお助けできるよう、相手の挙動に気を払う。

　そんな警戒を解こうとでもするかのように、わたしと話をしていた女子生徒が言った。

「この人が、いま言った人よ」

「え？」

「青い騎士。いつも胸に青いバラを挿していることから名付けられた、この人の通り名よ」

　言われてマジマジと目の前の人物を見つめる。

「僕の名前は御み堂どうヒカル。みんなには『晴嵐の青い騎士』と呼ばれているようだ。以後、お見知りおきを願いたい」

　こちらの反応などお構いなく、御堂ヒカルとやらは言葉を続けた。

「僕の不在中にこんな美しい人が転入していたなんて、不覚だった。だがこうして会うことができたのだから、嘆くのはよそう」

　胸ポケットのバラを手に持ち、ゆっくりと自分の顔に近づける。

「阿久野君の文化祭での活躍、ビデオで拝見させてもらったよ。いや、実に良かった」

　御堂は軽く目を伏せると、両腕を大きく広げて天井を見上げた。

「あの感動をどう伝えればいいのか、僕には分からない！　君のことが頭から離れなくて、何日も眠れない夜を過ごしたよ！」

　声高に叫ぶと、空あいた方の手を胸に当てる。

「阿あ久く野の君、君に会いたくて、僕はこうしてここへ戻ってきたのさ」

「……ま、こういう人なわけよ」

　クラスメイトの人が呆あきれたような口調でそんなことを言う。

　なるほど、なるほど。なんとなくだけど、状況が理解できてきたぞ。

　青い騎き士しと呼ばれる、この御み堂どうヒカルという人物は、晴せい嵐らんではちょっとした有名人のようだ。

　その理由は今見た通り、少しばかり目立った言動をするからなのだろう。

　外見的にはかなり整った顔立ちをしているし、学ランの胸ポケットに青いバラという特徴的なアイテムも、妙に似合っている。学校で話題になるのも、まあ分かる気がする。『青い騎士』という通り名だって、御堂を支持する者が付けた名前なのかもしれない。

　クラスのみんなは、御堂の登場に驚きを隠せないでいるようだった。「青い騎士様……」と、つぶやきながら目を輝かせる者、「どうしてウチのクラスに？」と、疑問に眉まゆをひそめる者など、反応は様々だ。

　ただ、そんなざわめきなどまるで気にした様子もなく、サタン様は平然としたお顔でご自分の席に座ったまま、御堂を見上げていた。

　どうやら青い騎士こと御堂ヒカルは、サタン様に対して好意を抱いているようだ。文化祭がどうとか言っていたことからも、そのことが分かる。

　おそらく『ミス晴嵐』でのサタン様のご活躍を見て、心を奪われたのだろう。その気持ちは理解できるぞ。

　だからこそこうしてわたしたちのクラスにまでやって来たのだ。サタン様に会うために。

　御堂の心情を慮おもんぱかったのか、サタン様はうんうんとうなずいておられる。

　そして、

「そんなにもワシに会いたかったのか、良い心がけじゃ。ワシを慕うその気持ち、心の片隅に留めておいてやろうではないか」

　などとおっしゃり、柔らかな笑みを浮かべた。

　下げ僕ぼくの一人として、それなりに重宝してやろうというお考えなのかもしれない。このお言葉には、御堂とやらもさぞ喜んでいることだろう。

　だがわたしと、そしてサタン様の思惑は見当違いなものだったのだと、すぐに気付かされることになった。

　皆が注目する中、御堂はさらに一歩足を進め、サタン様の脇わきを通り過ぎると、わたしの目の前で立ち止まる。

　そして、手に持った青いバラを差し出して、言った。

「阿久野君。いや、リリス君」

「へっ？」

[image: ]

「君に交際を申し込みに来たんだ。僕と付き合ってくれないか？」

「…………はい？」

　どよめきが、クラス中に広がった。

「あの青い騎き士しが、リリスさんに？」という声が、ちらほらと聞こえてくる。

「あのー、どういうことでしょうか？」

「どうもこうもない。言葉通りの意味だよ」

　戸惑うわたしに、御み堂どうは微笑ほほえむ。

「言っただろ、文化祭での活躍を見たって。モニター越しではあったけど、それでも伝わってきたよ。ミス晴せい嵐らんで見せてくれた、美しく、力強く、躍やく動どう感あふれる君の一挙一動が、今でもまぶたの裏に焼き付いているんだ。胸をも焦がすこの想おもいを、どうか受け止めて欲しい」

　御堂は跪ひざまずくと、わたしを見上げて言った。

「返事を聞かせてくれないか？」

　真顔だった。まるで笑っていなかった。真剣そのものだった。

「……ワシのことなど眼中に無い、ときたか」

　御堂の言葉を聞きながら、サタン様は肩を震ふるわせている。どうやら怒ってらっしゃるみたいだ。

　まあ、それもそうだ。ミス晴嵐で最も活躍なさったのは、サタン様なのだ。それなのに御堂はサタン様を無視してわたしに話しかけてきた。そのことがサタン様のプライドを刺激したのだろう。

「いいじゃろう、その性根を叩たたき直して──」

　サタン様の怒りが爆発する、その寸前、

「おい」

　御み堂どうの背後から、呼び声がかかった。

　見ると、愛あい沢ざわが席を立ち、こちらをにらんでいた。

「嫌がってるだろ。やめてやれよ」

　えらく不機嫌そうな声だった。

「ふむ。そうなのかね、リリス君」

　御堂は立ち上がると、わたしにそう尋ねた。

「えっと……」

　問われてから、考える。

　御堂は「交際を申し込みに来た」と言った。

　交際とは、人と人とが親しい付き合いをするということ。つまり仲良くなる、ということだ。

「交際を申し込みに来た」というセリフは、ようするに、わたしと仲良くなりたいという友好の言葉なのだろう。御堂は「言葉通りの意味」とも言っていたから、多分その解釈で間違っていないはず。

　この人の真意がどういったものかは分からないけど、交友を深めておけば、もし何かあったときにその善意を利用できるかもしれない。そう考えると、拒否する理由は今のところ、ない。

「いえ、全然嫌がってません」

　なので、あっさりそう返答した。

「と、いうことらしい。分かったら放っておいてくれたまえ」

「……そうかよ」

　愛沢はふてくされた顔で席に着く。

　なんだろう？　何か今の会話におかしなところでもあったのだろうか？

　わたしが疑問に首をかしげていると、

「……揃そろいも揃ってワシを無視するとは、いい度胸をしておるのう」

　わたしたちに背を向けたまま、サタン様がつぶやいた。

「ふん、まあよい。ワシは心が広いからな、多少の無礼になら目をつぶってやろうではないか。じゃがのう、リリスに用があるのなら、まずワシを通せ。話はそれからじゃ」

　穏おだやかでない空気を纏まといながら、サタン様は御堂をにらむ。

　ホームルーム前の教室が、ただならぬ雰囲気に包まれたそのとき、

「はいはーい、どいてどいてー」

　あわただしく駆けながら、一人の生徒が飛び込んできた。

　クラスメイトたちを押しのけ、その人物はわたしたちの目の前に現れる。

　御み堂どうの肩に手を置きつつ、彼女は口を開いた。

「どう、ヒカル。オッケーもらえたかにゃ？」

　やや茶色がかった長めのショートカットが、小刻みに揺れている。

「やあ、美み緒お。今まさに、その返事をもらおうとしているところだよ」

「そっか。んじゃ、邪じや魔ましちゃ悪いね。さ、続きを遠慮なくどうぞー」

　美緒と呼ばれた人物はそう言って、一歩後ろへ下がる。

「あの、あなたは一体……？」

「おっと、自己紹介がまだだったね！」

　わたしの問いとほぼ同時に、彼女は両手を腰に当てて言った。

「私はヒカルのクラスメイトの、桐きり原はら美緒だよ。よろしくね！」

「はあ」

　よろしく、と言われても、「はあ」としか答えようがない。まじまじと目の前の女を見つめる。

　身長はわたしよりも少し高いくらい。口元に小さな笑みを浮かべており、大きな瞳ひとみが興味深そうにわたしを見つめている。

　御堂とやらの相手をするだけでもよく分からないことになっているのに、さらにもう一人、ややこしそうな人が現れた。一体なんなんだろう、この人たちは。

　こちらの考えていることなど知らず、桐原は言葉を続ける。

「生徒会長が面白そうなことやるみたいだったから、見に来たんだ。さ、どうぞどうぞ」

「生徒、会長？」

「ヒカルのことだよー。私もヒカルも生徒会の役員なんだけどね、ヒカルは一年生にして生徒会長就任を成し遂げた、異例の人物なんだにゃ。結構有名なんだけど、知らない？」

「はい、最近転入してきたばかりなので」

「そっかそっか、まあいいや。んでもって、私の役職は生徒会書記！　てなわけだから、同じ生徒会のメンバーとして、責任を持ってヒカルの動向を見守る義務があるんだにゃー」

「文化祭の様子を録画して僕に見せてくれたのも、この美緒なんだ。僕がいない間の晴せい嵐らんのことを記録し、会長である僕に知らせてくれるためにね。ありがとう、美緒。君のおかげで、僕は運命の人を見つけることができたよ」

「にゃはは、礼なんていらないってば。生徒会書記としての義務だよ、義務。それにヒカルが楽しそうにしてれば、私だって楽しいんだからね。ほら、続き続き」

「おっと、そうだった。では、改めて。リリス君、僕と付き合ってもらえないだろうか？」

　御堂は再びわたしの前に跪ひざまずき、笑みを浮かべる。

　そんな御堂の態度に、

「……だから、ワシを通せと言うておろうが」

　サタン様は不機嫌さを隠そうとなさらず、目の前の相手をにらみつけた。

「おや、君は……。ああ、そういえば、君もミス晴せい嵐らんに参加していたね。もしかしてリリス君のお友達かな？」

　御み堂どうは額に手を当て、えらく失礼な物言いでサタン様を見つめる。

「……存在にすら気付いておらんかったと、そういうことか。なかなか面白いではないか」

　こめかみを震ふるわせながら、サタン様は胸の前で右手の拳こぶしを握りしめた。

　これは、本気だ。本気で怒ってらっしゃる。

　しかし、当然すぎる結果ではある。一度や二度の無礼ならまだしも、三度目となると、いかにサタン様が寛大といえども、さすがに許せるものではない。

　御堂もバカな奴やつだ。青い騎き士しだかなんだか知らないが、サタン様を怒らせた以上はタダでは済まないぞ。

「よいか、しかと聞け。ワシはな──」

　サタン様は高らかに名乗りを上げようとする。

　しかしそのお言葉をさえぎるように、またもや教室のドアが開いた。

　今度は誰だれだろう？　そう思いながら、視線を入り口へと向ける。

　視界に入ったのは、フチの無い眼鏡めがねを静かに押し上げる、宮みや坂さかの姿だった。

「朝っぱらから騒がしいわね。あなたたち、余よ所その教室で何をやってるのかしら？」

　彼女もまた、機嫌の悪い人物の一人のようだ。ジト目でこちらをにらんでいる。

「御堂さんと、それから美み緒お。あなたたちは七組の生徒のはずでしょ？」

「ありゃりゃ、麻ま美み子こじゃない。そういや麻美子って三組だったっけ？」

　そんな宮坂に、桐きり原はらが気さくに話しかける。

「ええ、そうよ。悪い？」

「んにゃ、別にー。なんだか相変わらずみたいだねえ」

「余計なお世話よ」

　と、そのとき、教室中にチャイムの音が鳴り響ひびく。

「ほら、予鈴鳴ったわよ。もう授業始まるんだから、早く自分たちのクラスに戻りなさい」

「ほいほい、分かりましたよっと。ヒカル、行こっか」

「仕方あるまい。リリス君、また後で会おう」

　桐原は小さく手を振りながら軽やかな足取りで遠ざかってゆき、御堂は大仰に一礼してからその後に続く。

　こうして、騒々しかった二人は教室を去っていった。

　姿が見えなくなってから、宮坂に尋ねる。

「あの、今の人たちと知り合いなんですか？」

　さっきの会話を聞いた限りでは、宮みや坂さかと桐きり原はらは面識があるように思えた。

「……私はクラス委員長ですからね。生徒会絡みのことで顔を合わせることがあるのよ」

　軽くため息をつきつつ、宮坂は言葉を続ける。

「ま、とにかく。あの二人と何があったのか知らないけど、クラスに迷惑がかからない範囲でお願いしたいわね。ホント、あなたたちの周まわりは、いっつも騒がしいんだから」

　頰ほおをふくらませたまま、宮坂は自分の席に戻ってゆく。

　相変わらず怒りっぽいなあ、などと思いながらその背中を見ていると、サタン様がわたしのスカートの裾すそを軽く引っ張った。

「あ、はい。なんでしょう？」

「リリスよ、あの御み堂どうとかいう輩やから、ちと調べてみる価値がありそうじゃ」

「調べる、とは？」

「なあに、青い騎き士しとやらがどういった人物なのか、少し気になっただけじゃよ。あやつらはどうせまた現れるのじゃろうから、知っておいて損はあるまい」

「確かに、そうですね。では後でクラスのみんなに聞いてみましょうか」

「うむ。それとな、もうひとつ」

　サタン様はセキ払いをすると、わずかに顔を赤らめながら続けた。

「いいか、リリスよ。よく聞け。お前はワシの使つかい魔まなんじゃ。それを忘れるな」

「はい、その通りです。忘れたことなんてありません」

「よし。では、お前に相応ふさわしい相手はワシが決める。分かったな？」

「はあ」

　相応しい相手、とはなんのことだろう？　サタン様がどういった意図でおっしゃっているのか、いまいち分からない。

　でも、たとえ分からなくても主人の命令には従うまでだ。

　それが使い魔の務めなのだから。

「分かりました！　わたしに相応しい相手は、ご主人様が決めます！」

　誓ちかいの言葉を高らかに宣言する。その声が耳に入ったのか、生徒の何人かがこちらへ振り向き、クスクスと小さく笑った。

「お、大声で叫ぶでない！　まったく、お前という奴やつは本当に……」

　サタン様は何やらつぶやいておられたが、声が小さいため、わたしの耳には届かない。

　空を眺めると、一面に広がる雲の隙すき間まから、一筋の光が射していた。

　何やらよからぬことが起こりそうな、そんな天気模様だった。




　案の定というべきか、当然というべきか、御堂ヒカルは休み時間になるたびに、教室へ現れた。

　お供として桐きり原はら美み緒おも同行させ、いくつかの言葉を並べ立てた後に、決まって、

「付き合って欲しい」

　と述べるのだ。

　わたしはサタン様から事前に、「ちょっと考えさせて」と答えるよう命じられていた。

　御み堂どうはその返答を聞くと、

「分かった、ではゆっくりじっくりと僕のことを考えていてくれたまえ！」

　などと言いながら去っていくのだが、次の休み時間になると、また現れるのである。

「考えはまとまっただろうか？　返事を聞かせて欲しい」

　という具合に。

　そんな御堂の様子を、桐原はニコニコと笑いながら横で眺めているのだった。




　さてここで、休み時間中に知りえた御堂ヒカルに関する情報をまとめてみよう。




・エピソードその１

　入学試験に一位で合格した御堂ヒカルは、新入生代表として入学式の挨あい拶さつをすることになった。

　そのときのセリフが、これ。

「先に言っておこう。ラブレターは受け取らない主義なんだ。もしも好きな人が出来たら、僕の方からその旨むねを伝える。だからみんなは自粛してくれたまえ」

　全校生徒の前での発言である。

　その場にいる誰だれもが、驚きと呆あきれで何も言えなかった、とのこと。

　──そんなことがあったのに、御堂に告白する者が今でも後を絶たないというらしいから、その人気は相当なものなのだろう。御堂を語る上では欠かせないエピソードだ。

　ところでラブレターってなんだったっけ？




・エピソードその２

　一躍有名人となった御堂は、何を思ったのか、五月に行われた生徒会選挙に立候補した。

『校則の緩和と、部活動の支援』

　という公約を掲げた御堂は、その内容に魅力を感じた生徒たちの圧倒的な支持を受け、見事に当選を果たしたのだという。

　入学式でのエピソードも、良い方向に働いたのだろう。

　御堂自身がその頃ころからすでに高いカリスマ的存在感を放っており、発言への強い説得力を持っていた、ということだ。

　パフォーマンスが票を動かす好例である。




・エピソードその３

　生徒会長となった御み堂どうは公約を果たすため、精力的に活動を開始した。

『校則の緩和』に関しては、『髪型の自由化』と、『アルバイト許可申請手続きの簡略化』という二つの改定案を議題に上げ、速やかに実現させたのだという。

　一部の生徒からの反発はあったが、大多数の生徒は賛同し、教師側もそれを受けて、御堂の提案を認めたのだそうだ。

　また、『部活動の支援』についても、各部への予算の適切な振り分け、要望に対する懇こん切せつ丁寧なアドバイス、使われていない教室を利用した部室の均等な再配置などを行い、強引ながらも迅じん速そくで的確なその行動に、所属する部を問わず好評を博したとのこと。

　わずか一学期の間だけで、これだけのことをしたのだ。生徒会長としての御堂ヒカルの手腕を、誰だれもが認めないわけにはいかなかった。

　ただ理想を述べるだけでなく、即座に実行することで、晴せい嵐らんの改革者としての御堂ヒカルの人気は、さらに上がったのである。

　晴嵐高校に自由な校風が広まっているのは、御堂の力によるところが大きいらしい。また、『晴嵐の青い騎き士し』と呼ばれるようになったのも、この頃ころからだとか。




・エピソードその４

　そして、そんなタイミングでの海外短期留学だ。

　なんでも、ワインやチーズで有名な国に留学していたんだとか。

　二学期は始業式の日に登校しただけで、次の日にはもう旅立っていたとのこと。

　出発前日、御堂は、

「風が呼んでいる。僕に羽ばたけと叫んでいる」

　なんて意味不明なセリフをつぶやいていたらしい。

　人気が絶頂となっていた頃だっただけに、周囲の驚きもかなり大きかったようだ。生徒会長が突然いなくなったことで、生徒会には結構な混乱があったようだが、そこは桐きり原はらがなんとか切り盛りして持ちこたえた、とのことである。

　帰国後の御堂自身に特に変わったことはなく、今までと同じように振る舞っている。

　あの留学に一体なんの意味があったのか、と疑問に思う人も多いが、御堂に留学の感想を聞いた人によると、

「大地が僕を導いてくれた。運命の出会いはすぐそこに迫っている」

　などと答えたらしい。

　まるで訳の分からない返答だったが、「まあ、こういう奴やつだったよな」とその人はそれほど気にしなかったみたいだ。

　晴せい嵐らんの生徒は、細かいことにこだわらないのが特徴なのである。




　といった感じだ。

　まとめると、御み堂どうヒカルという人間は、『整った外見の持ち主で』『頭脳明めい晰せきで』『有言実行を体現したような』『カリスマ性のある』『変な奴やつ』ということになる。

　良くも悪くも、ウソがつけない人なのだろう。真ま面じ目めで実直、考えたことをすぐ口にし、思いついたことは体面なんて気にせず無理やりにでも実現させる。そういう人間なのだ。

　そしてその裏表のない性格が、人気の秘密なのかもしれない。

　御堂の逸いつ話わを耳にするたび、サタン様は呆あきれとも驚きとも取れるような声で「ふむ……」とうなずくのだった。




　そんなわけで、早くも放課後である。

「リリス君、考えはまとまったかな？　返事を聞かせてくれると、僕はとても嬉うれしい」

　午後のホームルームが終わると同時に、当たり前のように御堂と桐きり原はらが姿を現す。今日きよう一日で何度も見た光景なので、クラスのみんなはさすがにもう驚いたりしない。

「いやー、リリスちゃんにはご迷惑をかけちゃってるにゃー。でもね、こう見えてもヒカルは本気なんだよー。信じられないかもしれないけどね」

　書記の桐原がニコニコと笑いながら御堂をフォローする。その両手にはメモとペンを持っており、「私は私の仕事をするだけにゃー」などと言っていることから、御堂の言動を余すところなく記録しようとする意思がうかがえる。

　そんな二人を見つつ、わたしは口を開いた。

「えっと、わたしと交際したい、ということでしたよね？」

「ああ、その通りだ。君のことを、もっと知りたいんだ」

　御堂の返事に、わたしはサタン様と目を合わせた。そして同時にうなずき合い、命じられた通りの答えを口にする。

　今日一日、御堂の言動を観察なさっていたサタン様が下した結論。

　それが、

「いいですよ」

　というものだった。

　その瞬間、教室のそこかしこから息を飲む音が聞こえた。残っていた生徒たちが、チラチラとこちらを見ているのが分かる。

「お、おおっ！　本当かね、リリス君！」

「ただし、条件があります」

　わたしはそう言って続きを語る。

　そこから先のセリフも、あらかじめ決められていたものだ。

「わたしは貴方あなたのことをよく知りません。学校での評判は耳に入れましたが、プライベートとなるとまた別です。なので、今度の日曜日に、一緒に遊びに行きませんか？　そのときに貴方がどういう人なのか、もっと知ることができれば、と思っています。どうでしょう、構いませんか？」

「もちろんだよ。異論なんてあるはずがない」

「もう一つ、条件がある」

　わたしのセリフを補うように、サタン様がこれまた決められた通りのセリフをおっしゃる。

「ワシも連れてゆけ。そっちは桐きり原はらとやらを連れてきて構わん。いわゆる『だぶるでーと』というやつじゃな」

「──お目付け役、というわけか。なるほど、当然の配慮として受け止めておこう。信頼は少しずつ勝ち取るものだし、いきなり二人っきりになるだなんて、紳士的ではないしね」

「ふん、決まりじゃな」

　サタン様が不敵な笑みを浮かべる。

　その後ろで、わたしたちのやり取りを見ていた愛あい沢ざわが、なぜか不機嫌そうな表情を作っていた。

　と、そのとき不意に教室のドアが開かれる。

　そこには、書類の束を抱えた宮みや坂さかの姿があった。

「あなたたち、まだ残ってたの？　今日きよう一日ずっと何か話し合ってるみたいだけど、ずいぶん長いわね」

　わたしたちの姿を見るなり、彼女は呆あきれた声を出す。

　そういえばさっき、先生に呼ばれて職員室に行ってたんだっけ。おそらく委員長としての仕事を頼まれたのだろう。

「あんまりうるさくは言いたくないけど、このクラスで面倒なことは起こさないでよね。先生に怒られるのはいつも私なんだから」

　言いたいことだけ言うと、宮坂は自分の席へと向かう。そして隣の席に座る愛沢の姿を見つけると、軽い驚きの声を上げた。

「あら、悟さとるもいたの？　珍しいわね、こんな時間まで教室に残ってるなんて。いつもはさっさと帰っちゃうくせに」

「……いいだろ、別に」

「あ、そうだ。悟、今度の日曜のことなんだけど」

「ん、なんだ？」

　ふと、宮坂は何かを思い出したように、愛沢に尋ねた。

「前にも言ったけど、ちょっと買い物に付き合って欲しいのよ。年末だし、色々買っておきたい物があって、荷物持つのを手伝って欲しいなあって思ってるの。まあでも、ダメよね？」

　宮みや坂さかに言われ、愛あい沢ざわはなぜかチラリとわたしに視線を向けた。しかしすぐに目をそらし、口を開く。

「……いいぜ」

「そうよね、無理よね。分かってるって。言ってみただけなんだから」

「いいぜって言ったぞ」

「…………え？」

「テストも終わったし、暇だからな。付き合うよ」

「え、え、え？　あっ、そ、そ、そう、ね！　暇だもんね！　かなり暇だもんね！」

「んじゃ、決まりな。時間とかは任せる」

「う、うん、分かった！　決めておくね！」

　慌てふためいた様子で宮坂が何度もうなずく。ふてくされた顔をしている愛沢とは対照的な反応だ。

　何やらあの二人もどこかに出かける予定を立てたみたいだが、でもまあ、こっちには関係ないか。気にせず御み堂どうたちとの話を進める。

　待ち合わせ場所や集合時間を決めてから、御堂と桐きり原はらは去っていった。

　桐原は気さくな笑顔をこちらに向けて、大きく手を振りながら遠ざかっていったが、御堂は振り返ったりしなかった。長い髪を派手やかに揺らしながらのご退場である。

「さて、リリスよ。ワシらも帰るとするか。色々と準備せねばならぬこともあるじゃろうしの」

「はい、ご主人様！」

　サタン様は教室の入り口へ向かい、わたしもその後に続く。

　そう。わたしたちは単に遊びに行くために、御堂とあんな約束をしたわけではない。

　これは、サタン様の崇すう高こうなる計画の始まりなのだ。




「ふう……。冷えた身体からだには熱い湯が一番じゃのう」

　湯気の向こうでご主人様が声を漏もらす。

　足をばたつかせ、お湯をパシャパシャとはねさせながら、ご満悦の様子である。

「失礼します」

　身体を洗い終えたわたしも湯船に入り、その温ぬくもりを味わう。

　学校から帰った後、食事を終えたわたしたちは、二人でお風呂に入っていた。

　風呂は究極の快楽の一つであり、悪あく魔まにとってこれほど魔力を溜ためるのに便利な設備はない。肉体の疲労を解き放ち、ストレスを発散させることで、心を堕だ落らくさせるのである。

　風呂に入った人が皆、『まだお風呂を出たくない』『もっと入っていたい』と考えるのが、何よりの証拠だ。

　そんな悪徳染みたお風呂に、ご主人様はどっぷりと浸つかっておられた。

　ご主人様の心は今、『悦楽』の二文字で満たされているに違いない。肉体の隅々まで悪あく魔まの液体にまみれ、あらゆる戒めから解放されているのだから。

　故に、その行為は世界に悪意を増やし、結果として魔力を溜ためることとなるだろう。まさに悪魔の頂点に立つお方に相応ふさわしい行いである。

　ちなみに、ご主人様は今日きようも洗髪時にシャンプーハットをご使用になった。嫌々ながらも、仕方なくといった感じで。日課なので特にどうということはないのだが。

「さて、考えるべきことはたくさんあるが」

　ご主人様はつぶやきながら、手に持った雑誌を開く。オススメの遊び場所などが掲載されている、若者向けの情報誌だ。

　御み堂どうとの約束の日に実行する作戦を練るため、帰るときに購入した物である。

　水に濡ぬれないよう気をつけながらページをめくりつつ、ご主人様は、「くりすます特集、か」と声を漏もらした。

「ふむふむ、『ぱーてぃー』とはこういうものか。うむ、なかなか上等そうなケーキじゃ。この肉は、丸焼きかのう。おお、なんと華やかなプレゼントか。なるほど、確かに楽しそう……、いや、うむ……」

　こちらに何度か視線を向けながら、ご主人様はつぶやく。

「ところでリリスよ。あの御堂とかいう輩やから、どう思う？」

　読むべき箇所は読み終えたのか、ご主人様は雑誌を閉じると、湯船の縁に腰をかけた。湯に浸かることにはもう満足なさったのだろう、足で『の』の字を書いたりしている。

　ご主人様の白いお肌に水滴が跳ね、そのお美しさにわたしは目がくらみそうになった。頰ほおが火ほ照てってきているのは、風呂場の温かさのためだろうか。

「ええっと、その、まあ、人気はありますよね」

　照れ隠しのため、つい適当な返事をしてしまう。

「うむ。少なくともワシらの学年の中では一番の人気者じゃろうな」

　わたしの返答に満足なさったのか（どうやら気付かれなかったみたいだ）、ご主人様は言葉を続ける。

　そして、今回の件の核心に触れる。

「あやつを『こちら側』に引き入れれば、相当な数の人間を『釣る』ことができるのう」

　そう。これがご主人様の狙ねらいだった。

　人格的な面は置いといて、御堂ヒカルは晴せい嵐らんでかなり名のある存在だ。立場的にも、生徒会長という、他ほかの生徒を率いる地位に立っている人物である。

　そんな人間を悪の道に引きこむことができれば、御堂を慕う者もまた、同じように悪に手を染めることとなるだろう。悪事を行う人間が増えれば世界にも悪意が広まることになり、魔力も溜たまるというもの。

　つまり、御み堂どうと『お付き合い』をすることは、サタン様復活の大幅な近道となるのだ。

　しかも向こうから「仲良くなりたい」と言ってきてるのだから、こちらとしてはこんなにも都合の良いことはない。

　ご主人様は御堂のことをあまり好ましく思っていないようだけど、それでも『悪を成す』という大義のために、私情を捨てて奴やつを仲間に加えようとなさっているのだ。その心の広さには感動を禁じえない。

　ともあれ、そんなわけでわたしたちは御堂ヒカルをより『こちら側』に近づけるため、今度の日曜日に一緒に遊びに行くことにしたのだ。決して『ただワイワイと楽しく遊びたいから』という軽薄な理由などではない。そんなはずがあるわけない。

「それにあの御堂からは、何やら只ただ者ものではない気配を感じるしのう。あやつの逸いつ話わを聞く限り、気になる点も多いし……」

　ご主人様が小さく声を出す。

「ま、それもいずれ分かることか。今はあやつを『オトす』ための作戦を練らねばなるまいて」

　そう口にしつつ思案顔を見せ、何気ない感じで雑誌を開く。

　その瞬間、ご主人様の両目が大きく見開かれた。

「こ、これは……っ！」

　マジマジと雑誌を見つめると、その視線を今度はわたしへと向け、「ふむ」とうなずく。

「リリスよ、こちらへ来い」

「あ、はい。なんでしょう？」

　言われるままにお側そばへ寄ると、ご主人様は持っていた雑誌をわたしの手に押し付けた。

　そして、わたしの胸元を見つめ、

「ふむ……」

　つぶやきながら手をやり、軽く力を入れて揉もみしだいた。

　真剣な表情で指に力を込めて、何度も胸をこねる。

「ううむ」

　ひとしきり揉んだ後、ご主人様は胸から手を離し、ご自分の両手を見つめた。

「この感触、か」

　再びつぶやくと、今度はご自身の胸に両手をやり、軽く力を入れる。

「ん……、あふう……」

　ご主人様の口から声が漏もれる。吐息混じりに苦く悶もんの表情を浮かべ、それでも手の動きは止めようとなさらない。
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　しばらくそんなことを続けた後、

「…………よし」

　やがて満足なさったのかご主人様はうなずくと、額の汗をぬぐって顔に笑みを浮かべ、再び足で『の』の字を書き始めた。

　わたしには、ご主人様が何をなさっていたのか、さっぱり分からなかった。

　渡された雑誌に目をやる。

　開かれたページには、『バストアップ特集』と書かれていた。

「……？」

　やっぱりわたしにはなんのことだか分からず、首をかしげるしかなかった。

　と、そのとき、不意にご主人様は鼻をムズムズとさせ、

「へくちっ！」

　盛大なクシャミをなさった。

「へっくちんっ！」

　二回連続だった。

「何をなさっていたのか分かりませんが、お身体からだが冷えてしまわれたようですね。さあ、しっかり肩まで浸つかりましょう」

「……」

　口を『へ』の字に曲げて、ご主人様は再び湯の中へ入る。

「一緒に百まで数えましょうね。いーち、にーい、さーん……」

「……よーん、ごー、ろーく」

　わたしに合わせるように、ご主人様も渋々といった様子で数を口にする。

　しばらくの間、風呂場には二人の声が響ひびき渡るのだった。




　その後、サタン様がのぼせてダウンなさったことは内緒だ。














　　　第二章　良縁凶日、いざ出陣！









「ごめーん、待ったー？」

　命じられた通りのセリフを口にする。

「いいや、今来たところだよ、リリス君！」

　すると御み堂どうは、サタン様が予想なさった通りの返事をしてきた。

「ま、時間ぴったりだしねー。気にすることなんてないにゃー」

　桐きり原はらが腕時計を見ながらそんなことを言う。

「逆にワシを待たせるようなことがあれば、タダでは済まさんかったところじゃがのう」

　憮ぶ然ぜんとした顔でサタン様がつぶやく。

「にゃはは。その点は大丈夫、こっちは一時間前から待ってたからねー」

「……今来たところじゃと言わんかったか？」

「ヒカルにとっては『今』なんだね。それくらいの時間は待ったうちに入らないみたい」

「ふん。わざわざ早く来て待っていたのは、そちらの勝手じゃろう。それで恩を着せたつもりか？」

「別にそんなつもりは全然ないよー。ただ、ヒカルはそれだけ楽しみにしてたってこと。ここまで楽しそうにしてるヒカルは初めて見たかもしれないにゃー」

「……おぬしもなかなか食えん奴やつのようじゃの」

　二人は何やら言葉を交わしていたが、内容がよく分からないので気にしないことにする。

　現在の時刻は午前十時。日曜日の朝である。

　御堂たちと約束していた日だ。

　わたしたちは晴せい嵐らん高校のある駅から、四つほど離れた駅の駅前広場へと集まっていた。このあたりでは一番の都市部と呼べる街だ。

　集まった四人は皆、冬に相応ふさわしい格好をしている。

　御堂はグレイのロングコートを羽織り、その下に赤のカッターシャツを着ていた。胸元には当然であるかのように青いバラが添えられている。

　桐原は緑色のジャケットの下にタートルネックのシャツを着込み、デニムのミニスカートをはいていた。

　わたしは厚手のカーディガンと白のセーター、ロングスカートという組み合わせだ。

　そしてサタン様は、黒のハーフコートに黒のショートパンツ、黒のニーソックス、黒のロングブーツ、という格好だった。

　全身を黒で染めた、本気のスタイルである。もちろん髪留めも黒だ。

「しかし、なるほど。確かに街全体が『くりすますむーど』に満ちておるのう」

　ふと、桐きり原はらとの会話を打ち切ると、サタン様は周囲を眺めながらそんなつぶやきを漏もらした。

　つられてわたしも視線を動かし、辺りを見回す。

　街は、少し前までとは異なる姿を見せていた。

　歩道に連なる並木には電飾が施されている。夜になればスイッチが入れられ、本来の役割を果たすのだろうということが容易に想像できる。近くの家電ショップでは『クリスマスセール』という貼はり紙と共に、定価よりも割り引いた商品の写真を掲げていた。そのすぐ側そばにあるＣＤショップからは、クリスマスを賛美する歌が聞こえてくる。

　そう。どれもクリスマスを意識した仕様なのである。

　クラスメイトの人が言っていた通り、街全体がクリスマス一色に染まっているのだ。

　当日までまだ十日近くあるというのに、随ずい分ぶんと気の早いことだ。

「ま、いいわい。とっとと目的の場所へ向かおうかの」

　ひとしきり眺めた後、サタン様は御み堂どうへ視線を移す。

「席は確保できておるんじゃろうな？」

「当然さ。ちょうど真ん中の、一番迫力のある映像が鑑かん賞しようできる場所を取ってある」

「上出来じゃ。では、行こうか」

「でも、その前に一つ、言っておきたいことがある」

　不意に、御堂は顔を引き締めると、サタン様に視線を向けた。

「阿あ久く野のサタン君。貴方あなたがリリス君のお姉様だとは知らず、先日は失礼なことをした。謝らせて欲しい」

　そう言ってゆっくりと頭を下げる。そんな御堂を見下ろしながら、

「……ほう」

　サタン様は感心した様子で声を漏らした。

「誰だれかから、ワシらに関することを聞いたか」

「ああ、そうだ。すまなかった。無知を言い訳にするつもりはない」

　御堂はさらに深く頭を下げる。

「面おもてを上げい。調子が狂うではないか」

「いや、そういうわけにはいかない。僕の気が済まないんだ」

「面を上げよと言うておろうが。もう怒ってなどおらんわ」

　その言葉でようやく御堂は顔を上げ、サタン様を見つめる。

「自らの非を認め、素直に謝る。頭では理解していても、実行するのはなかなか容易ではあるまい。おぬしのことをほんの少しだけ、見直してやってもよいかの」

「…………ありがとう」

　本心から喜んでいるのか、御み堂どうは満面に笑みを浮かべ、再び軽く頭を下げる。

　二人の会話の内容はいまいち分からなかったが、しかし御堂の態度を見ていれば、何が起きたのかは理解できる。

　そう。御堂はサタン様に服従を誓ちかったのだ！

　どうやら計画は順調に進んでいるようだ。内心で笑みを浮かべながら、御堂を見つめる。

　すると、

「それはそれとして」

　ふと御堂は顔を上げ、何事もなかったように表情を戻した。

「ん？　なんじゃ？」

「着くまでの間、リリス君の隣を歩く権利を譲ゆずっていただきたいのだが、構わないよね」

「……何を言っておるんじゃ？」

　唐突な言葉に、サタン様は眉まゆをひそめる。

「リリス君と並んで歩きたい、と言ってるんだ。それくらいは別に問題ないよね」

　さっきまでの神妙さはどこへやら、あっけらかんとした物言いである。

　しかし表情はあくまで真顔。冗談抜きの発言なのだ。

「ということでリリス君、よろしく！」

　サタン様の返答も確認せず、御堂はわたしの横に並び、白い歯を光らせた。

「さあ、行こうか！　グズグズしていると時間に遅れるよ！」

　そう言ってわたしの肩を抱き、サクサクと歩いてゆく。

「……貴様、なかなか図太い神経をしておるの」

　振り向くと、サタン様は御堂をにらみつつ、眉をピクピクさせた。多分、サタン様のご意思を無視した言動に、腹を立てておられるのだろう。

　そんなサタン様に、

「まあまあ。固いこと言わず、サタンちゃんは私とおしゃべりでもしながら歩こうにゃー」

　突然、桐きり原はらが後ろから抱きついた。

「な、何をするか！」

「ぬっふっふー。私はリリスちゃんよりも、どっちかっていうと、サタンちゃんの方に興味があるんだよねー。聞いてるよー、ゲームが好きなんだってー？」

「……ほほう、おぬしもゲーマーか。何が得意じゃ？」

　一瞬、険しい顔を見せたサタン様だったが、桐原の言葉に興味を持ったのか、わずかに表情を緩ゆるめる。

「格ゲーとロープレかな。でもまあ、全般的になんでもいけるクチだよ。広く浅くがモットーだからねえ」

「ほう、格ゲーとな。詳しく聞かせてみよ。ワシも話の合う奴やつを探しておったところじゃ」

　言葉を交わしながら二人は歩く。どうやら桐きり原はらはサタン様と共通の話題を持っていたようだ。

　そんな二人の前を、わたしは御み堂どうと並んで歩いていた。サタン様は桐原との会話にずいぶんと花を咲かせているようで、わたしたちのことにはまるで注意を払おうとなさらない。

　サタン様のお相手は桐原に任せておいて大丈夫、なのかな？　どうやらサタン様も楽しんでおられるようだし、このまま目的地に向かっても、問題は起きない、と思う。

　そう判断したわたしは、ひとまず視線を前に戻す。

「どうしよう、胸がドキドキしているよ。こんな気持ちは初めてだ」

　わたしの隣を歩きながら、御堂は天を仰いでそんなセリフを言った。サタン様と桐原のことなど、目に入ってない様子である。

「頭の中が空っぽで、何を話せばいいのか分からないんだ」

「はあ」

　それを言うなら、頭の中が真っ白、ではなかったっけ。

「とにかく、僕は君とこうして歩いているだけで幸せなのだよ。ああ、今日きようは人生で最良の日なのかもしれない！　私服姿のリリス君も、とても美しい！」

　御堂は一人で気持ちを高ぶらせ、何やら訳の分からないことを叫んでいる。

　そんな御堂の様子をじっくりと観察しながら、わたしはサタン様の立てた計画について、改めて考えをめぐらせるのだった。




「お待たせー、買ってきたよー。これ、サタンちゃんの分ねー」

「うむ、大たい儀ぎであった。褒ほめてつかわそう」

「こっちはリリス君の分だ。じっくり味わってくれたまえ」

「あっ、ありがとうございます」

　桐原と御堂に手渡され、わたしとサタン様はそれぞれジュースの入った紙コップと、ポップコーンの詰められた筒を受け取った。

　映画館ではお決まりの飲食物である。

　今日のスケジュールの最初の目的は、映画鑑かん賞しようだった。

　映画館に到着したわたしたちは、御堂があらかじめ購入しておいた指定席に座り、開演を待っていた。

　席の並びは右から順番に、サタン様、わたし、御堂、桐原、となっている。

　映画鑑賞をスケジュールに組み込んだ理由は、三つある。

　一つは、この飲食物だ。

　御堂たちに売店で買ってきてもらったジュースは、炭酸入りで安っぽい味のする物である。

　しかも映画館の売店ならではの特徴として、このジュースは水と氷でかなり薄められているのだ。これほどまでに悪意に満ちた飲み物は他ほかにないだろう。

　ポップコーンについては深く語るまでもない。ジャンクフードの定番である。

　この、まさに悪あく魔まに相応ふさわしい二つの組み合わせを口にすること。それが目的の一つ。

　その上、これらの商品は値段がやたらと高く設定されているのだ。

　映画館の入り口には、『館内への飲食物持ち込み禁止』という貼はり紙があった。つまり映画館の中で何かを口にしたければ、この高い値段設定の商品を買わざるを得ないということ。

　人の足元を見た、非道な商売だ。

　そんな商売にあえて乗っかることで、悪を肯定し、世界に悪意を広めるのである。

　無論、ジュースとポップコーンを口にするのは、わたしたちだけじゃない。御み堂どうと桐きり原はらも、今は同じ物を手にしている。ジュースの中身も当然同じ。

　つまり、彼女たちも悪に身を染めることになる、というわけなのだ。

　実際、二人はすでにジュースを飲み始めている。計画の第一段階は成功したと見ていいだろう。

　何も気付いてない二人を見てほくそ笑んでいると、

「ん？　何か楽しいことでもあるかにゃ？」

　こちらの視線に気付いた桐原が、キョトンとした顔で首をかしげた。

「ああ、いえいえ、なんでもありません。映画はどんな内容なのかな、と考えていただけです」

「ふーん。ま、いっかー」

　桐原は不審を抱いた様子もなく、視線を戻してジュースを口に含む。

　ふう、危ない危ない。もう少しで気付かれるところだった。もっと慎重にしないといけないな。

　冷や汗をぬぐっていると、不意に上映時間を知らせる放送が入った。

　放送終了後、すぐに照明が消えて、周囲は緩ゆるやかな暗くら闇やみに包まれる。

　いよいよだ。

　ややあってからスクリーンに光が点ともり、映像が流れ始めた。近日公開する映画の宣伝だ。

　映画館に来た目的の二つ目。それは、映画を見ること、である。

　まあ、当然と言えば当然だ。映画館には、映画を見るために来るものなのだから。

　サタン様は本編の開始を待ちきれないらしく、宣伝が流れている間、ポップコーンを食べ散らかしながら「ええい、まだ始まらぬのか」と何度も声を漏もらしておられる。

　やがて宣伝が終わり、静寂の後にようやく本編が始まった。

　映画のタイトルは『劇場版・多重人格魔法少女ケルベロスちゃん』である。

　サタン様がよくご覧になっているテレビ番組の、映画版だ。

『多重人格魔法少女ケルベロスちゃん』とは、現在子どもたちの間で最も人気のあるアニメーション作品で、そのクオリティの高さから一部の大人たちにも絶大な支持を受けているとのこと。

　主人公の門かど守もりミサキ（小学六年生・十二歳）は、ちょっと夢見がちな普通の女の子。パパに買ってもらった魔ま術じゆつ入門書を読んで以来、魔法や魔術に興味津々。

　ある日お遊びで自宅の庭に魔法陣を描いてみたところ、うっかり魔界の門と地上を繫つなぐ次元の扉を開いてしまう。

　その拍子に、地じ獄ごくの門番であるケルベロスと遭そう遇ぐう、驚いたミサキは無我夢中で本に書かれていた呪じゆ文もんを唱える。それは、悪魔を体内に取り込む禁断の魔法だった。

　それ以来ミサキは、天使たちに危険人物として命を狙ねらわれる毎日である。

　天使たちを追い払うため、そして元の身体からだに戻るため、ミサキは体内に取り込んだケルベロスの力を借り、三つの人格を持つ魔法少女・ケルベロスちゃんに変身して、今日きようも戦うのだ！

　いけ、僕らのケルベロスちゃん！　負けるな、僕らのケルベロスちゃん！

　──と、いう内容だ。

　コメディ要素の強い作品なのだが、今上映している劇場版ではシリアスな場面が多く、友人の一人が天使だと判明したり、普段は仲の悪いクラスメイトがやけに友好的だったりと、なかなか波乱に満ちたストーリー展開を見せてくれている。

「そこじゃ、もっとやれ！」

　主人公のミサキが活躍するたび、サタン様は歓声を上げ、拳こぶしを振り上げていた。

　逆に敵対勢力である天使たちが登場すると、

「かーえーれ！　かーえーれ！」

　と、ブーイングの嵐あらしである。

　わたしは御み堂どうたちの席へと視線を向けた。

　桐きり原はらは映画を見ながら、

「にゃはははっ！　天使のくせに人間を殺そうとしてるよ！　バッカみたい、にゃはははっ！」

　と、腹を抱えて笑い転げている。

　御堂はミサキの相棒であるケルベロスが負傷するシーンで、

「なんて素晴らしい映画なんだ……。テレビ版は見たことがないけれど、これは是非とも今週から視聴を開始せねばなるまい！」

　感動に打ち震ふるえ、涙を流しながら叫んでいた。

　よし、期待以上の反応だ！

　これこそが第二の目的の、真の狙い。

　サタン様は御堂たちにマナー違反をさせて、彼女たちの身に悪を染み込ませるおつもりなのだ！

　映画の上映中に大声を出すのは、明らかにマナー違反である。それは御堂たちも理解していることだろう。

　だが仲間が近くで騒ぎ立てていれば、それを見た他ほかの仲間もつられて騒ぎ始めるというもの。それが人間の心理である。実際、御み堂どうと桐きり原はらは他ほかの人のことなんて気にせず、映画に没頭し、好きなように騒ぎ立てている。

　しかもアニメのストーリーは、悪を肯定し、悪あく魔まに共感を覚えさせるような内容なのだ。

　そんな映画に熱中すれば、彼女たちの心も悪に染まるに決まっている。一石二鳥とは、まさにこのことだろう。

　この反応を引き出すために、サタン様は大声で『帰れコール』をなさっていた、というわけである。

　決して映画のストーリーに夢中になっているのではない。断じて、ない。

　ともあれ、周囲にはさぞかし迷惑がかかっていることだろう。これはもう、かなりの魔力を溜ためることになったはずだ。

　大きな成果を予想して、辺りを見渡すと──、

「がんばれー、ミサキちゃーん！」

「天使なんかやっつけちゃえー！」

　……わたしたち以外の客も、同じようにミサキの活躍に一喜一憂し、ワイワイと騒いでいた。

　あ、あれ？　迷惑に思うどころか、皆の気持ちが通じ合っている？

　どうしたことだろう。ここにいる観客は、わたしたちを除けば子どもとその母親ばかりだからなのだろうか。心のおもむくままに映画を楽しんでいるようだ。

「ママー、あのおねえちゃんたち、オトナなのに、ぼくたちとおんなじように叫んでるよー？」

「そうねえ、楽しそうね」

　なんて声まで、近くの席から聞こえてくる始末だ。

　うーん、悪感情が生まれないのなら、あまり効果はないのかもしれない。残念だが、第二の狙ねらいは失敗に終わったと考えるべきだろう。

　しかしまあ、あまり気を落とす必要なんてないか。今日きようという日は、まだ始まったばかりなのだから。

　御堂たちを悪に染めるのは、これからが本番なのだ。

　サタン様も落胆なさってないみたいだし。

　それどころか、ますますヒートアップなさってるみたいだしね。

　だからわたしも、余計なことは気にせず叫ぶのだった。

「負けるなー、ミサキちゃーん！」

　と。




　上映終了後、わたしたちはすぐに外へは出ずに、グッズ販売コーナーへと向かった。

　そう。これが映画館に来た第三の目的。

　劇場でしか買えないファングッズを買うのである。

　サタン様が購入なさったグッズは、三点。『ケルベロスちゃん』のキャラたちの絵が描かれたポストカードセット、スペシャルドラマＣＤ付きパンフレット、ケルベロスちゃんの人形が付属された特製キーホルダー、である。

　目当ての物を手に入れたことで、サタン様はご機嫌の様子だった。




　そんなこんなで、映画鑑かん賞しようは無事終了した。

　完かん璧ぺきとはいかないまでも、まずまずの結果だったと言えるだろう。その成果に満足なさっているのか、映画館を出た今でもサタン様のお顔からは笑みが絶えない。

「さて、腹も減ってきたことじゃし、昼飯にしようかの」

　笑顔のままでサタン様はそんなことをおっしゃる。

　時刻は正午を過ぎた頃ころだった。

「向かう場所は、もちろん……」

　得意げな表情でサタン様が胸を張った、そのとき、

「ねえ、あれって麻ま美み子こじゃないかにゃ？」

　桐きり原はらがそう言って、後方を指差す。

　振り返って、彼女の示した先を見る。そこには、わたしたちがさっきまでいた映画館の、隣の映画館から出てくる、愛あい沢ざわと宮みや坂さかの姿があった。

　二人ともラフな格好をしており、並んで歩いている。

　桐原の声で、名前を呼ばれたことに気付いたのだろう。二人は同時にこちらへ視線を向ける。

　途端、一人は軽く顔をしかめ、もう一人は露骨に不機嫌さを表した。

「み、美み緒お……」

「やっぱ麻美子だー。麻美子たちも映画鑑賞？　もしかして『冬ソン』見てたのかにゃ？」

　映画館の看板を見上げて話す桐原に、宮坂は戸惑いながら答える。

「ふ、『冬ソン』って……、た、確かにその映画、見てたけど……」

「あ、やっぱり見てたんだー。麻美子って恋愛映画好きだもんねー」

「……悪い？」

「んにゃ、全然ー？」

　あっけらかんとした物言いに、宮坂の機嫌はますます悪くなったようである。

『真冬に奏でるラブソング』、通称『冬ソン』は、年代を問わず人気のある、現在絶賛上映中の恋愛映画だ。

　幼い頃ころに生き別れた兄妹が再会したとか、実は二人に血の繫つながりが無かったと判明したとか、実は不治の病に冒されていたとか、まあそういった内容の作品である。

　二人の会話から察するに、どうやら宮坂たちはその『冬ソン』を鑑賞していたようだ。

「でも、こんなところで会うなんて、偶然ってあるもんだにゃー。そういえば今日きよう、出かけるとか言ってたっけ？」

「よしたまえ、美み緒お。デートの邪じや魔まをしてはいけないよ」

　ヘラヘラと笑いながら、なおも話しかけようとする桐きり原はらに対して、御み堂どうが口を挟んでくる。

「そ、そんなんじゃ──」

「そんなんじゃねえよ」

　宮みや坂さかはなぜか顔を赤くしながら言いよどんだが、その言葉をさえぎりながら、愛あい沢ざわがこちらに近づいてきた。

　わたしにチラリと目線を送りつつ、愛沢は言葉を続ける。

「こいつの買い物に付き合う約束をしただけだ。ただ、目当ての店がまだ開いてなかったから、時間を潰つぶすために映画を見てただけだよ。誤解すんなよな」

「そ、そ、そ、そうよ！　今日きようは買い物をしに来ただけなんだからっ！　けっ、決して、その、デ、デ、デートなんかじゃないんだからねっ！　時間を潰してただけなんだからっ！」

　宮坂も一緒になって否定する。しかしちょっと涙目になってるのはなぜだろう。

「いやー、相変わらず大変そうだねえ」

「う、うるさいわね」

　笑いをこらえるように口元を押さえる桐原に対して、宮坂は顔を赤くして答える。

「なんなら手を貸してあげよっか？　そういうの結構得意だよー、私」

「ほっといてよ。余計なことしたら怒るからね」

　二人は何やら楽しそうに言葉を交わし合っていた。内容は分からないけど、仲が良さそうだ。

　そんな二人のやり取りを眺めていると、愛沢がわたしに声をかけてきた。

「そっちは……、あー、その、なんだ。遊びに行くって言ってたやつか」

　そう言うなり口を固く閉じる。なんだかあまり機嫌が良さそうには見えない。

「ま、いいや。今日は休みだし、人も多いから、はぐれたりしねえよう気ぃつけろよな」

　愛沢はまだ何か言いたそうにしていたが、それだけを口にすると「じゃあな」と言って背を向け、わたしたちから遠ざかってゆく。

「あ、ちょっと、悟さとる！　もう、勝手なんだから！　あなたたち、お願いだから、変な事件とか起こさないでよね。学校の外で問題が起きたら、晴せい嵐らんの生徒全員に迷惑がかかるんだから」

　宮坂は頰ほおをふくらませながらも、言いたいことを言って返事も聞かず、愛沢の後を追いかけていった。

　その後ろ姿を見送り、残されたわたしたちは、ゆっくりと顔を見合わせる。そして、

「苦労の多い奴やつじゃのう」

　というサタン様のつぶやきに、全員が同時にうなずくのだった。




　その後、わたしたちは近くのファストフード店で昼食を摂とることにした。時間が時間だけに、店内はなかなかの混雑ぶりだ。

　中の様子を見て、御み堂どうが「他ほかの店にしようか？」などと尋ねたのだが、サタン様は断固として反対なさった。

　それも当然だ。『昼食はファストフード店で摂とる』というのも、スケジュールのうちだったからだ。

　ファストフードの食べ物こそジャンクフードの代表。今日きようの昼食はこれ以外に考えられない。

　結局、御堂はサタン様のご意思を尊重して、渋々どころか自ら先んじてお店に入り、空席を探し出して確保。わたしたちは無事、お昼ご飯にありつけることとなった。席の並びは、わたしの向かい側にサタン様、隣に御堂、御堂の向かい側に桐きり原はら、となっている。

　わたしが注文したメニューはハンバーガーセットだ。何の変哲も無い普通のハンバーガーに、フライドポテトとジュースを組み合わせた、ごくごく普通のセットメニューである。

　御堂がチーズバーガーセット、桐原がフィッシュバーガーセットを、それぞれ注文している。

　そして肝心のサタン様が注文なさったのが、ギガサンドバーガーセットだった。

　バーガー六枚重ねという脅きよう威いのボリューム、それがギガサンドバーガー。メニューの中で最も量が多く、カロリーの高い物である。過剰にカロリーを摂取することで、健康に重大な影えい響きようを及ぼす。それがサタン様の目的なのだ。

　ジャンクフードの召し上がり方を完全に熟知した食事作法である。

　もちろん、悪あく魔まであるサタン様にカロリーなんてものは関係ないが、『高カロリーな食品を口にしている』という事実が大事なのだ。

　悪を行うことによって魔力を溜ためる。サタン様が完全復活なさるため、常々行っているそのやり方に、ギガサンドバーガーはベストな食べ物なのである。

　本当ならわたしも同じメニューを頼みたかったのだが、サタン様から事前に、

「おぬしは普通のハンバーガーセットにしておけ」

　と命じられていたので、それに従っている。

　ポテトのサイズも一番小さなやつだ。

「あまりたくさんの量を食べられない、慎つつましやかな『れでぃ』をアピールするのじゃ」

　とかなんとかおっしゃっていたが、どういう意味だろう？　意味なんて分からなくても、ご命令には従うまでだけど。

「それにしても」

　ギガサンドバーガーをほおばりながら、サタン様はつぶやく。

「あのラストは実に良かったのう」

「だねえ。まさかケルベロスちゃんの第四の人格が目覚めるとは思わなかったにゃー」

「ふむ。その話しぶりだと、テレビ版も視聴済みのようじゃな？」

「あったり前だにゃー。主題歌だってソラで歌えるよん」

「ふっふっふっ、やはりおぬしとは話が合うみたいじゃ」

　サタン様と桐きり原はらは、さっき見た映画の話に花を咲かせている。どうやら桐原はアニメ鑑かん賞しように関しても、サタン様と共通する話題を持っているようだ。

　そしてそんな二人のやり取りを、御み堂どうは微笑ほほえましく見つめていた。

　それは優やさしく、慈愛に満ちた笑顔だった。

　御堂が今まで見せたことのない表情だ。

　ふと、わたしの視線に気付いた御堂は一瞬笑みを消し、すぐに口元を緩ゆるめる。

「許してくれたまえ、リリス君。友人とはいえ、女性を見つめるという行為にあらぬ誤解を与えたかもしれない。だけど勘違いしないで欲しい。僕の心の中にいるのは、君だけだ」

「はあ」

「さあ、食べよう。あまりこういうところには来たことがないけど、美お味いしそうじゃないか」

　そう言って御堂は自分のチーズバーガーに口をつける。

　よしよし。ジャンクフードを食べさせることで御堂の肉体を悪に染めるという計画は、とりあえず上う手まくいってるな。

　しかも、もしかしたら今は、絶好のチャンスなのかもしれなかった。

　実は、『御堂の身を悪に染めること』以外にも、今日きようはもう一つの目的があったのだ。

　それは、『御堂の肉体の一部を摂取する』というものだ。肉体の一部さえ手に入れられれば、サタン様はその人間の情報を引き出すことができる。

　どうやらサタン様は、御堂ヒカルにはなんらかの秘密が隠されている、と考えておられるようなのだ。少なくとも、どこにでもいるごく普通の人間ではない、と。

　わたしたちのような存在に接触を図ってきたのだから、警戒なさるのは当然のことである。故に、御堂に関する情報が欲しいわけだ。

　だがその目的を実行するためには、桐原の存在が邪じや魔まとなる。

　そこでサタン様は、食事時の気が緩まる隙すきを狙ねらった。

　食事をしながら、見たばかりの映画の感想を語ることで、桐原の注意をご自分に引きつけておられるのだ。

　この光景を見て、『本来の目的を忘れてアニメの内容について談笑しているだけなのでは？』なんて疑問を抱くのだとしたら、それは素人の浅はかな考えというやつだ。サタン様の絶妙な演技に、まんまと騙だまされているのである。

　ともかく、仕掛けるとしたら今しかない。よし、やろう。

　しかし、どうしたものか。以前も同じような任務をこなしたことがあるのだが、あのときとは違い、今度は対象の肉体に傷らしい傷が見受けられない。これでは血液中にある細胞の一部を摂取できない。

　こんなところでブン殴ってケガをさせるわけにもいかないし。

「どうかしたのかい？」

　こちらの思惑など知らず、御み堂どうはペーパーで口元をぬぐいながら、疑問の声を投げかける。

　──そうか。

　不意に思考の枷かせが外れた。

　何も血液にこだわる必要はなかったんだ。

　唾だ液えきの中にも細胞は含まれている。そっちから摂取した方が、手っ取り早いじゃないか！

　そうと分かれば、もう迷うことなんてなかった。

　わたしは御堂の顔をのぞき込み、じっと見つめる。

　そしてその唇に、わたしの唇を、

「はい、リリスちゃん」

　──突然、口がふさがれた。

　感触から、棒状の何かが挿し込まれていることが分かる。

　口元を見て、それがなんなのか判明。フライドポテトだった。

「リリスちゃん、それだけじゃ足りないでしょ？　私のも少し分けてあげるにゃ」

　桐きり原はらは人懐っこい表情を作りながら、そんなことを言う。

　彼女が身を乗り出し、自分のフライドポテトをわたしの口に突っ込んだのだ。

「はあ。ありがとうございます」

　ムグムグと口を動かしながら答える。

　くそ、邪じや魔まが入ったか。

　このまま計画を続行させたいのは山々だが、ここで下へ手たに動き、不審に思われてはいけない。今は素直にこのフライドポテトをいただいておくことにしよう。

「にひひ。若いうちはもっと食べなきゃダメだぁよ」

　桐原は白い歯を見せて笑う。

　視線をずらすと、サタン様と目が合った。

　わたしの顔を眺め、サタン様はしばらく考える素振りを見せたが、何かを思い出したようにポンと手を叩たたくと、あわてて首を横に振った。

　やはり許可は下りない、か。

　仕方ない。サタン様がダメだとおっしゃる以上、一時中断だ。桐原が見てる前で強引に摂取するわけにもいかないし。

　胸の中が、悔しさでいっぱいだった。

「ん？　何かあったのかね？」

　そんなわたしと対照的に、こちらの思惑なんて何も気付いてない御堂は、キョトンとするばかりであった。




「はあ……」

　店を出て、空を見上げながら、わたしはため息をつく。

　結局、昼食の間はあれ以上何もできなかった。

　収穫といえば、中身のない雑談でムダに時間を潰つぶすという行為により、わずかに悪意を溜ためることができた、くらいだろうか。

　わたしがもっとしっかりしていれば、チャンスを有効に活いかせたはずなのに、情けない話である。

「満足、満足」

　落ち込むわたしとは反対に、しかしサタン様はニコニコと笑いながら、お腹をさすっておられた。

　計画の多少の停滞など物ともしないその余裕に満ちた表情を見て、わたしはちょっとだけ気持ちを高揚させる。

　そうだ、焦ることなんてない。まだまだ時間はあるんだから、次の機会を待てばいいんだ。

　サタン様を見習って、わたしも余裕のある態度を示そう。

「ご主人様、次の目的地はどこでしたっけ？」

　積極的に笑顔を作り、そう尋ねる。

　わたしの問いを受けて、サタン様は口を開いた。

「うむ、次はもちろん……」

「あれ？　もしかして、麻ま美み子こ？」

　だがそのお言葉をさえぎって、不意に桐きり原はらが前方を指差す。

　そこには、路上販売の商品を覗のぞき込む愛あい沢ざわと宮みや坂さかの姿があった。

　どうやら二人はわたしたちのことに気付いてないらしい。しばらく二人を眺めていると、宮坂が商品の一つを手に取り、ためらいがちに頭へかぶった。

　それは、猫の耳の形がデザインされた帽子、いわゆるネコミミの帽子だった。

「もぅ、こういうの私には似合わないんだってばー」

　ネコミミの帽子をかぶりながら、宮坂は顔を赤くして愛沢の肩を叩たたく。

「いや、別に俺おれ、かぶってみろとも何とも言ってねえぞ？」

　愛沢の声など聞こえた様子もなく、宮坂は自分一人の世界に入っていた。えらくデレデレとした笑みを浮かべつつ、彼女はその場で一回転する。

　その瞬間、わたしたちと目が合った。

「……」

「……」

　重い沈黙が流れた。

　宮坂の表情は固まり、何も言葉を発さず口をパクパクとさせている。
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　しかし彼女はすぐに表情を素に戻すと、かぶっていたネコミミの帽子を元の場所に戻し、

「奇遇ね、二度も会うなんて」

　まるで何もなかったかのような口調でそう言った。

「み、宮みや坂さかよ、おぬし、今のは一体……」

「今のって何よ。わ、私は何もしてなかったわよ？」

「あー、うむ、そうか。まあ、別にとやかく言う気はないが……」

　宮坂の反応にサタン様は戸惑っておられたが、特に問題はないのか、そこで話は打ち切られる。

「ま、同じ街中をぶらついてるんだから、こういう偶然もありうるにゃー」

　ニヤニヤと笑いながら桐きり原はらが話しかけるが、宮坂は答えない。

「もしかして麻ま美み子こたちもお昼ご飯食べてたのかにゃー？　それなら私たちと一緒に食べればよかったのにー」

「……いいでしょ、別にどこで何を食べたって。どうせあなたたちとは、食事の好みも合わないでしょうし」

　腰に手を当て、小さく息を吐きながら宮坂はそんなことを言う。

　そうか、この二人も昼食を摂とっていたのか。きっと宮坂のことだから、ジャンクフード店は避けて、健康にいい食べ物ばかりがあるお店を選んだのだろう。不満に口をとがらせながらも仕方なく料理を口にする愛あい沢ざわの姿が目に浮かぶ。

「それにしても」

　ふと、桐きり原はらは何かを思いついたような顔で愛沢と宮みや坂さかを見比べ、口の端をつり上げた。

　そして、

「二人っきりで食事だなんて、まるで恋人同士みたいだにゃー」

　からかうような口調で、そんな言葉を口にする。

「なっ！」

「冬だってのに、熱いねー、このこのー」

　驚く宮坂を見て、桐原は目を細めて彼女の頰ほおを突っついた。

「よしたまえ、美み緒お。そうやって茶化すのは失礼だよ」

　そんな桐原の肩に手を置いて、御み堂どうが口を挟む。

「べ、別に、そんな、恋人なんかじゃ──」

「恋人なんかじゃねえよ」

　宮坂は顔を赤くして否定しようとしたが、その言葉をさえぎり、愛沢がきっぱりとした口調で断言する。

「こいつはただの幼おさな馴な染じみだ。それ以上でもそれ以下でもねえよ。勘違いすんなよな」

「そ、そ、そうよ！　ただの幼馴染なんだから！　こ、こ、恋人なんかじゃ、ないんだからっ！　勘違いされちゃうと、迷惑なんだからねっ！」

　愛沢の言葉に合わせるようにして、宮坂は叫ぶ。なぜだか彼女はさっきと同じように、目に涙を浮かべていたが、その理由はわたしには分からなかった。

　一人で騒ぐ宮坂を余よ所そに、愛沢はチラリとわたしを見る。そして頭をかきながら、ためらいつつも小さくつぶやいた。

「楽しんでるか？」

　漠然としすぎていたから、それがわたしへの問いだと気付くのに、少し時間がかかった。

　楽しんでる、とは何を指して言っているのだろう？　今の状況のことだろうか？

　わたしはちょっとだけ考え、サタン様へ目を向ける。

　愛沢たちとの二度目の遭そう遇ぐうに驚きつつも、サタン様はさっきからお腹をさすりながら、ずっと満足げな表情を浮かべていた。

　それはつまり、楽しいということだ。

　サタン様が楽しんでおられるのなら、当然、わたしも楽しいに決まっている。

　だからわたしは満面に笑みを浮かべて、答えた。

「はい、とっても！」

「……そっか」

　わたしの返事を聞いて、愛沢の表情がわずかに曇る。

　しかしそれも一瞬のこと。彼は、

「じゃあな」

　とだけ言うと、わたしたちに背を向けて遠ざかっていった。

「ちょっと、悟さとる！」

　突然のことに、宮みや坂さかが呼び止める。

「買い物、行くんだろ？」

「あ、うん……」

　しかし愛あい沢ざわにそう言われ、しょんぼりしながらその後に続く。

　その途中で、彼女は振り向き、

「問題は起こさないようにね！」

　大声を出しながらわたしたちを指差し、今度こそ振り返らずに、二人並んで人ごみの中に消えていった。

　わたしたちはぼんやりとその背中を見送った後、静かに顔を見合わせる。そして、

「あやつは幸せになれるのかのう」

　というサタン様のつぶやきに、全員が首をかしげるのだった。

「……で、次はどこに行くんだったかにゃ？」

　よどんだ空気を振り払おうとするかのように、桐きり原はらが苦笑いを浮かべてそう尋ねる。頰ほおをかき、申し訳なさそうな表情をしているのは、宮坂の知り合いとして、空気をよどませたことを心苦しく思っているからだろうか。

「ご主人様。確か、目的地はもう決まっているのでしたよね？」

「うむ。ワシらが行くべき場所など、一つしかあるまい」

　わたしの問いに、サタン様は両手を腰に当てながら答えた。そして目的地を口にしないまま、ちょこちょこと歩き始める。

「リリス君も、その場所について何か知っているのかね？」

　右手をアゴにやりつつ、御み堂どうがわたしに尋ねてくる。

「あ、はい。一応、向かう先については聞いています」

　午後の予定に関しては、御堂たちには何も話してない。映画のチケットのように、事前に用意しておく物がないため、話す必要がなかったからだ。それに、目的の場所はわたしも初めて行く所なので、詳しくは説明できないのである。

「ま、あそこだろうねえ」

　しかし桐原は察しがついているようで、さくさくとサタン様の後に続く。同じ趣味を持つ者同士、分かり合えることがあるのかもしれない。

「ふむ。まあ、行けば分かることなのだろう。目的地が分からないまま歩くというのも、それはそれで楽しみだ！」

　深くは気にしないことにしたのか、御み堂どうも陽気に歩き始める。

　そして、歩いている間ずっと、

「いやー、実に楽しみだ！　リリス君とこうして同じ時間を共有できるだなんて、今日きようは良き一日だよ！」

　なんて能天気ことを言い続けているのだった。




　やがて、目的地へと到着する。

「ここじゃ」

　しばらく歩き続けたところで、サタン様は足を止めて一軒の建物を指差した。

　その建物は、飲食店やパチンコ屋などが立ち並ぶ中、溶け込むようにそびえ立っていた。

　それは、ゲームセンターと呼ばれる施設だった。

「やっぱりここかぁ。このあたりじゃ一番おっきなゲーセンだよね」

「桐きり原はらよ、おぬし格ゲーが得意とか言ったな？　ワシと勝負せい。クソゲーだけが得意分野ではないことを、見せてやろうぞ」

「ふひひ、自信たっぷりだね。いいよん、対戦しよー」

　二人は笑顔でにらみ合いながら、スタスタと店内へ足を踏み入れる。

「それじゃ、わたしたちも入りましょうか」

「……いいだろう。いざ、行かん！」

　御堂はややためらった表情を見せていたが、わたしの呼びかけに対して大きくうなずき、拳こぶしを握りしめて胸の前に当てた。

　先に入った二人に続くように、わたしたちも店の自動ドアをくぐる。

　途端、けたたましい音が聞こえてきた。

　店内に並ぶゲームの筐きよう体たいが発する音だ。

　……これは、いいな。

　店の中は薄暗く、視界が悪い。ゲームの音も大きくて、会話するのにも一苦労しそうだ。

　とてもじゃないが、平穏な環境とは言えない。

　しかしそれはつまり、悪あく魔まにとって非常に過ごしやすい空間だということなのである。

「うーむ。こういう場所も僕にとっては縁遠いのだが、しかしサタン君が望むのなら、そして何よりリリス君が望むのであるならば、それに従うまでだ！」

　御堂は自らを鼓こ舞ぶするように大きく声を張り上げる。

　そしてそれは、サタン様が予想なさっていた通りの言葉だった。

　計画を練る際、サタン様は、

「おそらく御堂はゲームセンターが苦手なはずじゃ」

　とおっしゃっていた。

　その読みが的中したということだ。

　御み堂どうにとって不慣れな場所だということを予期した上で、ゲームセンターを午後からの目的地に選ばれた、というわけである。

　相手のペースを崩し、自分たちのリードを守る。戦いの基本だ。

　そう、これは戦い。御堂の心を屈服させ、『こちら側』に引き入れるための、戦いなのだ！

　改めて気持ちを引き締めながら、店内を見回す。

　サタン様のお姿を探していると、すぐに見つかった。

　店の中央あたりで、サタン様と桐きり原はらは二台の筐きよう体たいを挟み、向かい合わせになって座っている。二人が遊んでいるゲームは、格闘ゲームだ。

　格闘ゲーム、いわゆる格ゲー。自分の操るキャラと、対戦相手の操るキャラが、主に一対一で戦うアクションゲームのことである。

　各種ボタンやレバーの操作などを駆使して技を繰り出し、相手を攻撃する。攻撃を食らったキャラは体力の数値が減り、ゼロになれば負ける。というのが、基本的なルールだ。

　ようするに、タイマンで殴り合って相手を倒すという、暴力に満ちた悪あく魔ま的なゲームなのである。話し合いなどもってのほか、力で全すべてを解決するのだ。

　二人の邪じや魔まをしないよう、後ろから画面を覗のぞき込む。

　ゲームのタイトルは『エンジェル・バスターズ』というものだった。偽ぎ善ぜんを押し付ける天使たちに、自由を求める悪魔たちが立ち向かう、というストーリーが設定されている作品である。

　サタン様は普通に楽しめるゲームはあまりプレイなさらないが、この作品だけは別だ。悪魔が活躍するという、その内容に惹ひかれ、普段からやり込んでおられるのだ。

　今サタン様が操作なさっているのは悪魔側に属する大柄な男性キャラで、リーチが長く威力が大きそうな技を繰り出し、一気に相手の体力を奪おうとなさっている。

　桐原が操るのは天使側に属する小柄な女性キャラで、見たところリーチも短くパワーもなさそう。さっきからサタン様の攻撃をガードするばかりで、反撃をする暇さえなさそうだ。

　一見したところ、サタン様の方が優勢なように思えた。桐原は防戦一方である。

　ただ、桐原の体力はまるで減っていなかった。全ての攻撃を防いでいるのだ。

「見切ったにゃー」

　不意に筐体の向こう側から、そんな声が聞こえた。

　そのとき、サタン様の操るキャラが桐原のキャラにタックルを仕掛けた。なかなか強そうな攻撃だったが、桐原はしっかりガードする。タックルの反動か、サタン様のキャラはその場で大きく転んだ。

　その隙すきを、桐原は見逃さなかった。

　転んでいる男性キャラの側そばへ素早く近寄り、パンチやキックを次々と当てる。男性キャラは身動きが取れない状態だったのだろう、桐原の攻撃を全てまともに食らってしまった。

　桐きり原はらが操るキャラは、見た目の通り非力なキャラのようだ。技の一撃一撃は小さく、相手に大したダメージは与えられない。

　しかしその女性キャラには、大柄な男性キャラにはない俊しゆん敏びんさがあった。隙すきのない攻撃を連続的に繰り出し、ガードする余裕を与えない。

　ちっぽけなダメージでも、積み重なると大きな威力となる。サタン様のキャラの体力はみるみるうちに減っていった。

「これで終わりにゃ」

　つぶやきと同時に、画面が暗転する。そして次の瞬間、桐原のキャラが目にも止まらない速さで攻撃を繰り出した。

　一定の条件と、特別な操作を入力することで使用できる、とても威力の大きい技だ。

　その攻撃が決定打となった。サタン様のキャラは大きく吹っ飛んでダウン、そのまま起き上がらなくなる。画面には『ＫＯ』の文字。

　桐原の勝ちだ。

「うぬー……」

　うめきながら、サタン様は拳こぶしを握りしめる。

「サタンちゃんはワンパターンなのが欠点だねえ。次に何をしてくるのかバレバレなんだにゃ」

　桐原は得意げに高説を垂れる。図星なのか、サタン様は何も言い返さない。

　しかしこのまま終わるわけがなかった。負けたまま引き下がるサタン様ではないのだ。

　サタン様は懐に手を入れると、中からお財布を取り出した。

　あ、あれは、もしや……。

　驚くわたしの前で、サタン様はお財布からコインを一枚手に取ると、目にも止まらぬ速さで筐きよう体たいのコイン入れに投入した。そして、ゲーム開始のボタンを強く押す。

　画面には『挑戦者現る』の文字が出て、桐原とサタン様の対戦が再開された。

　そう。これは他ほかの客に介入されることなく、負けた後も連続してゲームに参加するための、高度なテクニック。

　サタン様が持つ６６６の必殺技の一つ、『コンティニュー・コンビネーション』だ！

「もう一戦じゃ。今度は負けんぞ」

「返り討ちだにゃー」

　筐体越しに会話しながら、二人はゲームを続ける。他のことなどまるで目に入ってない様子だ。

　その熱気を冷ますことになるのを心苦しく思いながら、遠えん慮りよがちに、サタン様に声をかけた。

「あの、ご主人様？」

「ん？　なんじゃ？」

「わたしたちは何をしていればいいのでしょうか？」

　サタン様は振り向き、わたしと御み堂どうを見た。しかしすぐに視線をゲームの画面へと戻す。

「そのへんで適当に遊んでおれ。ワシは今、忙しい」

　そうおっしゃったきり振り返らず、再びゲームに集中なさる。「そりゃっ！　うりゃっ！」とかけ声まで上げて、かなり熱心なご様子だ。

「えっと、どうしましょう？」

　わたしは御堂へ向き直り、そう尋ねた。

　御堂はアゴに手を当てると、思案にふける表情を見せる。

「そうだね……。とりあえず、奥の方を見て回ろうか。面白そうな物があるかもしれない」

「はあ。じゃあ、そうしましょうか」

　わたしたちは歩きながら、何か遊べそうなゲームがないかを探した。しかしわたしは基本的にゲームをしないので、何がどう面白いのか分からない。

　そしてそれは、御堂も同じようだった。

「参ったね、何が何やらさっぱりだよ。不ふ甲が斐いなくて申し訳ない。もしかしてリリス君も、あまりこういうところには詳しくないのかね？」

「はい。ウチにゲーム機はあるのですけど、すぐに壊すからって触らせてくれませんし」

　しかし、困ったな。今この場には、サタン様も桐きり原はらもいない。適当に遊べ、と言われても、二人きりでは何をすればいいのか分からない。

　……二人きり？

　そうか、そういうことか！

　ようやくサタン様の真意が分かったぞ！

　桐原をご自分との対戦で引きつけ、御堂を孤立させたのだ！

　昼食のときと同じ戦法である。

　しかもあのときと違い、桐原は今、すぐ側そばにいない。邪じや魔まされる心配がない。

　そう考えれば、サタン様と桐原の対戦の結果にも納得がいくというものだ。

　対戦格闘ゲームは基本的に、勝った方がゲームを続けられる設定になっている。勝者の特権ってやつだ。

　逆に言えば、勝ち続けている間は、席を立つわけにはいかないということ。

　つまりサタン様はわざと負けて連戦に持ち込み、時間を稼いでおられるのだ。

　サタン様が挑戦し続ける限り、勝負は終わらないのである。

　わたしたちを追い払ったのも、当然作戦のうちだ。決して桐原との対戦に夢中になっているからではない。そんな安直な理由のはずがないではないか。

　ともかく、わたしと御堂は二人きりになれたのだ。これは絶好のチャンスである。

　早速、作戦を実行に移そう。

「あの、ちょっといいですか？」

「ん、なんだね？」

　こちらに振り向いた御み堂どうへ、顔を近づける。

　御堂の口が、すぐ間近まで迫る。

　と、そのとき、

「んなところで突っ立ってんなよ」

　背後から、誰だれかの声がした。

　同時に、わたしの背中が強く押される。不意のことだったので、思わずよろめいてしまった。

　見ると、わたしたちと同じ年くらいの若い男が三人、後ろを通り過ぎようとしていた。おそらくその中の誰かがわたしを突き飛ばしたのだろう。

　そんな彼らの言動に、わたしは感心していた。

　通行の邪じや魔まだからといって、問答無用で押しのけるそのやり口、素晴らしいではないか。

　なかなか悪人としての素質がある奴やつらだ。特別に褒ほめてあげよう。

　そんなことを考えていたら、突然、

「待ちたまえ！」

　御堂が三人を呼び止めた。

「失礼だな、君たちは。リリス君に謝りたまえ！」

　御堂の声で男たちの歩みが止まり、彼らは面倒くさそうにこちらへ振り向く。

「あ？　邪魔してるそっちが悪いんだろうが」

「その点は詫わびよう、こちらが悪かった。だがレディを突き飛ばすというその行為を、見逃すわけにはいかない」

「んだ、てめえ？　女の前でカッコつけたくて必死か？」

　御堂が男の一人とにらみ合う。

　ああ、まずいな。これはまずい。

　このままだと暴力沙ざ汰たになるかもしれない。それだけは避けなければならない。

　一般的に、暴力は悪とされている。となれば当然、悪意も溜たまると思われるだろう。

　だが悪人に対しての暴力は、逆効果なのだ。

　悪を懲こらしめるという名目ができたことで正当化され、その暴力は善意に満ちた行為となるのである。

　下へ手たをすれば、御堂の暴力でこの男たちが改心する可能性だってある。せっかくの逸いつ材ざいに対して、そんなもったいないことをさせるわけにはいかない。

　何か回避する方法はないかと、辺りを見回してみる。すると、あるゲームで遊ぶ客の姿が目に入った。

　その客の目の前にあるのは、パンチングマシンと呼ばれるゲームだった。

　専用のボクシンググローブをはめて特定の打撃部分を殴ると、測定が行われ、数値が表示される。数字が大きいほどパンチ力が強いことを示せるという、力試しのゲームである。

　わたしはゲームセンターについては詳しく知らないが、このゲームのことは覚えている。『己の力を誇示したい人間の欲望を叶かなえるゲーム』として、以前サタン様が説明してくださったことがあるのだ。

　よし、あれを使おう。

　わたしは男たちの間をすり抜け、今にもパンチングマシンを殴ろうとしている客の側そばまで近づく。

「すみません、それ、一回だけやらせてくれませんか！」

　男たちにも聞こえるよう、ワザと大きな声で言った。

「え？」

　突然のことに驚いたのか、客はわたしの顔をマジマジと見つめる。

「本当にすみません。お願いします」

「いや、でも」

「お願いします！」

「わ、分かったよ。じゃあ、一回だけ」

　勢いに気け圧おされて、その客はグローブを外し、わたしに手渡した。

　グローブを右手にはめて、ゲーム機と向き合う。

　画面には、暴れながらビル群を破壊する巨大なエビの姿が映っていた。宇宙から来た謎なぞの巨大生物を殴って倒す、という設定らしい。

　チラリと視線を移す。

　御み堂どうと男たちはわたしを見つめていた。一体何をしようとしているのだろう、てなことを考えているような表情だ。

　そんな彼らに見せ付けるように、わたしは大きく振りかぶった。

　そして、

「えーいっ」

　なるべく力をセーブしつつ、打撃部分に優やさしく拳こぶしを当てる。

　その刹せつ那な、すさまじい音と共に打撃部分がへこみ、後ろに倒れた。そしてゲーム機そのものが盛大に揺れ、画面が点滅、砂すな嵐あらし、真っ暗になる。

　ややあってから画面が元に戻る。わたしに殴られた巨大エビは、頭部に大きなバンソウコウを貼はっていた。そして白旗を掲げて、「勘弁してください」と言いながら宇宙へと帰っていった。

「すげえ……。あの女の子、エビ男だん爵しやくを一撃で倒したぞ」

「一撃、か。初めて見たぜ……」

「最高ランクの敵だったよな、あれ……」

　外野が何やら騒いでいる。効果は抜群のようだ。

　男たちを見ると、全員が口を開けて呆ぼう然ぜんとした表情を見せていた。

　同じように呆然とするパンチングマシンの客にグローブを返し、元いた場所に戻る。

「あのー」

　わたしが声をかけると、男たちはビクリと身体からだを揺らし、ダラダラと冷や汗を流し始めた。

　そして何も言わず、逃げるようにその場を走り去っていった。

　よし、上う手まくいった。これで御み堂どうが善意に満ちた暴力を振るわずに済んだぞ。

　結局、彼らの悪行を褒ほめてやることはできなかったが、恐怖の感情を植えつけることには成功したはずだし、まずまずの成果といったところか。

「リ、リリス君……？」

　男たちと同じように、御堂も驚きの目でわたしを見ていた。

　隙すきだらけだった。今なら何の抵抗もなく唾だ液えきを奪えるだろう。

　しかしわたしは今、パンチングマシンの件でかなり注目を浴びている。あまり目立ってまた誰だれかに絡まれでもしたら面倒だし、一いつ旦たん別の場所に移った方が良さそうだ。

「こっち」

「え？」

　わたしは御堂の手を取り、駆け出した。

　客たちの間を抜け、立ち止まることなく走る。

　やがて店内の隅の方にある、自動販売機の前までやって来た。休憩所のような役目を果たす場所なのだろう、何脚かベンチが備え付けられている。

　わたしはそのうちの一つに座り、胸をなで下ろした。

　近くに人はいない。ここなら大丈夫だ。

　わたしは御堂の方へ顔を向けた。

　息を切らしたのか、御堂はうつむきながら荒い呼吸を繰り返している。

　そのときになって、ようやくわたしは手を繫つなぎっぱなしだったことに気付き、慌てて離した。

「すみません、痛かったですか？」

　尋ねながら顔をのぞき込む。

　すると御堂は、

「ふ、ふふふふ」

　小さく声を漏もらし、

「はっはっはっはっ！」

　顔に手を当てながら、盛大に笑った。

「いや、すごいよ、リリス君！　やっぱり君はすごい！」

　叫びながら、一度離した手を両手で摑つかんでくる。

「僕はね、強い女性が好きなんだ。精神的にも、肉体的にも強い、そんな女性に憧あこがれている。そして君はそのどちらも兼ね備えていた。まさに僕の理想とする人だ」

「はあ。ありがとうございます、でいいのかな？」

「君のことをますます好きになったよ。この抑えきれない感情を、受け止めてくれないか？」

　そう言って御み堂どうはわたしの肩を摑つかみ、顔を近づけてきた。

　うーん、なんだかよく分からないけど、向こうからわたしに近づいてきてくれているんだから、これは本日最大のチャンスかもしれない。

　この機会を、逃す手はない。

　目をつむる御堂の口元に、わたしは自分の口を近づけた。

　そして、

「こっんなとっころにいたのかにゃー」

　──頰ほおに冷たい感触が生まれた。

　視線をずらすと、缶ジュースの絵柄が目に入る。

　いつの間にか、桐きり原はらがわたしたちの前に立っていた。彼女がわたしの頰に、缶を押し当てたのだ。

　桐原はニコニコと笑いつつ、もう片方の手にも缶コーヒーを持ち、そちらは御堂の頰に当てている。

「……やあ、美み緒お。タイミングの悪い女だね、君は」

「にゃはは、ごめんごめん。姿が見えなかったから、どこに行ったのかなって探してたんだ」

　缶ジュースを受け取りながら、御堂は冷ややかな目で桐原を見つめる。しかし彼女は平然と笑うばかりだ。

「桐原さん、ご主人様との対戦は終わったんですか？」

「ん、まあね。終わったというか、終わらせた」

「？」

　言葉の意味を考えるより先に、

「きーりーはーらーっ！」

　突然、怒鳴り声が聞こえてきた。

「貴様、わざと負けおったな！　真剣勝負をなんと心得ておるか！」

　サタン様が鼻息荒く、大おお股またでこちらに歩いてくる。そして桐原の手から缶ジュースを奪うと、封を開けて一気に飲み干した。

　サタン様が一息ついたところで、桐原が口を開く。

「だってサタンちゃん、何度も連コインして見てられなかったもん」

「黙だまれ黙れ！　ゲーマーの風上に置けぬ奴やつめ、どうしてくれようか！」

　サタン様は怒りで顔を真まっ赤かにしていた。冷静さを欠いておられるであろうそのお側そばへと近寄り、他ほかの人には聞こえないよう、わたしはそっと耳打ちした。

「申し訳ありませんご主人様、作戦は上う手まくいきませんでした」

「……作戦？」

　わたしの言葉に、サタン様は首をかしげる。サタン様はしばし考える素振りを見せていたが、何かに気付いたように目を見開くと、視線をさまよわせた。

「お、おお、そうじゃった。作戦な、うん、作戦。そうか、上手くいかんかったか。まあよい、気にするな」

　乾いた声を出しながら、サタン様はわたしの肩を何度も叩たたく。

　どうやら失敗を許してくださったみたいだ。その寛大なお言葉に、心の底から感激する。

「んじゃ、そろそろ出よっか。リリスちゃんもヒカルも、ちょっち疲れてるみたいだし、どこかで休憩しよ」

「う、うむぅ。仕方あるまい。おぬしとの勝負を続けたかったんじゃがのう」

「サタンちゃんの勝ちでいいってば」

「やかましい！　ほれ、さっさと行くぞ！」

　サタン様は皆を先導するかのように歩いてゆく。わたしは別に疲れてなんかないんだけど、ま、いっか。わたしたちもサタン様の後に続き、店を出た。

「で、どこへ行くんじゃ？　目当ての場所でもあるのか？」

　ポケットから飴あめ玉だまを取り出し、乱暴に口の中に放り込みながら、サタン様がお尋ねになる。

　サタン様のご予定では、もう少しの間はゲームセンターで過ごすおつもりだったのだろう。予定が狂ったことに多少の苛いら立だちを感じているのかもしれない。

「行き先が決まってないのなら、僕に案内させてくれないか？」

　サタン様のお言葉を受け、御み堂どうが口を開いた。

「たまに寄るお店があるんだ。ちょっと休むには最適な場所だと思う」

「ほう。そのセリフにウソ偽りはないな？」

「ああ。きっとサタン君も気に入るよ。もちろん、リリス君もね」

「よかろう、案内せよ。おぬしは今まで不満も述べず、ワシのペースに付き合ってきたからな。その褒ほう美びとして、しばしの間、主導権を渡してやろう。せいぜいワシを満足させるがよいわ」

　サタン様は両手を腰に当て、飴玉をなめながら不敵に笑う。

　こうしてわたしたちは、御堂オススメのお店とやらに行くことになったのだった。




　で。

　着いた先は、小こ奇ぎ麗れいな喫茶店であった。

　店内は適度な広さで、照明は明るく、落ち着いた音楽が静かな空間を作り出している。

　オシャレである。実に上品で優ゆう雅がである。

　悪意とは対極にあるようなお店だった。

「……御み堂どうよ、おぬしは何も分かっておらん」

　テーブルに突っ伏しながら、サタン様がつぶやく。その声が届いてないのか、御堂はご機嫌な様子だ。

「ここはコーヒー専門店でね、メニューの多さに定評があるんだよ。あっ、そこの君、注文をお願いできるかな？」

　御堂の声に呼ばれ、ウェイトレスがやってくる。

「カフェ・ラ・オランジュを一つ。美み緒おはなんにする？」

「んー、じゃあ、モンクス・デライトってやつ」

「サタン君とリリス君は？」

「……なんでも構わん。おぬしが好きに頼むとよい。どうせワシが好む物など、ありはせんからな」

「では、そうだね。リリス君にはシンプルに、バターコーヒーを。サタン君には、ロサ・メヒカーノがいいな。以上、それぞれ一つずつお願いします」

「かしこまりました。少々お待ちください」

　軽く頭を下げて、ウェイトレスが下がってゆく。その後ろ姿を見送ってから、サタン様は御堂をきつくにらんだ。

「おぬしのことを買いかぶっておったかもしれんな。もう少しワシへの理解があるもんじゃと思っておったが、まさかこんな店に連れてくるとは……」

　悪あく魔まであるサタン様は、ジャンクフードや駄だ菓が子しのような、欲望を満たすためだけの食べ物、飲み物がお好きだ。

　逆に言えば、こういう正統派のお上品な店の飲食物は苦手だということ。

　ゲームセンターが御堂にとってアウェイなら、この喫茶店はサタン様にとってのアウェイなのだ。しかも「主導権を渡す」と言った手前、ご自分だけ勝手に店を出るわけにもいかない。そんなことは魔ま王おうのプライドが許さない。

　八方ふさがりである。

「待っていれば分かるよ。実際に飲んでみれば、意見も変わるかもしれないしね」

「ふん。コーヒーなぞ、インスタント以外は認めるものか」

　サタン様はご機嫌斜めの様子である。その不機嫌さの中には、作戦が失敗続きなせいだから、ということも含まれているのかもしれない。

　やはりわたしのせい、か……。

　落ち込むわたしの横で、桐きり原はらがサタン様の頰ほおに指を押し当ててからかっていた。

　そうなんだよね。今日きようは作戦を実行に移すチャンスが二回あったけど、そのどちらも、成功しそうなちょうどいいタイミングで桐原に邪じや魔まされて終わる、というパターンだったんだ。

　まあ、本人にその自覚はないと思うけど。まったく、運が悪いというか、なんというか。

「お待たせしました」

　一人で落ち込んでいると、ウェイトレスがコーヒーを運んできた。

　サタン様はまだ浮かない顔をなさっていたが、トレイの上の物を見た瞬間、

「ほう」

　と、軽い感嘆の声を漏もらした。

　運ばれてきたコーヒーは、一般的な喫茶店で出されるような品とは違い、ちょっとしたアレンジが施されていた。

　御み堂どうの前に差し出されたのは、カフェ・ラ・オランジュという名のコーヒーである。通常のコーヒーと異なる点は、カップの中にスライスされたオレンジが入っていることだ。風味付けのためのシナモンスティックも添えられており、その香りと味は高貴ささえ感じさせることだろう。

「とりあえず飲んでみてよ。気に入ると思うからさ」

　そう言って御堂はカップを口元に近づけ、切れ長の目を閉じながらコーヒーの香りを楽しんでいる。その仕草はどこかの貴族かと見間違うほどに優ゆう雅がで、嫌味のない上品さを醸かもし出していた。

「んじゃ、早速っと」

　御堂の言葉を受け、桐きり原はらが自分用のカップに息を吹きかけて冷ましながら、口をつける。

「そのコーヒーはモンクス・デライトという名前でね。コーヒーの中にホワイトペパーミントとチョコシロップを混ぜ、ホイップクリームを浮かせ、さらにココアとチョコレートの粉をまぶした一品だ」

　御堂が淀よどみなく流りゆう暢ちように解説する。その説明を聞いているだけで、甘さが脳に伝わってきそうだった。桐原はそのモンクス・デライトを、まるで猫ねこのようにペロペロとなめて、満足げな表情を浮かべている。

　わたしは自分のコーヒーカップを覗のぞき込んだ。

　わたし用に注文されたのは、バターコーヒー。これはシンプルで分かりやすい。コーヒーの中にバターを浮かしているのだ。匂においからして、ハチミツも入っているのかな。

　わたしはカップを静かに顔へ近づけ、一口飲んでみた。濃厚なバターの味とハチミツの甘さが、口の中に広がってゆく。

「どうだね、リリス君。美お味いしいかい？」

　御堂がわたしに尋ねてくる。その瞳ひとみは真まっ直すぐにわたしの顔だけを見つめていた。

「ああ、はい。美味しい、です」

「そうか。それは良かった」

　返答に満足したのか、御堂は前髪をかき上げて、小さく息を吐いた。艶つややかで長い黒髪が、サラサラと流れる。

　御み堂どうはにっこりと微笑ほほえんでいた。慈愛に満ちた、まるで邪じや気きのない笑顔だ。

　その笑顔を、御堂はわたしからサタン様へと移す。

　サタン様の前にあるのは、ロサ・メヒカーノという名前のコーヒーだ。わたしたちとは違い、そのコーヒーだけはグラスに注がれている。おそらく見た目を楽しむための配慮なのだろう。

　コーヒーの色は、三層に分かれていた。底の部分はピンク色、真ん中が黒、そして一番上が白だ。

「赤の着色粉とグラニュー糖を加えた牛乳を泡立てて注ぎ、泡の上から静かにコーヒーを注げば出来上がりだ。着色粉は植物性だから安心していいよ」

　なるほど。下から順番に、牛乳、コーヒー、牛乳の泡、と分かれているわけだ。

　ロサ・メヒカーノを見るサタン様の目は、キラキラと輝いていた。

　その『いかにも』な原色の組み合わせに、悪あく魔ま的な気配を感じておられるのだろう。

　実際には身体からだに悪い物なんて入ってないだろうけど、悪意に満ちた物を口にしたと『感じること』が大事なのだ。その感覚が悪意を生み、魔力を溜ためることとなるのだから。

　サタン様は無言で泡の中にストローを通し、ゆっくりと吸い上げる。コクン、とノドを鳴らす音が聞こえた。

　次の瞬間、サタン様の表情がうっとりとしたものに変わった。「はふぅ……」なんていうため息まで漏もらしておられる。

　が、すぐにわたしたちの視線に気付き、

「ま、まあ、たまにはこういうのも、悪くないかもしれんな」

　頰ほおを赤く染めながら視線をそらす。

「強がっちゃってー」

　桐きり原はらはニヤニヤしながら、サタン様の脇わき腹ばらをつついてからかった。

「やめんか、バカモノ！　コーヒーがこぼれるではないか！」

「にひひー、コーヒーはインスタント以外認めないって言わなかったかにゃー」

「ふん、そんな昔のことなど忘れたわ！」

「じゃあ、明日あしたからはコーヒー党に転向かにゃ？」

「そんな先のことなど知らぬ！」

「キザなセリフだねえ」

　そんな二人のやり取りを、やはり御堂は微笑ほほえましく見つめるのだった。




「ありがとうございました。またのご来店をお待ちしてます」

　ウェイトレスに見送られ、わたしたちは喫茶店を後にした。

「どうだろう、このお店は気に入ってもらえたかな？」

　わたしたちを見回しながら、御堂が口を開く。

「ふん、まあまあじゃな」

　憮ぶ然ぜんとした顔でサタン様がつぶやく。

「じゃが、今度またこの近くを通るような機会があれば、立ち寄ってやってもいいかもしれん」

　返答を聞いて、御み堂どうは小さく笑みを浮かべる。その笑顔が気に入らないのか、サタン様の顔はますます険しくなった。

「ま、今日きようはここまでかにゃ？」

　ふと、腕時計を見ながら桐きり原はらが口を開く。

　日が沈みかけていた。もうそろそろお開きにしてもいい時間だ。

「リリス君。今日一日で僕への評価は、何か変わっただろうか？」

　御堂が真顔になってわたしを見つめる。

　そうだ、ほとんど忘れかけていたが、今日は『御堂のことをよく知るため』という建前で集まったのだった。なんらかの答えを出さなければならない。

「えっと……」

　サタン様をチラリと見やる。わたしの視線に気付いたサタン様は、仕方ないといった感じで小さくうなずいた。

　渋々ながらも、御堂をお認めになられたということだ。

　利用価値があると判断なさったのか、あるいは当初の作戦を遂すい行こうするまでは側そばで監視すべきだと思われたのか、それは分からない。だがサタン様がうなずいた以上、わたしはそのご意向に従うだけだ。

「そうですね、わたしも貴方あなたのことを……」

　しかしわたしの言葉は、最後までは続かなかった。

「ねえ、あれって──」

　桐原がそう言って、遠くを指差したのだ。

　彼女の示した先を見る。

　そこには、本日三度目の遭そう遇ぐうとなる、二人の姿があった。

　愛あい沢ざわと、宮みや坂さかだ。

　二人は人だかりの中に混じって、何かを眺めていた。

　見るとそれは、路上で行われているバルーンアートの実演販売だった。

　サンタ帽をかぶった販売員が風船をふくらませてウサギの形を作り、宮坂に手渡す。

　風船を受け取ると、彼女は目を輝かせて愛沢の方を向いた。

「見て見て、悟さとる。ウサギさんだよ！」

　宮坂はかなり気持ちが高揚しているようだった。「可愛かわいいねっ！」とか、「まるで魔ま法ほうみたい！」などと大きな声で叫んでいる。愛沢は「ああ」とか、「そうだな」などと返事をするだけだったが、そんな反応はお構いなしに彼女はキャーキャーとはしゃいでいる。

「今日きようは最高の一日ね……」

　うっとりとした顔で宮みや坂さかはウサギの風船を抱きしめ、高ぶった気持ちのままその場で一回転する。

　その瞬間、わたしたちと目が合った。

「……」

「……」

　とても重い沈黙が流れた。

　宮坂の表情は固まり、鼓動が止まっているようにすら見えた。

　しかし彼女は慌てて表情を取り繕つくろうと、大きく何度かセキ払いをする。そして、手に持った風船を近くの子どもに手渡してこちらに向き直り、

「『二度あることは三度ある』って言うけど、本当にこんなことってあるのね」

　何事もなかったかのような口調でそう言った。

「み、宮坂よ、何もごまかさずともよいであろうに……」

「あ、あなたが何を言ってるのか全然分からないわ。あのウサギの風船は、さっきの子どもにあげるためにもらったんだけど？　な、何か問題でも？」

「あー、う、うむ。まあ、気持ちは分からんでもないし、別にとやかく言う気はないんじゃが、普段とのギャップがのう……」

　宮坂の反応にサタン様はかなり戸惑っておられたが、特に問題はないのか、そこで話は打ち切られる。

　宮坂の顔は平然としているようだったが、よく見ると、うんざりしているようにも見えた。

　わたしたちとの再会を恨めしく思っているかのようなその態度に、しかし桐きり原はらはまるで気にせず笑顔を向ける。

「そういや、買い物に行ってたんだっけ？　何を買ったのかにゃ？」

　宮坂の元へ駆け寄り、お気楽な調子でそう言うと、彼女は愛あい沢ざわへ目を向けた。

　愛沢の手には、大きな紙袋が握られていた。桐原はその紙袋の中身を覗のぞき込もうとする。

　そんな桐原の肩を叩たたき、御み堂どうが口を挟んだ。

「やめたまえ、美み緒お。そこは僕たちが踏み入っていい領域ではない。その紙袋には、彼と同じ時間を過ごした思い出が詰まっているのだから」

「かっ、かっ、彼!?」

　御堂の言葉を聞いて、宮坂は素すっ頓とん狂きような声を上げた。平静さを装っていた顔はたちまち上気し、視線は定まらず、まるで落ち着きがない。

「だ、だ、だから、そん、そんな関係じゃないって──」

「しつこいぞ」

　宮坂は狼ろう狽ばいした声を上げていたが、そんな彼女をさえぎって愛沢が口を開く。

　えらく不機嫌そうな顔だった。

「俺おれはともかく、他ほかの奴やつにまで迷惑がかかるようなこと言ってんじゃねえよ。ほら、お前も自分の口で、ちゃんと否定しろよ」

「え、でも、私は別に……」

「お前だって気になってる奴くらい、いるんだろ？　誤解されたままはよくねえよ」

「…………」

　愛あい沢ざわのそのセリフに、なぜか宮みや坂さかは顔面を蒼そう白はくにさせた。言葉が浮かばないのか、彼女は口をアウアウさせて愛沢を見つめるだけだ。

　そんな二人のやり取りを見て、桐きり原はらは苦笑いをしながら肩をすくめていた。

　宮坂の反応に対して何も思うところがないのか、愛沢は彼女から視線を離す。

　そして、わたしに声をかけてきた。

「なんか、悪いな。俺らのせいで騒がしくしちまって」

　そう言って自分の頭をかく。顔には相変わらず不機嫌そうな表情が浮かんでいる。

「楽しい時間が台無しだよな。謝る」

「楽しい、時間……」

　その言葉に、わたしは今日きよう起きた出来事へ思いを巡らせた。

　今日一日は、思い通りにいかなかったことがあったとはいえ、全体としてはスムーズに計画が進行した、と言っていいだろう。

　実際、サタン様は御み堂どうをお認めになった。これはようするに、サタン様ご自身が今日の結果に納得なさっている、ということである。わたしにとって、これほど楽しいことはない。

　だから、こう答えた。

「今も楽しいですよ」

「……そっか」

　わたしの答えに、愛沢の表情が少しだけ和らいだ。口の端には、かすかな笑みさえ見える。

「気になっていたのだが」

　と、そのとき御堂がわたしたちの間に割って入ってきた。その顔には疑問の二文字が浮かんでいる。

「愛沢悟さとる君、とか言ったね。君は一体何者なんだい？」

「……どういう意味だよ」

　その言葉で、愛沢の顔が途端に険しくなる。

「リリス君との関係を聞いているのだよ。ずいぶん親しそうだが」

「ただのクラスメイトだよ」

「そうは見えないから質問しているのだが？」

「信じる信じねえは、てめえの勝手だ」

「ふむ……、要領を得ない答えだね。ならば、リリス君に直接聞くことにしよう」

　そう言って御み堂どうはわたしに顔を向ける。

「リリス君にとって、彼はどういう人なんだい？」

「どういう、人……？」

　御堂に問われ、考える。

　愛あい沢ざわ悟さとるはクラスメイトの一人であり、わたしとサタン様が晴せい嵐らん高校に通う原因となった人物だ。

　彼の魂たましいはわたしたちにとって大きな意味を持つ物であり、彼の代わりとなる者などいない。とても重要で、特別な存在。それが愛沢悟。

　しかしその全すべてを話すわけにはいかないから、要点だけを簡潔に言うことにしよう。

　結論の出たわたしは、笑顔で答えた。

「愛沢くんはわたしにとって、とても大切な人です」

　そう。彼はサタン様復活のためには欠かすことのできない、大切な人物なのだ。

　わたしにとって、というよりは、サタン様にとって、なんだけど、まあ細かいことはどうでもいいや。

　わたしの返事を聞いて、愛沢の頰ほおが急激に赤く染まった。

「な、何を言ってんだ……」

「何って、事実を述べただけですよ？」

「そ、そうか。事実か」

　しどろもどろになりながら、愛沢は顔を背ける。そして、もうわたしと目を合わそうとすらしない。

　わたし、何か変なこと言ったかな？

　疑問に首をかしげるその横で、御堂の顔からは表情が消えていた。

「どうやら愛沢君とは仲良く握手、というわけにはいかないみたいだね」

　御堂は愛沢に厳しい目を向ける。そこにあるのは、あからさまな敵意だ。

　その視線を受けて、愛沢も真顔に戻る。

「奇遇だな。俺おれもてめえのことは気に食わねえと思ってたんだ」

「なんだ、気が合うじゃないか。もしかしたら僕たちは今、同じことを考えているかもしれないな」

「やるか？　青い騎き士しサマよ」

　二人は顔を近づけ、激しくにらみ合う。なんだかよく分からないが、非常に険悪な雰囲気だ。きっかけさえあれば、二人の拳こぶしがぶつかり合うような事態に陥おちいるかもしれない。

「ちょ、ちょっと悟さとる、何やってんのよ」

　今まで呆ぼう然ぜんとしていた宮みや坂さかも、異様な状況に気付いたのか、仲ちゆう裁さいに入ろうとする。だが二人はまるで耳を貸す様子がない。

　宮みや坂さかとは対照的に、桐きり原はらはワクワクした顔で二人を見守るだけだ。これから先の展開に期待しているような気配さえうかがえる。

　空気が張り詰める。

　二人の距離がさらに縮まる。

　まさに一触即発のその瞬間、

「待て！」

　サタン様の声が、辺りに響ひびき渡った。

　驚いたわたしたちは、一斉にサタン様へと顔を向ける。

「しばし待て。今、何かが閃ひらめきそうじゃ」

　額に指を当てつつ、サタン様はつぶやく。皆が見守る中、サタン様はうんうんとうなり、周囲を見回した。

　やがてその視線は、ある一点で止まる。

　サタン様が見つめていたのは、サンタ帽をかぶったバルーンアートの販売員だった。

「うむ、これじゃ、これしかあるまい！」

　両手を腰に当て、大きくうなずくと、

「よく聞けい、皆の者よ！」

　サタン様は高らかに宣言なさった。

「今月の二十四日に、我が屋敷で『くりすますぱーてぃー』を行う！」

「……クリスマス、パーティー？」

　思わず口を挟む。唐突な言葉に思考が追いつかなかった。パーティーをするだなんて、聞かされてなかったことだ。

「うむ、お前が知らぬのも無理はない。何しろ今思いついたのじゃからな。クラスの連中も呼んで、盛大な宴うたげにするつもりじゃ」

　頭の中で企画を練っておられるのか、サタン様は目をつむり、何度もうなずく。

「そしてそのメインイベントとして、愛あい沢ざわと御み堂どうにちょっとしたゲームを行ってもらう。ま、いわゆる決闘というやつじゃな。勝敗はそこで決めるとよかろう。それまではこの勝負、ワシが預かろうではないか」

　二人の間に割って入りながら、サタン様は言葉を続ける。

「もちろん、褒ほう美びは用意してある」

　愛沢と御堂を交互に見やり、そして告げる。

「ゲームの勝者には、リリスとの交際を許す！」

　驚きのためか、二人は同時に目を見開いた。

「どうじゃ、悪い話ではないじゃろ。おぬしらもこんなところでイザコザを起こして後々まで禍か根こんを残すよりは、正式な場で白黒はっきりさせた方がよいとは思わんか？」

「……」

「……」

　サタン様に言われ、二人は考え込む。

　その後ろで、わたしはあまりの恐怖にヒザが震ふるえ、視界が暗転しそうになっていた。

　サタン様はなんということを思いつくのだろうか。

　愛あい沢ざわと御み堂どうは、さっきまで心の中に悪感情を抱いていた。あれは純粋な悪意と悪意のぶつかり合いだった。二人の感情が爆発すれば、さらに多くの悪意が生まれ、魔ま力りよくは大きく溜たまることになっただろう。

　だが、サタン様はそれだけでは物足りないと思われたのだ。この悪意にはもっと利用価値があるのだ、と。

　そこでクリスマスパーティーだ。

　自らが主催するパーティーに、クラスのみんなを招待する。サタン様はクラスで一番の人気者だから、呼ばれた者は全員集まるに違いない。

　そして、皆が見ている前で二人を戦わせる。

　そうすれば二人の激情に影響を受けて、他ほかの者も悪意を共有することになるのだ！

　そう。二人はエサだ。

　大量の悪意を得るための、エサにすぎないのだ！

　やはり恐ろしいお方だ……。並の悪あく魔まには思いつかないような大胆で豪ごう快かいな作戦を、いとも簡単に実現なさる。それでこそ我が主あるじ、魔ま王おうサタン様である。

　勝者への褒ほう美びがわたしとの交際、というのがどういう意味を持っているのか、いまいち分からないけど、きっとあの二人を釣り上げるだけの効果があるのだろう。そこは深く考えないでもいい。

　こちらの思惑になど気付かず、愛沢と御堂は真剣に思考を巡らせていた。決闘にどれほどのメリットとデメリットがあるのか、ということでも考えているのかもしれない。だが、まさか自分たちが利用されようとしているなどとは思いつきもしないだろう。

　先に声を出したのは、御堂の方だった。

「その案を飲もう。ただ殴り合うより、よっぽど健全だ」

「俺おれも異論はねえよ」

　続いて、愛沢も簡潔に答える。

「でもな、勘違いすんなよ。俺はただ、こいつが気に入らないだけだ。リリスさんがどうとかは、関係ねえ」

　そう言ったきり口をつぐみ、面倒くさそうに頭をかく。

　そんな愛沢の様子を見ていた宮みや坂さかは、とても不機嫌な顔を作っていた。

「どうしたんですか？」

「……別に、なんでもないわよ。ふん」

　気になったので尋ねてみるが、素そっ気けない答えが返ってくるだけだ。

「これは予想外に楽しくなってきたにゃー」

　桐きり原はらは興奮に身を震ふるわせながら、こみ上げる笑みを隠そうとしなかった。

「では、決まりじゃな」

　二人の返答に満足なさったのか、サタン様は不敵に口元をつり上げる。

「皆の者、二十四日を楽しみにしているがよい！　狂乱なる宴うたげの始まりじゃ！　わっはっはっはっはっ！」

　サタン様は盛大に笑う。計画が順調に進んでいることを喜んでおられるのだろう。

　サタン様主催のパーティーがどのようなものになるのか、わたしごときには分からない。

　しかしきっとそれは、この世の生き地じ獄ごくとなるに違いない。何しろ魔ま王おうたるサタン様が自ら執り行う、悪魔の儀式なのだから。

　阿あ鼻び叫きよう喚かんな光景を想像して、わたしもサタン様と同じように両手を腰に当て、一緒になって笑い声を上げた。

「わっはっはっはっはっ！」

「あっはっはっはっはっ！」

　そんなわたしたちを、残る四人は戸惑いの目で見つめるのだった。

　嵐あらしの到来は、すぐそこまで迫っていた。











　　　幕間






　生徒たちが揃そろって下校していく。

　やけに騒がしいのは、一時的に学業から解放されるためだろう。その足取りは軽く、誰だれもが笑顔を見せている。

　浮かれているのだ。

　各自に課題が出るから、遊んでばかりというわけにもいかないが、ほとんどの者がそのことには積極的に目をつむっている。

　保健室の窓からその様子を眺めながら、あたしは胸ポケットからタバコを取り出し、口にくわえて火を点つけた。

　十二月二十四日。終業式の日だ。

　明日あしたから晴せい嵐らん高校は冬休みに入る。

　休みになったところであたしの生活に大した変化はない。いつものように怠たい惰だな日々を送るだけだ。

　まあそれでも、冬休みの間は小うるさいガキどもの相手をしなくて済むんだから、悪くはないか。たかだか二週間程度だが。

　一年が終わろうとしている。今年は大きな変化のあった一年だった。

　懐かしい出会いは失望に変わり、取り戻したはずの力は束つかの間まの夢に終わった。

　あたしの名前はアスタロス。今は井いの上うえ明あ日す菜なと名乗っている。かつては魔ま界かいの四大実力者なんて呼ばれて派手に暴れ回っていたが、それも昔の話だな。

　今のあたしは、ただの保健の先生だ。本来持っていた能力は根こそぎ奪われ、手足となって動く兵も、もういない。

　だけど、あまり悲観的になってはいなかった。

　そんな感傷は似合わないし、それにあたしは、あたしの力を奪った奴やつのことを、結構信じているんだ。

　あいつはああ見えて、臣下に甘い奴だったからな。あいつの気が済んだ頃ころに、あたしの力もひょっこり回復するんじゃないか、などと気楽に考えているのさ。

　ま、それまでは今の生活を堪たん能のうするだけだ。

　感慨を振り切り、保健室を出て、校門へと向かった。

　今日きようはもう仕事も終わり。生徒はみんな帰るんだから、保健室を利用する奴だっていない。

　夜更けまで飲み明かすために、コンビニで酒とつまみを買ってくるつもりだった。

　生活指導のあの野郎に見つかると厄介だが、生徒がいなけりゃあいつもそんなにうるさくは言わないだろう。

　コンビニへ向かう途中、二人並んで歩く晴せい嵐らんの生徒を見かけた。

　おしゃべりしながら帰っているためか、その歩みは遅い。追い抜こうとして、その横を通り過ぎる。

　そのとき、彼女たちの口から聞き慣れた単語が漏もれた。

「サタンちゃんの家に行くのって初めてだよねー」

　思わず立ち止まり、声をかける。

「お前ら、一年三組の生徒か？」

「あ、井いの上うえ先生こんにちは」

「先生も帰るところですか？」

「いや、あたしはちょいと買い物に……。ま、こっちのことはどうでもいい。それよりお前ら、阿あ久く野のの家に行くのか？」

「はい。クリスマスパーティーに招待されたんですよ」

「クラスの全員が招待されたんです。みんな行くって言ってたよね」

「クリスマスパーティー、だと？」

　思わぬ言葉に、眉まゆをひそめる。

　いぶかしむあたしを余よ所そに、二人は盛り上がっていた。

「かなり張り切ってたよね、サタンちゃん」

「特別ゲストに青い騎き士し様を呼ぶんだって。もうすっごく楽しみ！」

　話の内容はよく分からないが、実に楽しそうだ。

　しかしキャイキャイと騒ぐ声が鬱うつ陶とうしくなってきたので、話を切り上げることにする。

「あー、分かった分かった。まあ、楽しんでこいよ」

「はーい。それじゃあ先生、さようならー」

「先生さようならー」

「おう。気ぃつけて帰れよ」

　二人を見送りながら、タバコを一服する。

　サタンちゃん、ねえ。

　あいつらへのドス黒い感情が、消えてなくなったわけじゃない。あの二人のせいで、あたしは色んなものを失ったんだ。……正確には、二人ではないが。

　だけどまあ、今更そんなことを言っても仕方がない。済んだことは済んだこと。あたし自身の未熟さが招いた結果でもあるし、素直に受け入れるさ。

　しかし、クリスマス、か。

　去年の今いま頃ごろは、手下どもを引き連れて峠とうげを攻めてたっけな。

「……」

　コンビニの前までやってくる。

　煙を吐き出し、コンビニに備え付けられた灰皿にタバコを押し付け、火を消した。

　そしてポケットから携帯電話を取り出し、番号を検索、通話ボタンを押す。

　しばらく待っていると、通話先の相手が電話に出た。

『……もしもし？　どなたですの？』

　恐る恐るといった感じで彼女は話す。知らない番号からの電話だったためか、警戒の色が濃い。

「あたしだよ、あたし。アスタロスだよ。今は井いの上うえ明あ日す菜なって名乗ってるけどな」

『！　あなた、どうしてこの番号が分かりましたの!?』

　会話の相手はベリアル。あたしと『同じ世界』に属する奴やつだ。

「お前んとこの使つかい魔まから聞いたんだよ。聞いたっつっても、ほとんど無理やりだけどさ。この前、晴せい嵐らんに来ただろ、お前ら」

『……そういえば、そんなこともありましたわね。その話しぶりですと、ワタクシの使い魔がずいぶんお世話になったみたいですけど』

「まあ、それはどうでもいい。お前、今日きよう時間あるか？」

『なんですの、急に』

「暇かって聞いてるんだ」

『ふふん、ワタクシに暇なんてありませんわ。今度こそあのお方を超えるため、日夜修行に励んでいる最中なのですから。今日だってこの後、お花のお稽けい古こが……』

「つまり暇なんだな。よし、話が早い。お前、今から晴嵐に来い」

『なっ！　ひ、人の話を聞きなさい！』

「ああ、どうせならお前の使い魔も連れて来い。たまには大人数で騒ぐのも悪くはないな」

『……何をするつもりですの？』

「宴会だよ、宴会。お前も今年は色々あったろ？　酒飲んで飯食って、パーッと騒いで忘れようぜ。それに今日きようはクリスマスだ。あたしらにとっちゃあ、これ以上ないくらいに忌いま々いましい日だよな。飲まなきゃやってられねえだろうが」

『……』

　あたしの言葉に、ベリアルはしばし沈ちん黙もくする。

　しかし、やがてためらいながらも、口を開いた。

『未成年の飲酒は法律で禁止されていますのよ。高校生という身分を演じている以上、お酒を飲むわけには……』

「だからいいんじゃねえか。たっぷりと魔ま力りよくを溜ためるチャンスだぜ」

『ですが……』

「あっ、そうか。悪い、忘れてた。お前、飲めないんだったな」

『し、失礼な！　ワタクシを誰だれだと思っているんですの！』

「くっくっくっ、まあいいや、飲めないんじゃなく、嫌いなだけってことにしておこう」

『しておこう、ではなくて……』

「酒が嫌なら飯だけ食ってりゃいいんだよ。グチなら聞くぜ？」

『……あなたっていう人は、本当にイライラさせてくれますわね。昔からそうですわ』

「お前もな」

『……』

　ベリアルはまだ何か不満がありそうな感じだったが、電話越しに小さくセキ払いをして、言った。

『ま、そこまでおっしゃるのなら、あなたに付き合ってあげてもよろしくてよ。こちらからも何かつまめる物を持参いたしましょう』

「話が分かるな。じゃ、適当に用意して待ってるぜ」

『ええ、ではまた後で。カチューシャ、アンクレット、出かけますわよ！』

　そう言ったきり、電話が切れる。

　携帯電話をポケットにしまい、空を見上げた。雲一つない、見事な快晴だった。

　悪あく魔まにとっては実に不愉快な天気だ。

　でも、負け犬のあたしらにはお似合いなのかもしれないな。

　自じ嘲ちよう気味に笑みを浮かべ、コンビニに入る。

　同胞との再会に、かすかに胸を躍おどらせながら、普段より多めに食い物をカゴに入れてゆく。今日きようは長い一日になりそうだ。




　……それにしても、悪魔がクリスマスパーティーか。

　いったい何を考えてやがんだ、あいつらは？

　目的や理由はよく分からないが、しかしあいつらはあいつらで、苦労が多いのかもしれないな。

　少しだけ同情の念を抱きつつ、コンビニを後にする。

　ま、あたしらはあたしらで、好き勝手にやらせてもらうさ。














　　　第三章　ステキな宴が始まる！









「んっしょ」

　言葉と共に、衣きぬ擦ずれの音が部屋の中に響ひびき渡る。

「まったく、冬場は着替えるだけでも一苦労じゃのう」

　グチをこぼしながら、ご主人様は乱暴に上着を脱ぎ捨てる。

　途端、ぷにぷにとした白いお肌が露あらわになり、そのまぶしさに目を焼かれそうになる。

　すらりと引き締まったお身体からだは艶つややかで、光さえ放っているような錯覚さえ抱かされる。胸は平坦で、腰にはくびれもないのに、なぜこんなにもお美しいのだろう。

　……いや、理由なんてないのかもしれない。

　この美しさは、持って生まれた才能なのだ。

　感動のあまり我を忘れそうになるが、無理やり理性を保たせ、お着替えを手伝う。

　ご主人様が今お召しになっているのは、いわゆるサンタ服というやつだ。白の綿で縁取られた赤い衣装に、同じ仕様の赤い帽子、そして黒いブーツ。

　今日きようのパーティーのために用意した物である。

　それと同じ衣装を、わたしも着ていた。

　ご主人様が「お前も着ろ」とおっしゃったのだ。

「その方が皆も喜ぶであろう」と、よく分からないことをつぶやいておられたのだが、まあ、意味など分からなくてもご主人様のご命令には従うまでだ。

　ちなみに、サンタ服の胸元にはプラスチックのプレートが安全ピンで留められており、平仮名で『さんた』と書かれている。一度『さたん』と書いた後に塗り潰つぶして書き直した、という経緯があるのだが、それはまあ、どうでもいい。

　ドアの向こう側からは、かすかにざわめきが聞こえていた。

　もうみんな集まっているのだ。

「準備は出来ておるのか？」

「ばっちりです」

　ご主人様の髪をクシで梳すきながら答える。

　何度も確認したから大丈夫。あとはあのドアを開けるだけだ。

「よかろう。では、ゆくぞ」

「はい、サタン様！」

　気を張るために元気よく答え、ドアノブに手をかける。

　勢いよくドアを開けると、急激に広間が静まり返った。集まったみんなは興味深い目でこちらを見ている。

　全員の視線が集まる中、ご主人様は一歩前に出て、口を開く。

「よく集まってくれた皆の者！　これより『ぱーてぃー』を開催する！」

　宣言と同時に、広間は拍手の音と歓声で包まれた。

　クリスマスパーティーが始まったのだ。




　十二月二十四日、午後五時半。

　日が沈み、闇やみが世界を支配し始めようとする中、サタン様主催のクリスマスパーティーが開かれた。

　招待した人は全員来てくれた。クラスメイト総数三十名、欠席者なしである。

　パーティー会場には大広間を使った。

　屋敷の中央にある、催し物をする際に使用する部屋だ。

　三十名程度なら余裕でくつろげる広さで、頭上にはシャンデリアが輝いている。

　広間にはいくつものテーブルが並べられ、その全すべてにテーブルクロスが敷かれ、燭しよく台だいが置かれている。全部わたしが用意した物だ。

　今日きようという日に備え、お屋敷の外観も大幅な変化を遂とげていた。

　屋根や壁を一斉にリフォームし、荒れ放題だった庭も徹底整備。『幽ゆう霊れい屋敷』と呼ばれていたお屋敷は見事なビフォーアフターを遂げて、お城かと見間違うほどの荘そう厳ごんさである。

　このままだと目立ちすぎて近隣住人の方々に怪しまれるのが難点だが、ま、それも今だけだ。パーティーが終わり、皆が帰れば、また元に戻すのだから。

　今日訪れた人はみんな、お屋敷を見て口々にサタン様を讃たたえる言葉を述べていた。狙ねらい通りである。これでクラス内でのサタン様の評価はますます上がることだろう。

　さて、そんなこんなでパーティーが盛り上がる中、わたしは会場内を東奔西走していた。

　料理の補充、ドリンクのおかわり、落とした食器の片付けなど、やるべきことはたくさんある。

　サタン様が主催なさるパーティーに失敗は許されない。わたしの責任は重大である。

　みんなに振る舞う料理は、あえて簡単な物にした。

　具体的にはピザやスパゲッティ、フライドチキンなどで、お菓子類もチョコレートやポテトチップスなどを一通り揃そろえ、ジュースも炭酸入りの物を選んで買ってきた。

　そう。ジャンクフードばかりである。

　クリスマスらしさを保ちつつ、悪意のこもった料理を振る舞う。全てサタン様の考案なさったことだ。

　わざわざ来てくれた人へのこの仕打ちは、まさに外げ道どうとしか言いようがない。

　みんなは料理を見て、

「もっと堅苦しいパーティーだと思ってたけど、こういうのなら気楽でいいね」

「だよね。サタンちゃんらしくって面白いよねー」

　などと語り合っていた。

　こちらの思惑など知らず、のん気なものである。

　そんな感じで、会場内をあわただしく駆け回っていると、ふと、よく知る顔が視界に入った。

「愛あい沢ざわくん、こんばんは」

「……おう」

　わたしが声をかけると、愛沢は眉まゆをひそめながら応こたえる。

　彼は広間の壁にもたれかかっていた。黒のコートを羽織り、中には白いシャツを着込んでおり、両手をポケットの中に突っ込んでつまらなさそうにみんなを眺めている。

「……その服」

　愛沢はわたしを見ると、わずかにうつむきながら言葉を続けた。

「その……、似合ってるな」

「はあ、そうなんですか」

　言われてわたしは自分の姿を見回し、スカートを軽く持ち上げてみたりする。

「バ、バカ、何やってんだ！」
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　それを見て愛あい沢ざわは、慌あわてて顔を背けた。

　なんだろう、何かあったのかな？

「……あんた、何してんのよ」

　首をかしげていると、背後から聞き慣れた声が話しかけてくる。

　振り返ると、宮みや坂さかが両腕を組みながらジト目でわたしをにらんでいた。彼女はワンピースのパーティードレスを着て、肩にストールをかけている。

「ホント、油断できないわね。このパーティーだって一体どんなことを企たくらんで開いたのやら、分かったもんじゃないわ」

　宮坂はわたしにだけ聞こえる声でつぶやく。わたしが愛沢に対して、パーティー中に何か仕掛けるかもしれないと警けい戒かいしているようだ。彼女にしては鋭い読みだ。

　だが今回のわたしたちの狙ねらいは、愛沢一人じゃない。集まった全員の心を悪に染めることが目的なのだ。そこに思い至らない時点で、宮坂もまだまだである。

　それに、今回はわたしが愛沢に何かしなくても、直接対たい峙じする人間がいるのだ。

「やあ、リリス君。楽しませてもらってるよ」

　まさにその人物が、わたしの目の前に現れる。

　声をかけてきたのは、御み堂どうヒカルだった。

　御堂は白のタキシードで身を固めていた。今日きよう訪れたほとんどの人が、多少はフォーマルを意識しつつも普段着に近い格好だというのに、御堂だけは気合の入れ方が違うようだ。

　もちろん、胸ポケットには青いバラが添えられている。

　背後からは御堂を慕う声と視線がいくつも飛んできている。しかし当の本人は、そんなことをまるで気にしていないみたいだった。

　わたしの姿を見るなり、御堂は両手を広げて叫んだ。

「ああ、リリス君。なんて素晴らしい姿なんだ。美しい、実に美しい！　君のサンタ衣装を見ることができただけで、今日はここに来た甲か斐いがあったというものだ！」

　その顔は歓喜に満ちており、切れ長の目には薄く涙さえ溜ためている。

　そんな御堂を見て、愛沢は露骨に不機嫌な顔を作った。

「ちっ」

　と軽く舌打ちまでする始末である。

　その音が聞こえたのか、御堂は愛沢に冷ややかな目を向け、すぐにわたしの方へ向き直る。

「ところで、『決闘』の件はどうなっているのだろうか。早く彼との決着をつけて、リリス君とお付き合いしたいところなのだが」

　その言葉が気に障さわったのか、愛沢が御堂をにらむ。愛沢の視線を受けて、御堂もにらみ返す。

　険悪な雰囲気になりかけた、そのとき、

「焦るでない」

　愛あい沢ざわたちの背後から、そんな言葉が聞こえた。

　サタン様だった。

「まったく、この忙しいときに騒がしい奴やつらじゃな」

　サタン様は二人の間に割って入り、小さくため息をつく。

「まずは余興を楽しむがよい。いずれタイミングを見計らって、ワシからおぬしらに伝える。手て筈はずは全すべてこちらに任せておけ」

「了解だよ、サタン君。そのときを楽しみにしていよう」

　サタン様のお言葉に、御み堂どうは笑顔で応じる。

「……」

　愛沢は無言だったが、突然背を向け、わたしたちから離れるように歩き出した。

「ちょっと悟さとる、どこ行くの？」

「どこでもいいだろ。すぐに戻るよ」

　宮みや坂さかの呼びかけには振り向かずに答え、彼は大広間を後にした。

「もう、相変わらず自分勝手なんだから」

　後ろ姿を見送りながら、宮坂がため息をつく。

　愛沢の行動が気になったけど、なんとか揉もめ事にはならなかったようで一安心だ。せっかくサタン様が大量に悪意を溜ためる計画をお立てになられたのに、こんなところでケンカでもされたら全部台無しである。今はまだ、『そのとき』ではないのだから。

「あ、サタンちゃんだ！」

　と、不意に誰だれかの声が聞こえ、サタン様に後ろから抱きついた。

　桐きり原はら美み緒おだった。

「む、むぎゅう……」

　抱きつかれたサタン様が、苦しそうな声を漏もらす。

「サンタさんの衣装、かわいいにゃー。お持ち帰りしたいくらいだよー」

「え、ええい、離さんかバカモノ！」

　突然のことに驚いたサタン様は、必死にもがく。が、桐原は一向に気にした様子もなく、離れようとしない。

　桐原は修道女の格好をしていた。いわゆるシスター服というやつだ。

　その服装に気付き、サタン様の頰ほおが引きつる。

「お、おぬし、なんじゃ、それは……」

「どう、似合う？　コスプレってやつに挑戦してみたんだにゃ。クリスマスにはピッタリだと思わない？」

　桐原はご機嫌だった。猫ねこのように目を細め、サタン様の頰に自分の頰をすり当てている。

　一方サタン様はというと、顔は青ざめ、手足を震ふるわせ、まるでこの世の終わりみたいなご様子だった。

　それも当然だ。シスターは神に仕える善なる存在の象徴。コスプレとはいえ、そんな格好をした人が抱きついているのだから、不快にならない方がおかしい。

「と、とにかく、『決闘』の開始はもうしばらく後じゃ！　それまで待っておれ、いいな！」

　サタン様はなんとか桐きり原はらを振りほどくと、全員を見回しながら叫ぶ。

　そして、歩きながらわたしに命じる。

「リリスよ、『あれ』の準備をするぞ！」

　今回のパーティーでは、愛あい沢ざわと御み堂どうの『決闘』以外にも、皆の心を掌しよう握あくするための手段をいくつか用意してあった。その手始めとなる作戦を実行する時間となったのだ。

「はい、分かりました！　ただいま参ります！」

　返事をするわたしの側そばでは、桐原が宮みや坂さかに話しかけていた。

「珍しくおめかししてるねえ。でも、肝心の相手にはアピール失敗ってところかにゃー？」

「う、うるさいわね！　余計な詮せん索さくはしないでちょうだい！」

　そこに御堂が口を挟んでくる。

「そういえば、宮坂君は愛沢君と仲が良いみたいだが、結局どういう関係なのかね？　確か、幼おさな馴な染じみということだったようだけど」

「え？　あ、えっと、その、簡単に言えば、腐くされ縁えん？」

「ダメだよヒカル、そんなこと聞いてあげちゃあ。麻ま美み子こが現状を再確認することになって、みじめになるだけだよー」

「……どういう意味よ」

「そのまんまの意味だにゃー」

「そうか、それはすまなかった。今後、君たちの関係については一切口にしない。どうか許してくれたまえ」

「……このタイミングでそんな言い方をされると、逆に腹が立つわね」

　なんだか仲の良さそうな三人だった。

　三人のやり取りを横目で見届けながら、わたしはサタン様の後を追いかけるのだった。




　大広間の最前列には、他ほかの場所よりも一段高い壇だんとなる場所が設けられている。芸を披露したり、用件を伝えるのには便利な場所だ。ここからだと楽しそうに歓談を交わすみんなの様子がよく見える。

　その壇上から、サタン様はマイクを片手に持ち、会場に向かって呼びかけた。

「あー、静粛に、静粛に」

　突然の声に、皆はこちらを振り向く。

　驚きや戸惑いを感じながらも、今からサタン様が何を話すつもりなのか、注目している様子だ。

　視線を受けつつ、サタン様は口を開いた。

「皆の者、『ぱーてぃー』は楽しんでおるかー？」

「楽しんでるー」

「楽しいよー」

　サタン様の問いに、皆は軽快な反応を示す。

「うむ、結構」

　返答に満足なさったのか、サタン様は小さくうなずくと、お言葉を続けた。

「それではただいまより、ワシぷろでゅーすの『くりすます特別ぷろぐらむ』を開始する！」

　宣言と共に、サタン様は手に持ったカンペにチラリと目をやる。

「まずは、ビンゴゲームじゃ！」

　そうおっしゃって、横に立つわたしに向かって片手を上げた。

　合図を受けて、わたしは壇だんから降り、用意していた物をみんなに配ってゆく。

　わたしが手に持っているのは、全員分の赤いサインペン。そして、ビンゴゲーム用のカードだ。

　お手製のそのカードには、５×５のマスで作られた正方形が描かれていた。そのマスの一つ一つには、無作為に選ばれた数字が記入されている。書いたのはもちろんサタン様だ。

「ワシが今からここにあるクジを引き、数字を読み上げてゆく！」

　そう言ってサタン様は、これまた用意しておいた箱を指差す。その中には、ビンゴゲームのカードに対応した数字が書かれた、小さな紙が入っている。

「渡されたカードの中に同じ数字があれば、ペンで印をつけよ！　縦、横、斜め、どれでもよいから、一列全すべての数字が埋まった者は、名乗りを上げるのじゃ！　読み上げた数字はこちらに書き記しておくから、聞き逃しても安心せよ！」

　広間を見回しながら、サタン様はホワイトボードを叩たたく。

　説明を聞いていたみんなはようやく内容を理解できたようで、近くにいる人と「面白そう」「参加してみよっか」「かわいい字だねー」などとワイワイ騒ぎ始める。

「一列揃そろった人はどうなるのー？」

　参加者の一人が当然の疑問を口にする。その質問を待ってましたとばかりに、サタン様は得意満面でおっしゃった。

「見事ビンゴを勝ち取った者には、これじゃ！」

　サタン様は懐からある物を取り出し、頭上高くに掲げた。

　それは、インスタントカメラだった。

　撮影後、その場で自動的に現像を行い、即座に写真が出来上がるカメラである。

「このカメラで、ワシとのツーショット写真の撮影を許可する！」

　──大広間に、どよめきが生まれた。

「撮影時にはある程度リクエストに応こたえてやろう！　なんなら、写真にサインをしてやっても構わん！　ただし先着十名までじゃ！」

　サタン様はそこで小さくセキ払いをすると、再びカンペに目をやり、お言葉を続けた。

「さらに副賞として、これも与えよう！」

　指で合図を受け、わたしは壇上に隠しておいたトレイをみんなの前に持ってくる。そして、その上に乗せられていたフタを、ゆっくりと持ち上げた。

　そこにあるのは、イチゴのショートケーキだった。

「これは市販の物などではない！　今け朝さワシとリリスが作った、手作りのケーキじゃ！」

　ふふん、と鼻を鳴らして、サタン様は胸をそらせる。

　そう。このイチゴのショートケーキは、簡単な作業のほとんどをわたしが手がけ、一番重要な仕事である『イチゴをケーキの上に乗せる』作業をサタン様が行い、完成させた物である。

　文化祭で、お菓子タワーを完成させたときのことを思い出す。あのときの偉い業ぎようが、またもや再現されたのだ。

「ビンゴ成立が十名に達した時点で、ゲーム終了とする！」

　ケーキは十等分に切り分けられていた。手軽に食べる分にはちょうどよい大きさだ。

「説明は以上じゃが、何か質問はあるか？」

　サタン様が言い終えると、次第にざわめきが広がってゆく。そのざわめく声は、全すべて肯定的なものだった。

　まあ、それも当然だと言えよう。一般市民がサタン様とのツーショット写真を撮る機会なんて、まず無いと考えていい。しかし今ならたかだか十名とはいえ、得がたいチャンスをモノにできる可能性があるのだ。だからみんな、大いに喜んでいるのである。

　サタン様のクラスメイトとしての特権。その貴重な権利を手放す理由など、どこにもない。

　その証拠に、みんなは口々に、

「私、写真撮りたーい」

「私も私もー。サンタ姿のサタンちゃん、可愛かわいいもんねー」

「パーティーの記念になるよねー」

　と楽しそうに語り合っているではないか。

　中には、

「ケーキ美お味いしそうだよな」

「リリスさんの手作りかー。ちょっと食べてみたいなあ」

　などと言っている者もいたが、当然、照れ隠しである。本当は写真が欲しくてたまらないのに、興味がないフリをしているのだ。

　また、もしもその言葉が本音だとしても、それはそれで構わないのである。皆が食欲を刺激され、『暴食を貪むさぼりたい』という欲望を抱くことで悪意が生まれれば、わたしたち悪あく魔まにとっては好都合なのだから。

　どう転んでもメリットが生じる、磐ばん石じやくで隙すきのない作戦だった。

「質問はないか？　ではそろそろ始めるぞ。参加したい者は手を挙げよ！」

　サタン様のお言葉と同時に、「はい！」「はい！」「はーい！」と皆は次々に手を挙げてゆく。文句無しの全員参加だ。

　その反応に満足なさったのか、サタン様は笑みを浮かべながら何度もうなずく。

　そして小さくセキ払いをして、箱の中に手を入れた。

「では、ゆくぞ！　最初の数字は──」

　こうして、ビンゴゲームは始まったのだ。




　ゲームは大いに盛り上がった。

　参加者は皆、発表される数字に一喜一憂し、見事ビンゴを獲得した人は、副賞であるイチゴのショートケーキを食らい、サタン様とのツーショット写真を心の底から満足しながら撮影していた。もちろん、シャッターを切る役はわたしである。

　場を温めるイベントとしては、大成功だったと言えよう。

　サタン様が揉もみくちゃにされてボロボロになったことを除けば、だが。

　撮影の権利を得た者の男女比率は、女七人に対して男三人。そのうちの女子七名が皆、感激と興奮のあまりサタン様に抱きつき、力の限り抱きしめたのである。ビンゴを獲得した女子は全員、ゲームが始まる前から、サタン様とのツーショットを素直に楽しみにしていた人たちばかりだった。

　男子は恥ずかしさもあってか硬く緊張するばかりで、本当にただの写真撮影に終わった。もしかするとサタン様が放つ魔ま王おうとしての威圧を感じ取り、萎い縮しゆくしていただけなのかもしれないけど。

　ともあれ、女子たちは容よう赦しやがなかった。緊張も萎縮も感じることなく、欲望のままに『ある程度のリクエスト』を要求したのだ。

　だけど、サタン様は一言も不満を漏もらさなかった。彼女たちのあらゆるリクエストに応こたえ、揉みくちゃにされても笑顔を絶やさなかったのだ。

　魔力を溜ためるためには、人の心に悪意が生まれなければならない。悪意を生むための手段としては、その人の欲望を満たしてやるのが手っ取り早い。

　サタン様はその欲望の受け皿として、自らの肉体を犠牲になさったのである。

　全すべてはパーティーを成功させるため。その鋼はがねのように強きよう靱じんな意志には涙を禁じえない。

　わたしは心の中でむせび泣きつつ、ツーショット写真のシャッターを切り続けたのだった。




「……リリスよ、状況はどうなっておる？」

　ソファの上で仰あお向むけに寝転びながら、サタン様がお尋ねになる。さっきのゲームで体力的にかなりのダメージを負われたのか、目をつむり、荒く息を吐くばかりである。

　ビンゴゲーム終了後、わたしたちは準備室（サンタ服に着替えた部屋）に戻り、小休憩をしていた。

　サタン様は今、サンタ服のボタンを外して胸元をはだけさせている。十二月とはいえ、お屋敷の中は暖房が効いているし、ゲーム中はかなり動き回っていたから、汗だくになっておられるのだ。シャツは汗ばみ、白いお肌には雫しずくが浮かんでいる。

「ええっと、写真を撮影してもらった人が、他ほかの人に見せびらかしています」

　わたしは恥ずかしさのあまりサタン様から目をそらし、ごまかすようにドアの隙すき間まから大広間を覗のぞき見て、その様子を報告した。

「ふむ……。まずは計画通り、といったところか」

　目をつむったまま、サタン様は満足な笑みを浮かべる。

　そう。撮影の許可を十名に限定した効果が、発揮されつつあるのだ。

　写真を獲得した者は優越感に浸り、チャンスをモノに出来なかった人は羨せん望ぼうと嫉しつ妬とを抱くことになる。

　そのどちらの感情も、人が持つ悪あしき心だ。

　順調に魔ま力りよくは集まりつつあると見ていいだろう。

「よし、では皆の気持ちが冷めんうちに、次のステップへ進むぞ」

　そうおっしゃるとサタン様は身体からだを起こし、服のボタンをとめると、テーブルに置いていたマイクを手に持った。

「お身体はもう大丈夫なのですか？」

「案ずるな。この程度の疲労など、どうということはない。『ぱーてぃー』の主役が負うべき務めじゃと考えれば、軽いものよの」

　サタン様の瞳ひとみは燃えていた。クリスマスパーティーに対する情熱が、サタン様を突き動かしているのだ。

　なにしろ今日きようの主役は、サンタクロース役であるサタン様なのだから。クリスマスの主役がサンタクロースだと決まっている以上、その役目を果たすのが責任というもの。これはサタン様なりの、魔ま王おうの誇りをかけた責任の取り方なのである。

「……分かりました。わたしも全力でサポートいたします！」

「期待しておるぞ」

「おまかせください！」

　わたしたちはお互いにうなずき合い、ドアを開ける。

　再び大広間へ姿を現すと、わたしたちに気付いたみんなは歓喜の表情を浮かべた。

「皆の者、楽しんでおるか？」

「楽しんでるよー！」

「写真大事にするねー！」

「ケーキ美お味いしかったよー！」

「私もツーショット撮りたかったー！」

「そうそう、撮りたかった撮りたかったー」

「俺おれはケーキ食べたかったー！」

　サタン様が呼びかけると、元気のよい答えが一斉に返ってくる。どうやら熱気は冷めるどころか、ますます加熱しているようだ。

「写真を撮影できなかった者よ、悔しいか？」

「くやしいー」

「自分も何か欲しい、そう思っておるか？」

「思ってるー」

　サタン様の問いに、ほとんどの人が声を揃そろえて返事をする。その反応にサタン様はうなずき、言葉を続けた。

「そんなおぬしらに、もう一度チャンスをやろう。これじゃ！」

　サタン様が片手を上げて、ぺちんと指を鳴らす。その合図を受けて、わたしは準備しておいた物を持って壇だん上じようから飛び降りた。

「はーい、みんなちょっとどいてねー」

　突然のことに戸惑うみんなをやんわりと後ろに下げ、前列の方にあるテーブルをてきぱきと部屋の隅へ寄せる。

　わたしが手に持っているのは、赤い色のガムテープだ。そのテープで、空いたスペースの真ん中を区切るように、直線に貼はり付けてゆく。そして右側には『○』の形に、左側には『×』の形になるよう、同じようにテープを貼る。これでオッケー。

　準備完了を見届けてから、サタン様は宣言のお言葉を述べた。

「ただいまより、○×ゲームを開始する！」

　サタン様は懐から何枚も束ねられたカードを出し、高く掲げる。

「ここにはクイズの問題が書かれておる！　今からワシがこの中から一枚ずつ抜き出し、問題を読み上げる！　読み上げた文章が正しいと思えば『○』の、間違っていると思えば『×』のスペースに行くがよい！　全員の移動が終われば、正解を発表する！　正解者はゲームを続行、間違っていた者はその場で失格じゃ！　……ここまでで何か質問はあるか？」

　一息つくとサタン様は周囲を見回し、みんながルールを把握できているかを確かめる。

　みんなは近くにいる人と内容について話し合っているが、特に混乱は見受けられない。ビンゴゲーム以上にシンプルなゲームだから、理解も早いのだろう。

　質問がないことを確認して、サタン様は言葉を続けた。

　このゲームで一番重要なポイントだ。

「クイズは残り一名になるまで続ける！　つまり『褒ほう美び』をもらえるのは、たった一人だけということじゃ！」

　それを聞いて、場内は一気にどよめく。

　狙ねらい通りの反応である。

　サタン様の狡こう猾かつな企たくらみに、わたしは改めてその恐ろしさを肌で感じていた。

　ビンゴゲームの『景品』は、先着十名だった。

　欲望を満たすことのできる人間が十名に絞られただけでも、あれほどの悪意が生まれたのだ。これが『一名のみ』ともなれば、その効果は一体どれほどのものになるのだろう。

　特にさっき写真撮影をし損ねた人は、『今度こそは』という思いを強くし、欲望をむき出しにした振る舞いを行うはずだ。その光景を想像しただけでワクワクしてくる。実際、みんなの目がギラつき始めたように見えるのは気のせいだろうか。

「今度は何をもらえるのー？」

　と、そんな声が飛んでくるのも、焦りを隠せないからだろう。

「うむ、発表しよう。見事最後まで勝ち残った者には……」

　サタン様は焦じらすようにゆっくりとうなずき、マイクを口元に近づけ、よく通る声を部屋中に響ひびかせた。

「ワシのプライベート写真集を与えよう！」

　──静寂が訪れた。

「この一年間、リリスに撮影させたありのままのワシが、その一冊に詰まっておる！　ワシのあんな姿やこんな姿を見たい者は、ゲームに参加するがよい！」

　そのお言葉を合図に、少しずつ会場にざわめきが広がる。何を言っているのかはここからではよく聞こえないが、なんだかみんな戸惑っているように感じられた。いったい何を話し合っているんだろう？

　やがてクラスメイトの一人が、おずおずと手を挙げて、言った。

「あのー、このゲームにも『副賞』はあるのかなー？」

「うむ、もちろんじゃ！」

　サタン様が大きくうなずくと、広間に安あん堵どの息が漏もれる。

「今回の副賞には、七面鳥の丸焼きを用意してある！　今この場にはないが、厨ちゆう房ぼうで調理中の物がもうすぐ完成するであろうな。ワシの写真集に比べれば大した物ではないが、せいぜい楽しみにするがよい！」

　その説明と同時に、歓声が沸わき上がった。

「聞いてるだけでお腹なかが鳴っちゃいそう」

「さっきのケーキよりも豪華じゃない？」

「私、参加したーい！」

　皆は口々に肯定的な言葉を述べ、全員が最前列に集まってくる。

　そう、これこれ。当然と言えば当然だけど、これが人間としてあるべき正しい反応なのだ。サタン様が述べた条件で不参加を表明する者など、いるはずがないのだから。

　反応が遅かったのは、もしかしたら『サタン様のプライベート写真集』という景品があまりにも豪華すぎたせいで、頭が麻ま痺ひして思考と感情が追いつかなかったのかもしれない。

　かもしれない、ではなく、そうに決まっている。うん、きっとそうだ。

「写真集が欲しい」という声があまり聞こえてこないのは、欲望を公言することに恥じらいを感じているからなのである。それ以外に考えられない。

　ちなみに副賞である七面鳥の丸焼きも、イチゴのショートケーキと同じく、わたしとサタン様が一緒になって料理した物だ。工程のほとんどはわたしが行ったのだが、最後の仕上げである『タイマーをセットしてオーブンのスイッチを押す』という大切な役目は、サタン様が担になっている。料理においてはその最終調整こそが、一番大事なのだ。

「なんでもいいから、早く始めようよー。今度こそ頑がん張ばるにゃー」

　皆に混じりながら、桐きり原はらはウズウズと身体からだを揺らし、ゲーム開始を急せかす。

　桐原はさっきのゲームで、ビンゴを揃そろえることができなかった人の一人だ。どうやら彼女は完全にサタン様の術中に陥おちいっているようで、肩に力を入れ、○×ゲームへの意気込みを表している。

　決してゲームでの勝利にこだわっているわけではない。

　写真集を、欲しがっているのだ。

　同じく御み堂どうもビンゴを揃えられなかったのだが、こちらは平静を保ったままだ。

「さっきのゲームも、リリス君とのツーショット撮影、ということなら、もっと張り切ってたかもしれないけどね。もちろん、せっかくのパーティーなんだから、ゲームには参加するよ」

　などと、あまり興味のなさそうな表情である。

　うーん、パーティー自体は順調に進んでいるが、肝心の御堂がこんな調子だと、魔ま力りよくの溜たまりにも影えい響きようが出るかもしれないな。なんとかやる気を出させないと。

　あ、それじゃあ、こういうのはどうだろうか。

「では、サタン様にお願いして『景品』を替えてもらいましょうか？」

　そう言ってわたしは説明を補足する。つまり、御堂が最後まで勝ち残った場合だけ、特別にわたしとのツーショット写真を撮影できることにする、というわけだ。

「ほう、それは素晴らしいね！」

　わたしの提案に、ようやく御堂は目を輝かせた。

「ならば僕も本気を出すとしよう。美み緒お、悪いが君の望みは叶かなわないかもしれない」

「にゃっはっは、そうはいかんざき。いくらヒカルでも、こればっかりは譲ゆずれないんだにゃー。こっちだって手加減なしだかんね」

　御み堂どうと桐きり原はらは瞳ひとみに炎を宿し、熱気をたぎらせる。

　よしよし、これでいい。そのまま心に悪意を刻みこんでゆくのだ。

　二人を見ながらほくそ笑んでいると、サタン様がわたしのスカートの裾すそを引っ張った。

「リリスよ、そろそろ七面鳥が焼き上がる頃ころじゃろうから、厨ちゆう房ぼうから運んでくるがよい。それと、ワシの写真集も忘れずにな。場所は分かっておるな？」

「あ、はい。それは大丈夫ですけど、その間はご主人様がお一人になってしまうのですが……」

「なあに、しばらくはワシ一人でも進行に支障はないわ。ただ問題を読んでいくだけじゃからの。それより大事なのは、ゲーム終了時に写真集と七面鳥がこの場にある、ということじゃよ」

「はあ」

「せっかく優勝したのに景品の受理に時間がかかると、その者の気持ちも冷めるというもの。そうなると生まれた悪意は薄くなり、価値も下がる。○×クイズはいつ終わるのか予想ができないものじゃ。長引くときもあれば、二、三問で片がつくこともある。だから景品はあらかじめ用意しておかなければならんのじゃよ」

　なるほど。いちいち説得力のあるご説明に感心したわたしは、ただただうなずくしかない。

　いや、むしろここまで言われなければ理解できない方がいけないのだ。わたしはサタン様の使つかい魔まなんだから、もっとしっかりしないと。

「分かりました。それでは速やかに写真集を持ってきます」

　言うなり、わたしは駆け出し、準備室へと向かう。そこから廊下へと抜け、写真集のある部屋と厨房に行くのだ。

「では、始めるぞ！　第一問、多重人格魔法少女ケルベロスちゃんの第二の人格は、勝ち気でプライドの高いお嬢様タイプである。○か×か？」

　背後では、サタン様の凜り々りしいお声が響ひびき渡っていた。

　そのお声を聞きながら、わたしは大広間を後にするのだった。




　探し物はすぐに見つかった。

　厨房で焼き上がった七面鳥を手に入れた後、わたしはアルバム収納室と名付けられた部屋へ向かった。

　サタン様を撮影した写真だけを保管する場所である。

「あったあった、これだ」

　その部屋にあるアルバムのうちの一冊を手に取り、わたしはうなずく。

　アルバムには、『サタン様・プライベートコレクション』というタイトルが書かれていた。

　サタン様がゲームをプレイなさっている姿、お菓子を召し上がる瞬間、昼寝をなさっているときの寝顔、さらには歯は磨みがきをなさる姿、なんていう貴重なワンショットまで収められている、秘蔵写真集である。

　インスタントカメラでのツーショット写真とは格が違う。値段など付けようがない、まさにプレミア物のアイテムだ。

　これほど価値のある物なら、一名のみという限定もうなずけるというものだ。写真を焼き増しすれば何人にでも与えることはできるが、それではありがたみが薄れてしまう。

　ともあれ、目的の物はもう見つかった。サタン様は「○×ゲームはいつ終わるのか予想ができない」とおっしゃっていたし、早く戻らなくては。

　わたしはアルバムを空あいた方の手に持ち、部屋を出た。もう片方の手には、七面鳥の入ったカゴを抱えている。

　ふと、窓の外に目をやる。空は真っ暗だった。

　すでに午後七時は回っている頃ころだろうか。雲はなく、月がぼんやりと光を放っている。

　と、そのとき、視界の隅に見知った顔を見つけた。

　窓を開けて、わたしと同じように空を眺める一人の男。

　それは、愛あい沢ざわだった。

「あれ？　何してるんですか、こんなところで」

　愛沢の側そばまで近づき、声をかける。しかし彼はこちらを一いつ瞥べつすると、

「ちょっと、夜風に当たりたくてな」

　そう言ってまた視線を窓の外に戻す。そして、口をつぐむ。

　沈ちん黙もくが流れる。

　愛沢のことが少し気になったけど、今は写真を持っていくことの方が先決だ。

　わたしは背を向け、その場を後にしようとした。

「巻き込んで悪かったな」

　そこへ、愛沢から声がかかる。

「巻き込む？」

　よく分からない言葉に首をかしげ、振り向く。

「今回の一件は俺おれと御み堂どうだけの問題だったはずだ。それなのにリリスさんやお嬢ちゃんを巻き込んで、クラスのみんなを集めてパーティーまで開かせちまうハメになっちまった。だから、悪いと思ってるんだ。お嬢ちゃんが『勝負を預かる』だなんて言ったときは、勢いで『異論はない』なんて答えちまったけど、本当は断るべきだったんだよな」

　愛沢の口調には自じ嘲ちよう気味な色が混じっていた。どうやらこのパーティーの責任が自分にあると思っているようだ。

「怒りますよ」

「え？」

　気が付くと、わたしはそんなセリフを口にしていた。

　腹が立っていたのだ。

　突然のことに驚いたのか、愛あい沢ざわはこちらへ顔を向け、まじまじと見つめてくる。そんな彼に向かって、はっきりと言ってやった。

「パーティーを開いたのは、ご主人様ご自身の意思によるものです。愛沢くんのことはただの偶然であって、それ以上でもそれ以下でもありません。そこのところを勘違いしないでください」

　愛沢の発言は、サタン様を侮ぶ辱じよくするものだった。思い上がりというやつだ。

　パーティーを主催するのは、あくまでもサタン様なのだから。

「……」

　わたしの言葉を聞いて、愛沢はしばらく考える素振りを見せていたが、やがてこちらへ身体からだごと向き直った。

「そうだったな。謝ったつもりで、逆にリリスさんを怒らせちまった。すまねえ」

　そう言って彼は頭を下げる。

「『決闘』ってやつも、やる以上は全力で挑むよ。そうじゃないと、相手にも失礼だからな」

　愛沢は拳こぶしを握りしめ、その手を見つめる。

　それでいい。それでこそ『決闘』も意味を持つというものだ。

　本気で戦ってこそ、悪意の増加が見込めるのだから。

「……ありがとな、慰なぐさめてくれて」

　続けて、つぶやくように彼は言う。

　なんのことだろう？　さっきのわたしの言葉の中に、何か慰める意味のあることが含まれていただろうか？　記憶を探ってみるが、特に思い当たる単語はない気がする。

　──おっと、いけない。

　ついつい話し込んでしまったが、こんなことをしている場合じゃないんだった。

「じゃあわたし、行きますね」

　二つの『景品』を脇わきに抱え、今度こそ立ち去ろうと背を向ける。

「勝負に勝てたら」

　その背後から、愛沢の言葉が聞こえた。

「御み堂どうとの勝負に勝てたら、リリスさんに言いたいことがあるんだ」

　振り向くと、愛沢はいつになく真剣な表情をしていた。

「はあ。どんなことでしょうか？」

「んなの、ここでは言えねえよ。そのときになったら、話す」

　それだけを言うと彼は頭をかき、目をそらす。

　なんだかさっきからよく分からないことばかり言ってるなあ。もしかして何かよからぬことでも企たくらんでいるんじゃないだろうか？　文化祭のときだって、わたしたちから逃げようとしていたし。

　よし、ちょっとこっちからも攻めてみるか。

「面倒なので、今言ってください。そうじゃないと、聞きませんからね」

　頰ほおをふくらませ、わざと怒ったような表情を作り、それでいて媚こびるような声を出して感情を煽あおる。

　何も企んでいなければ、今話せるはず。しかし愛あい沢ざわは、わたしの言葉に戸惑いの表情を見せた。

「いや、物事にはタイミングってやつがだな……」

「えー、そんなのわたしは気にしてないのにぃ。ねえ、言ってくださいよー」

「俺おれが気にするんだってば。分かってくれよ」

「そんなこと言わずにぃ～」

「言えねえんだって」

「言ってよ～」

「言えねえって」

　身体からだをくねらせて不満を表したが、愛沢の気持ちは揺らぎそうにない。

「むぅ、そうやって意固地になるところを見ると、ますます怪しい気がしてきますね。まさか本当に……」

　わたしがそこまで言いかけたときだった。

「いやあぁぁ──────っ！」

　素すっ頓とん狂きような叫び声が、廊下中に響ひびき渡った。

　聞き覚えのある声だった。

　わたしと愛沢は顔を見合わせ、声のした方へ駆け出す。

　いくつかの角を曲がった先で見たのは、腰を抜かしてへたり込む宮みや坂さかの姿だった。目には涙を溜ため、全身を震ふるわせている。

「どうした、何があった？」

　愛沢が宮坂の側そばに駆け寄り、肩に手を置いて軽く揺らす。

　それで我に返ったのか、彼女は右手を水平に上げて、まっすぐ前を指差した。指の先には、とある部屋と、半分だけ開かれたドアがある。

　あの部屋は、確か──。

「な、な、なんで、なんでこんなところに、あんな猛もう獣じゆうがいるのよっ！」

　お尻しりで後ずさりしながら、宮坂は泣き声混じりに叫んだ。
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「猛獣？」

　宮坂の言葉に愛沢は眉まゆをひそめ、部屋の方へと視線を送り、ゆっくりと近づく。

　そして恐る恐るドアノブに手をかけて、勢いよく開いた。

「……」

　愛あい沢ざわは絶句していた。それもそのはずだ。

　彼の目の前には、黒い犬が立っていた。

　体長は約一五〇センチ。

　普通の犬と違う点は一つ。首が三つあることだ。

　三つの首はどれも前を向いている。その目つきは鋭く、愛沢をにらむようにギラついており、口からは尖とがった牙きばを覗のぞかせていた。

　そう。それは神話の世界に出てくる地じ獄ごくの番犬、ケルベロス！

　……の、ぬいぐるみだった。

『多重人格魔ま法ほう少女ケルベロスちゃん』のマスコット的存在であるケルベロスの、ビッグサイズのぬいぐるみである。実物の犬の頭身を、二頭身くらいにデフォルメした姿をしており、その可愛かわいらしさが人気の秘密だ。

　サタン様が通販で購入なさった物である。この部屋はサタン様お気に入りのぬいぐるみを収納する、ぬいぐるみ部屋なのだ。

　たまたま一番手前にケルベロスのぬいぐるみを置いてあっただけで、奥には他ほかにもたくさんのぬいぐるみが保管されている。

　ようするに、宮みや坂さかはぬいぐるみを本物だと見間違えて驚いた、というわけである。

　宮坂は目をこらして、部屋の中にあるぬいぐるみを凝ぎよう視しする。

「……えーっと」

　その正体を改めて確認し、ようやく自分の間違いに気付いたのだろう。無言で立ち上がり、眼鏡めがねを軽く押し上げて、言った。

「月がきれいな夜ね」

「何言ってんだお前」

　即座に愛あい沢ざわが突っ込みを入れるが、宮坂は無視を決め込む。

　わたしは七面鳥の入ったカゴをその場に置いて宮坂の肩を叩たたき、そっとハンカチを差し出した。

「これ、使ってください。まだ涙が顔に残ってますよ」

「な、泣いてなんかないわよ！　ただちょっと、目にゴミが入っただけなんだから！」

　宮坂は頰ほおを赤くし、顔を背ける。そんな彼女を、わたしと愛沢は呆あきれた目で見つめるのだった。

「ところでお前、こんなところで何やってたんだ？」

　ふと、愛沢が当然の疑問を口にする。確か彼女もさっきまで大広間にいたはずだ。

「……悟さとるを探してたのよ。さすがにそろそろ戻った方がいいんじゃないかなって、思ったから」

　ふてくされた顔で宮坂は口を開く。それを聞いて愛沢は、バツが悪そうな表情を作った。

「そっか。悪いな、俺おれのせいで怖がらせちまったみたいで」

「いいわよ、もう」

　宮坂は両腕を胸の前で組み、頰を膨らませて背を向ける。何やら機嫌が悪そうだ。

　彼女の態度に小さくため息をつき、愛沢は頭をかいた。

　しかし何かに気付いたように視線を動かし、つぶやく。

「そういやお前、その服」

「え？」

　その言葉に宮坂は振り向く。

「たしかこの前、買い物に行ったときに買った服だよな」

「え、ええ、そうだけど」

　いぶかしむ宮坂のパーティードレスを眺めながら、愛沢は言った。

「まあ、いいんじゃねえの。悪くはないな」

「──っ！」

　宮坂は再び背を向け、指をもじもじさせた。顔は今まで以上に真まっ赤かになっている。

「あ、あ、ありがとう……」

　か細い声で宮坂はつぶやく。その声は小さすぎて、愛沢に聞こえているかどうかも分からない。

　──おっと、いけない、いけない。また忘れるところだった。

　二人のやり取りをぼんやりと見ていたわたしは、不意に目的を思い出した。早くこの写真集と七面鳥を届けなければいけないんだった。

「とりあえず、パーティー会場に戻りましょうか。ちょっと急ぎたいのですけど」

「そ、そうね。急いだ方がいいかもね」

　宮みや坂さかは顔を赤くしながら同意を示す。愛あい沢ざわも異論はないのか、無言でうなずいた。

「では、行きましょう」

　その言葉を合図に、わたしたちは小走りで廊下を駆ける。

　走りながら、わたしは疑問に思っていたことを口にした。

「ところで宮坂さん、○×ゲームの方はどうしたんですか？　宮坂さんも参加してませんでしたっけ？」

　その質問で、今まで上機嫌だった宮坂は、途端に不愉快な表情を作る。

「……失格になったから、ここに来たに決まってるじゃない」

「ああ、そっか。それもそうですね」

　納得したわたしは、大きくうなずく。

「悪かったわね、一問も正解できなくて」

　そこまでは聞いていない。

　そんな会話をしながら、わたしたちは大広間へと向かう。

　わたしの横では愛沢が決意に満ちた表情を見せていた。

　彼はわたしに何か言いたいことがあるらしい。それがなんなのかは分からないけど、しかしすぐに判明することだ。あまり気にする必要はなかった。

　愛沢と御み堂どうの『決闘』は、すぐそこまで迫っているのだから。














　　　第四章　真冬の激闘！









　会場のドアを開けた瞬間、大きな歓声が聞こえてきた。

　見ると、参加者の全員が前の方に集まり、輪になっている。みんなは笑顔を作りながら、輪の中心にいる人物に拍手を送っていた。

　中心にいるのは、桐きり原はら美み緒おだった。彼女は小こ躍おどりしながらにゃーにゃー騒いでいた。

「リリスよ、ちょうどよいところに戻ってきたな。今まさに、決着がついたところじゃ」

　壇だん上じようからわたしの姿を見つけたサタン様はそうおっしゃり、桐原に目をやる。彼女の側そばでは御み堂どうが肩をすくめ、

「美緒の熱意には驚かされるばかりだよ」

　と苦笑していた。

　なるほど。状況から判断すると、優勝したのは桐原なのか。

　わたしはサタン様の側へ駆け寄り、写真集を手渡した。中身を確認すると、サタン様は桐原を見つめながら、口を開く。

「それでは景品の受理といこうかの。桐原よ、近ちこう寄れ」

「はーい」

　桐原は手を挙げて返事をし、サタン様のすぐ側まで近寄る。その表情は心底から嬉うれしそうに見えた。

「これをおぬしにやろう。よくぞ最後まで勝ち残った。褒ほめてつかわすぞ」

「大事にするにゃー」

　桐原はほくほくとした笑顔で写真集を受け取り、両手で抱きしめる。そしてそそくさと御堂の元へ近寄り、自慢げに見せびらかしていた。

「まったく、あの子は何やってんだか」

　そんな桐原を、宮みや坂さかは呆あきれた目で見ている。

　はしゃぐ桐原の周まわりには、参加者のうちの何人かが集まり、羨うらやましそうに写真集を見つめながら、

「いいなー」

「ちょっとでいいから中を見てみたいな」

　なんてことをつぶやいていた。

　よしよし、悪くない反応だ。嫉しつ妬とは悪意を生む要因となる感情の一つ。その感情を引き出すことができたのだから、この時点でゲームは成功である。

　おそらくさっき見たみんなの拍手は、負け惜しみだったのだろう。勝ち残れなかった悔しさを紛らわせるために、桐きり原はらを褒ほめ称たたえるフリをしていたのだ。

「ま、写真集に関しては、一番欲しい人の手に渡ったって感じだね」

　などという声が時折聞こえるのも、当然強がって言っているだけである。

「では、続いて副賞を……」

　満足しつつ、わたしがカゴの中から七面鳥を取り出そうとすると、

「あ、そっちは別にいらないから、みんなで分けて食べればいいんじゃないかにゃー」

　桐原はあっさりそんなことを言って背を向けた。

　その言葉で、盛り上がりはさらに加熱する。

「桐原さんって太っ腹だね！」

「さすがは生徒会書記！」

「美お味いしそう！」

「早く食べたい！」

　皆はそんなセリフを口々に叫んでいる。

　これは、思わぬ収穫だ。

　どうやら桐原は副賞のことはどうでもいいらしく、その権利を放棄した。まあ、所しよ詮せんは副賞なんだから興味がなくても当然と言えば当然なのだが、おかげで、景品を得られないと思って落胆していた皆の気持ちに火がつき、心の中を食欲で満たしているのだ。

　結果的にではあるが、桐原の行動がアシストとなって、予想以上に良好な成果を得ることができたみたいだ。

　ともかく、○×ゲームは無事終了、悪意は滞りなく溜たまりつつあるようだった。

「さて、どうやら全員揃そろったようじゃの。では、皆が待ちかねておったイベントを行うことにしようかのう」

　サタン様はみんなを見回し、何度かノドを鳴らすと、力強く宣言なさった。

「ただいまより、プレゼント交換会を始める！」

　その一言で、盛り上がっていた会場はさらにヒートアップした。

「皆の者、今こ宵よいのぱーてぃーへの参加条件を満たす物を、持ってきておるな？」

「はーい！」

「持ってきてるよー！」

「早く始めよー！」

　サタン様の問いに皆は即答し、手持ちのバッグ、あるいはポケットなどから、『それ』を取り出す。

　このクリスマスパーティーには、一つだけ参加条件が課せられていた。

　それは、プレゼント交換用の品を持ってくる、というものだった。

　なんでもいい、どんなに安い物でもいいから、とにかく何か持ってくること。それが条件だ。

　パーティーの最後に行う、このプレゼント交換会を成功させるためである。

　皆がプレゼントを持ってくることで、初めて交換会は成立するのだから。

　幸いにもみんな協力的で、全員がプレゼントを用意してきたようだ。

　しかもやる気満々。これなら問題なく交換会を始められる。

　始められる、のだが。

　わたしは壇だんに上がり、サタン様の耳元でそっと囁ささやいた。

「サタン様、サタン様」

「ワシが出すプレゼントは、ワシ自身をモデルとして撮影し、丸一日かけて制作したお手製のコスプレカレンダーじゃ！」

「サタン様、サタン様ってば」

「オマケとして、くりすます仕様の手作りお菓子セットも……、ん、なんじゃ？」

　わたしの呼びかけに、サタン様はみんなへの説明を中断してこちらに顔を向ける。

「ご説明の途中で失礼します。少し、お聞きしたいことが」

「なんじゃ、言うてみよ」

　盛り上がっているところに水を差されて、サタン様はやや気分を害されたようだ。そのことを心苦しく思いながらも、確かめておかなければならないことがあった。

「プレゼント交換会は、パーティーの最後に行うのでしたよね？」

「うむ、その通りじゃ」

「では、『決闘』はいつ始めるのでしょうか？」

「決闘……？」

　わたしの言葉にサタン様は眉まゆをひそめる。

　しかしすぐに、

「あっ」

　と声を漏もらした。

「うむ、そうじゃな。決闘な、うん。決闘、か……」

　わたしから顔を背けて、サタン様はご自分に言い聞かせるようにつぶやく。

「サタン様……？」

「リ、リリスよ、少しの間、皆の相手を頼む」

　サタン様はわたしにマイクを渡すと、ふらふらとした足取りで壇上の隅へと歩き、こめかみに手を当ててブツブツと独り言を言い始めた。

　どうされたのだろうか。突然のことに、わたしは戸惑った。

　サタン様の身にいったい何があったのかと考え、しかしすぐに思い至る。

　きっと、司会進行による疲労が限界に近いのだ。

　サタン様の額と頰ほおに伝う汗が、何よりの証拠である。

　よし。ならば命じられた通り、わたしが代わりに企画を進めよう。主人のピンチを助けるのが、使つかい魔まの役目だ。

『決闘』についてのお答えは聞けなかったけど、わたしが心配しなくとも、きっと何か考えておられるに違いない。舞い上がりすぎて本来の目的を忘れていた、なんてことは、サタン様に限ってありえない。ありえないのだ。

　マイクを口元に近づけ、みんなに笑顔を向ける。

「それじゃあ、今からこれを配るから、みんな取りに来てねー」

　そう言ってわたしは、用意しておいた物を掲げる。

　それは、丸い形をしたプラスチックのプレートだった。手のひらに収まるサイズで、表にはそれぞれ異なる数字が書かれており、裏には安全ピンが付けられている。

　プレートを配りながら、言葉を続ける。

「ビンゴゲームのときと同じように、クジを用意してます。そのクジを、わたしが一度に二枚引きます。そのとき出た数字と同じ番号の人同士が、プレゼントを交換し合ってくださーい。何か質問はありますかー？」

「リリスさんとサタンちゃんも参加するのー？」

「はい、参加します。さきほどご主人様がおっしゃろうとしていましたが、ご主人様の用意されたプレゼントは、コスプレカレンダーです。ご主人様のあんな姿やこんな姿を撮影した、秘蔵の一作となってます。ついでに、手作りのお菓子セットもオマケで付いてきます。最高級の素材を使った、クリスマス仕様の特別なお菓子ですよー」

　会場がどよめく。

　それも当然だ。今度はコスプレカレンダーなのだ。

　全すべての悪あく魔まの頂点に立つサタン様は、どんな服でもお似合いになる。そのサタン様が、あらゆる職業の制服を着こなしたお姿を撮影したカレンダーなのである。これほど希少価値の高いカレンダーが他ほかにあるだろうか、いや、ない。あるはずがない。

　当然、みんなの反応は好意的なものばかりだ。「今度はカレンダーか、色々考えてるんだね」という声が聞こえるのは、サタン様の英知を讃たたえているからであり、「サタンちゃん頑がん張ばってるし、ここまできたら最後まで付き合おっかな」などとつぶやく者がいるのは、覚悟を決めて気合を入れ直しているからである。

　中には、「最高級素材だってよ」「ああ、どんな材料を使ってるのか、気になるよな」「ケーキ美お味いしかったし、手作りのお菓子もきっと美味しいんだろうね」「うーん、これもリリスさんの手作りなのか。今度こそゲットしたいぜ」なんて話で盛り上がっている人たちもいたが、何事にも例外というものはある。

　ちなみにオマケの手作りお菓子セットは、クッキーとチョコレートの組み合わせだ。

　魔ま王おうたるサタン様の名に恥じないよう、どちらも高級スイーツショップとして有名なお店で使われているのと同じ材料を使用して、完成させた物である。そこらにある大衆向けのお店で買えるようなお菓子とは、一味も二味も違う。

　当然、このお菓子もわたしとサタン様が一緒になって作り上げた。

　誰だれにでもできるような雑用の大半はわたしがこなし、決して欠かすことのできない超重要な仕上げである『手書きのメッセージカードを書く役目』を、サタン様が担になったのだ。

『さんたからのぷれぜんと』という一文を添えたメッセージカードがなければ、クリスマス仕様とは言えないのである。

　まあ、お菓子セットのことはどうでもいい。いくら高級素材を使ってるとはいえ、コスプレカレンダーの価値に比べたら、天と地ほどの差があるのだから。

　このカレンダーは、今日きよう一番の目玉だと言ってもよい代物だった。人によっては、さっきのプライベートコレクション以上に欲しがる一品かもしれない。

　現に桐きり原はらなんて、「欲しい欲しいー」とダダをこねる子どものように騒いでいる。

「サタンちゃんのコスプレ姿、見たいにゃー。クジなんて抜きにして、私のこの最新クソゲーセットと交換してよー。きっとサタンちゃんも欲しがると思うにゃー」

　実にワガママな意見だが、まあ、そう思うのも無理はない。確率をいじりでもしない限り、目当てのプレゼントなんて……。

　あっ、そうか！

　ここへきて、わたしはようやくサタン様の狙ねらいに気付き、愕がく然ぜんとしてマイクを落としそうになった。

　好きなクジを、狙って引ける人間などいない。

　しかし悪魔は別だ。

　悪魔には、確率を操作できる力があるのだ。

　魔王たるサタン様なら、桐原とご自分のクジを同時に引き当てることなど造作もないこと。

　桐原とご趣味の合うサタン様には、彼女がサタン様好みのプレゼントを持ってくるという、確たる思いがあったのだろう。だからプレゼント交換会を行うことにしたのだ。

　さすがはサタン様、クリスマスパーティーという一つの舞台において、いくつもの策をめぐらせ、ご自分の欲望さえも叶かなえようとなさるその深遠なる知能は、もはや何者も到達できない領域である。

「みんな、ちょっと待ってね」

　わたしは皆を待たせ、サタン様のお側そばへ駆け寄る。そして、

「サタン様、わたしは今、猛烈に感動しています！」

　あふれんばかりの思いを伝えた。

「ん、な、なんじゃ？」

　わたしは今になってサタン様の真の狙ねらいに気付いたということを、熱く語った。

　しかし疲労のために顔色を悪くされていたサタン様は、わたしの語る言葉を聞き、なぜかさらに表情を悪化させた。

「あー、うん、そうじゃの。確率を操作すれば、好きなプレゼントをもらえるのう。そうか、桐きり原はらは最新クソゲーセットを持ってきおったか。欲しい、欲しいのう、うーむ……」

　腕を組み、顔中にダラダラと汗を流しながら、サタン様はうめく。

「？」

　訳が分からないわたしは、首をかしげるばかりだ。

　と、サタン様は何かを思い出したように顔を上げた。

「し、しかし、あれじゃな。そのためには愛あい沢ざわが邪じや魔まじゃな」

「あっ、それもそうですね」

　言われてわたしも気付く。

　愛沢は世の理ことわりの埒らち外がいにいる者だ。彼のようなイレギュラーがいると、悪あく魔まが確率を操作しても、その効果が打ち消されるのだ。

　計画は行き詰まったように思えた。

　が、しかしすぐに名案を思いつく。

「では、こういうのはどうでしょうか？　交換会の手順を示す見本として、わたしと愛沢が、お互いのプレゼントを交換してみせるのです。これで邪魔者は排除できるはずです」

「な、なんじゃとっ!?」

　わたしの提案に、サタン様は悲鳴に近い声を上げ、余計に顔を青ざめさせた。「そんな抜け道があったとは……」と、よく分からないセリフをつぶやいておられる。

　だがサタン様はすぐに口元を引き締めると、額の汗をぬぐい、小さくセキ払いをした。

「い、いや、それも計画のうちじゃ。今、お前にその作戦を伝えようとしておったところなんじゃ」

「そうでしたか、それは失礼しました」

　そう言ってわたしは頭を下げる。やはりサタン様はこの程度のことなど、すでにお考えになっていたのだ。

「では、早速そのやり方で進めてみますね」

「う、うむ、とりあえずそれで時間を稼ぎ……、いや、なんでもない。お前に全すべて任せたぞ」

「はい、それでは！」

　大きくうなずき、サタン様に背を向ける。

　そして再びみんなの前に出て、司会進行を再開した。

「えーっとですね。きっとみんな、このプレゼント交換会を楽しみにしていたと思うんです。不満を抱かずに終わらせたいと思っているはずですよね。なので、みんなにより分かりやすく説明するために、お手本として、わたしと愛あい沢ざわくんのプレゼントを交換してみようと思います。みんなはその手順をしっかり見ておいてください」

　突然名前を呼ばれ、愛沢は目を見開いた。

　皆の視線が、彼に向けて一斉に集まる。

「愛沢くんには事前にこのことを伝えていますから、何も問題はありません。ちゃんと同意も得ています。ですよね、愛沢くん？」

　わたしは愛沢に話を合わせるよう、片目をつむって合図を送る。打ち合わせも何もしていないけど、なんとなく雰囲気で理解してくれることに期待だ。

　合図を受けて、愛沢はなぜか顔を赤くしたが、

「……ま、いいけどな」

　頭をかきながら、そうつぶやいた。

　よし、これで万事解決だ。

　──と、思ったときだった。

「待ちたまえ！」

　静止の声が響ひびき渡った。

　声のした方に目を向ける。

　そこには、愛沢に対して苛か烈れつな視線を送る、御み堂どうヒカルの姿があった。

「その役目、僕が代わろう！」

「……どういうことだ？」

　強い眼まな差ざしを受けて、愛沢もにらみ返す。

「プレゼントをもらうのは僕だ、と言っているのだよ。僕こそがリリス君とプレゼントを交換するに相応ふさわしい人間だからね」

　髪をかき上げ、御堂は真顔でそんなことを言う。冗談など一切混じっていない、本心から出た言葉なのだろう。

「さすが青い騎き士し様、凜り々りしいお姿……」

「お声も素敵です……」

　堂々とした御堂の振る舞いに、周囲からは感嘆の声が漏もれる。

「そういうわけだから、僕に役目を譲ゆずってくれないかね？」

「……」

　愛沢はしばらくの間、御堂をにらんでいたが、

「やだね」

　そう言ってさらに目つきを鋭くする。

「おや、君もリリス君のプレゼントが欲しいのかい？」

　愛沢の返答に、御堂は目を細めた。感情の波に変化が表れたように見える。

　軽く舌打ちして、愛あい沢ざわは口を開く。

「別にプレゼントはどうでもいいんだよ。だけどな、進行を滞らせるようなてめえの行為が、気に食わねえんだ。今はリリスさんが一生懸命話を進めてんだ、大人しくしてろよ」

「ふむ。ならば君も意地を張らず、さっさと僕に役目を譲ゆずりたまえ。その方が早いだろ？」

「そうはいかねえ。てめえのことを認めたら、勝手にプレゼントを交換し始める奴やつが出てくるかもしれねえだろうが。それじゃゲームどころじゃなくなるんだよ」

「それは思い過ごしというやつだよ。そんなに自分のクラスメイトのことが信用できないのかね？」

「万が一ってことがあるだろ」

「そもそも今までゲームに参加していなかった者に、とやかく言われたくないのだけどね」

「じゃあてめえが参加しなけりゃいいだけだ。俺おれが参加する以上は、勝手なことはさせねえ」

　二人はお互いに自分の意見を譲るつもりがないらしく、話は平行線をたどったままだ。皆が不安な目で見守る中、二人はにらみ合い、一触即発の空気を作り出している。

　その空気を破ったのは、

「そ、その手があったか！」

　サタン様の放った声だった。

「リリスよ、マイクを貸せ」

　さっきまで顔色を悪くされていたサタン様は、もう回復なさったのか、壇だん上じようの中央に歩いてくると、わたしの手からマイクをお受け取りになる。

　そしてみんなを見回してから、おっしゃった。

「ただいまより、緊急特別企画を行う！」

「特別、企画？」

　突然の宣言に、会場のみんなのざわめきに混じって、わたしも驚きの声を発した。愛沢と御み堂どうもにらみ合いをやめて、サタン様に視線を向ける。

　誰だれもが浮かべる疑問の二文字。しかしサタン様が続けた次のお言葉で、全すべての謎なぞが解ける。

「愛沢悟さとると御堂ヒカル、この両名による決闘を執り行う！　勝者にはリリスとのプレゼント交換の権利を与えよう！」

「──っ！」

　わたしはハンマーで殴られたような衝しよう撃げきを受けていた。

　サタン様は、ここまで考えておられたのか……っ！

「どうじゃ、皆の者。突発的なイベントじゃが、面白いとは思わんか？　晴せい嵐らんの青い騎き士しと、一年三組の問題児が、リリスのプレゼントを巡って本気で争う。感動的な話ではないか」

　サタン様のお言葉に、みんなは騒ぎ始め、そして次第に同意の声が広がっていく。

「ちょっと面白い組み合わせじゃない？」

「青い騎き士し様が活躍するところ、見てみたいな」

「プレゼント交換会はその後にやればいいしね」

「突然こんなことを思いつくなんて、サタンちゃんって頭いいんだね」

　やがて満場一致で賛成の声が上がる。まさにサタン様が思い描いた通りの展開だった。

　プレゼント交換会から、愛あい沢ざわと御み堂どうの決闘への、速やかな移行。素晴らしい。

　しかもみんなには、アドリブで二人の決闘をプロデュースしたと思わせているのだ。

　本当は事前に計画しておいたことなのに、である。

　つまりは、『やらせ』だ。

　なんという悪徳なる所業。段取りが決められていたことに気付いている人など、きっと一人もいないはず。騙だまされているとは知らず、ますますサタン様の株は上がるのだ。

　全すべてはサタン様の思うがままに事が進んでいる。

　わたしがプレゼント交換の手本を見せようとしたことも、その後の愛沢と御堂のいざこざも、もちろん計画のうちだ。

　愛沢と御堂、そしてわたしでさえ、サタン様の手のひらの上で踊らされていたに過ぎなかったのである！

　こちらの企たくらみになど気付かず、みんなは好き勝手に盛り上がっている。

「でも、愛沢とリリスさんって、そんな関係だったんだ？」

「リリスさんのために、青い騎士と一騎打ちか。なかなか男気のある奴やつなんだな、愛沢って」

「あれ？　たしか愛沢って、委員長と……」

「バカ、言うなって。きっと複雑な事情があるんだよ。察してやれよ」

「そっか、あいつも大変なんだなあ……」

　話している内容はいまいち理解できなかったけど、ただの雑談だろうから気にする必要はない。

　周囲の会話など耳に入ってないのか、愛沢と御堂は再びにらみ合っていた。

「どうやら舞台は整ったようだね」

「ああ。ようやくてめえをぶっ飛ばせる」

　そんな二人を、桐きり原はらはニヤニヤ笑いながら見つめている。

「ま、私は観客として楽しませてもらうにゃ。どっちも頑がん張ばりなよー」

　全ての人が気持ちを高ぶらせながら、いよいよメインイベントが始まろうとしていたのだ。

　……プレゼント交換の、手本を見せようとしたときからずっと、宮みや坂さかがなぜかわたしをにらんでいたが、よく分からなかったので気にしないことにした。




「待たせたな、皆の者！」

　マイクを片手に、サタン様が叫ぶ。

「これより、愛あい沢ざわ悟さとると御み堂どうヒカルの決闘を行う！」

　そのお言葉を合図に、周囲から大きな拍手が起きた。

　わたしたちは大広間の中央に集まっていた。並べられていたテーブルの類たぐいは、隅っこの方に片付けられている。

　中心にいるのは愛沢と御堂。その二人を囲むように、皆は輪になって遠巻きに見守っていた。

「それで、具体的には何をすればいいんだい？」

　御堂が疑問を口にする。決闘をする、とは決めていたものの、その詳細については何も説明していなかった。

　御堂の問いを待っていたとばかりに、サタン様が口を開く。

「うむ、これじゃ。リリスよ」

「はい」

　わたしは大きな箱を二人の前に出した。サタン様にさっき命じられて、持ってきた物だ。

　それは、チャンバラの道具だった。

　チャンバラとは、木の棒などを武器に見立て、友達と斬きり合う真似事をする、子どもたちの遊びの一種だ。

　ただし遊びだと言ってバカにしてはいけない。最近では『本気で遊ぶ』人のために、本格的な用具が作られているのだ。

　目の前に用意された武器は、三種類。小こ太だ刀ち、長剣、槍やりである。

　チャンバラに興味を持ったサタン様が、通販で購入なさった物だ。サタン様は通販愛好家なのである。

　用具のサイズはそれぞれ、小太刀が六十センチ、長剣が百センチ、槍が二百センチとなっている。武器の『刃』となっている部分はビニール製で、攻撃時に衝撃を緩和させるため、中に空気を入れている。

　本当は、武器の種類はもっと多いらしいのだが、全部揃そろえる前に飽きて買うのをやめたのだそうだ。

「ルールは簡単じゃ。各々が好きな武器を持ち、相手を攻撃する。剣道のように細かい判定はない。身体からだのどこを打ってもいいし、逆にどこを打たれてもいかん。ま、実戦に近いと言えば近いかもしれんな」

　小太刀を手に持ち、軽く振り回しながらサタン様が説明を続ける。

「じゃが一度打たれただけで終わりでは面白くない。これはゲームなのじゃからな。よって、先に五回相手を打てば勝ちとする！」

　そうおっしゃってサタン様は、「何か質問はあるか？」と二人を見やる。

「なるほど、把握したよ」

　御堂は小さくうなずくと、タキシードの上着を脱ぎ、青いバラを抜き取ってから桐きり原はらに手渡した。

「質問はない。こっちはいつでも始められるよ」

　御み堂どうは青バラをカッターシャツの胸ポケットに挿し、愛あい沢ざわに向かって不敵な笑みを浮かべる。

　愛沢は両腕を組みながら、チャンバラの道具が入った箱を見下ろしていたが、やがて不機嫌そうな顔で口を開いた。

「俺おれは武器なんていらねえよ」

　その言葉を予想しておられたのだろう。サタン様は呆あきれたように小さく息を吐く。

「バカモンが、これはケガをせんための措そ置ちなのじゃよ、お互いにな。嫌ならおぬしの負けということになるが、よいか？」

「……ちっ」

　愛沢は舌打ちすると、乱暴にコートを脱ぎ捨てた。こちらも質問はないみたいだった。

　そんな愛沢の様子を見つめていた宮みや坂さかは、コートを拾うと、不安そうに眉まゆをひそめながら言った。

「ねえ、悟さとる。そんなにあの子のプレゼントが欲しいの？」

「……関係ねえって言ってるだろ。俺は御堂が気に入らねえ。だから戦う。それだけだ」

　宮坂の問いに、愛沢は憮ぶ然ぜんとした顔で答える。目を合わせようとすらしなかった。

「……その『気に入らない理由』には気付いてないんでしょうね」

「ん？　何のことだ？」

「なんでもない」

　短く言葉を発すると、宮坂は背を向け、大広間の出口へと歩いてゆく。そしてそのまま、何も言わずに出ていった。

　愛沢はその後ろ姿をいぶかしげに見送っていたが、気持ちを切り替えるように頭を軽く振り、御堂の方へ向き直る。

　御堂は自分が使用する武器を吟ぎん味みしていたが、やがて小こ太だ刀ちを手に取り、満足げな笑みを浮かべた。

　愛沢も箱の側そばへ近寄ると、無造作に長剣を摑つかみ取った。深くは考えずに選んだようだった。

　二人は一瞬だけにらみ合うと、同時に背を向けて少し距離を取る。そしてやはり同時に振り向き、全身に闘志をたぎらせた。

　サタン様は二人へ交互に目をやり、邪じや魔まにならないよう、後ろに下がる。そして、

「リリスよ、この『決闘』から決して目を離すでないぞ」

　わたしにだけ聞こえる声で、囁ささやいた。

「お前にとって、とても大事な一戦になるのじゃからな」

「わたしに、とって？」

　首をかしげ、言葉の意味を考える。

　そしてすぐにその意味を理解し、緊張に身体からだを強こわ張ばらせた。

　わたしにとって大事ということは、サタン様にとっても大事だということ。そして魔ま王おうたるサタン様にとって大事なこととは、完全復活を果たし、この世界を統すべることに他ほかならない。

　つまりこの『決闘』には、サタン様と、そして我々悪魔全すべての命運がかかっている、ということなのだ。

　それほどまで重要な意味が込められていることに気付かなかったなんて、サタン様の使つかい魔まとしてあるまじき失態である。クリスマスパーティーの雑務に追われていたからそこまで頭が回らなかった、なんて言い訳にもならない。大いに反省しなければならない。

「決して目を離しません！」

　軽く頰ほおを叩たたき、気合を入れ直す。

「うむ、それでよい」

　わたしの言葉にうなずき、サタン様は御み堂どうと愛あい沢ざわを見比べる。

「双方、準備はよいな？」

　サタン様の声に、二人は無言で応こたえた。

　それを肯定の意として受け取り、サタン様は宣言なさる。

「それでは、始め！」

　ついに、決闘が始まったのだ。
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　周囲からは声援が飛んでくる。

　青い騎き士しこと御み堂どうヒカルには、その人気の高さからか、他ほかのクラスの生徒だというのに支持をする者が多かった。

　しかしクラスメイトとして愛あい沢ざわを後押しする声もあり、応援の数だけなら互角だと見てよいだろう。

　いくつもの声が飛び交う中、不意に御堂は、愛沢に向かって言った。

「愛沢君、君にハンデをやろう」

　御堂は自分の胸に挿さったバラに視線を落とし、言葉を続ける。

「僕の胸に咲いている、この青いバラを散らすことができれば、君の勝ちとしよう」

　そのセリフに、愛沢は露骨に不機嫌な表情を見せた。

「ふざけんなよ、てめえ。どういうつもりだ？」

「公平な勝負にするためさ。『決闘』とやらがどんなゲームになるのか分からなかったが、まさかこういうことになるとはね。このままではフェアな決着は望めないと思うんだよ」

「訳分かんねえこと言ってんじゃねえよ！」

　愛沢は叫ぶと、右手に持った長剣を振りかぶり、駆ける。そして御堂めがけて勢いよく斬きりかかった。

　振り下ろされた斬ざん撃げきを、しかし御堂はあっさりとかわす。

　攻撃が外れ、愛沢はバランスを崩してよろめいた。

　その無防備な背中に、御堂が小こ太だ刀ちを一突きする。

　体勢が悪かったところを押された形になったためか、愛沢はその勢いで派手に転んだ。衝しよう撃げきで、愛沢はわずかに顔をしかめる。

「まずは一本」

　御堂は冷ややかに言い放ち、愛沢を見下ろした。倒れた相手へ追撃を入れないのは、余裕の表れなのかもしれない。

「……」

　愛沢は無言で立ち上がる。今の一撃で御堂への警戒を強めたのだろう、長剣を両手で持ち、腰の下に構え、ジリジリと間合いを詰めてゆく。

　小太刀には軽さと速さがある。懐に飛び込み、素早い斬撃を繰り出せば、避けるのは困難だ。

　長剣は小太刀よりも重いため、どうしても振りが大きくなり、動作が遅くなる。しかし長さの点では小太刀よりも勝っているため、長剣が届くギリギリの距離から攻撃を繰り出せば、一方的に攻め立てることが可能となる。

「ふむ」

　御堂は無造作に立ちながら愛沢を見つめていたが、小さくつぶやくと、わずかに腰を落とした。そして身体からだの右側を前に向け、右手を腰の高さまで上げて剣先を水平に傾ける。

　あのポーズは、確か……。

「青い騎き士し様って、フェンシングの県大会で優勝したんじゃなかったっけ？」

「ああ、たしかジュニア代表候補にも選ばれたとか」

　外野からはそんな声が飛んでくる。が、愛あい沢ざわの耳には入っていない。

　御み堂どうの構えなど気にせず、愛沢はゆっくりと間合いを詰める。

　長剣の範囲内に入った瞬間、彼は両腕を振り上げた。さっきよりも振りが小さく、速い斬ざん撃げきだ。

　御堂の胸元へ長剣が迫る。しかし御堂は全く動じることなく、小こ太だ刀ちを長剣に当て、手首の力を使って上に払う。愛沢の力をも利用した、自然な動きだ。

　愛沢の両腕が真上に上がる。胸元がガラ空あきになり、その隙すきを御堂は見逃さない。

「ふっ！」

　小さく息を吐き、踏み込みながら右手を前に突き出した。

　愛沢の胸に小太刀が食い込む。しかしそれで終わりではない。一呼吸置く間もなく、御堂はさらに突きを繰り出した。

　小太刀は今度も同じく胸元へ刺さり、愛沢はよろめきながら後ろへ下がる。

　愛沢は顔をしかめ、口を固く引き締めていた。武器はビニール製なので痛みはないはずだが、御堂の圧倒的な実力にショックを隠せないでいるのだ。

　御堂は攻撃を二本同時に決めた。あと二回攻撃を受けると愛沢の負けだ。それどころか、今のような二連撃をもう一度食らうと、一気に勝負が決まる。

「見たところ、君も多少は戦いの場に身を置いた経験があるようだね。ならば分かるはずだ、僕と君との力の差が。今なら棄権を認めよう。君もこれ以上、クラスメイトの前で無様な姿を晒さらしたくはないだろ？」

「……」

　荒く息を吐きながら、愛沢は御堂をにらむ。緊迫した空気は、より一層濃いものとなる。

　それにしても、なかなかいい勝負だ。

　御堂の動きは洗練されていた。日ひ頃ごろから鍛きたえているのだろう。その動作の一つ一つに、隙すきがない。

　対して、愛沢の方はムダが多く、雑で隙だらけ。スポーツに関する特別な訓練を受けた様子などは見受けられない。

　だが決して動きそのものは鈍くない。武器を振るうその力はとても強く、豪ごう快かいだ。勢いに乗れば一気に流れを引き寄せることだってできるだろう。

　この戦い、実力的には御堂の方が上だろうけど、愛沢にもペースを握れば勝ちの目はある。彼は御堂の言葉に一切耳を貸すつもりはないみたいだった。まだ全然諦あきらめていない。少なくとも精神的な面では、両者は互角だと言える。

　お互いに、相手を打ち負かそうという気持ちに心を支配されていた。その思いが他ほかの者にも伝わるのか、応援の声にも熱がこもってきている。

　御み堂どうを応援する者はその美しさに見み惚とれ、うっとりとした表情を浮かべて歓声を上げていた。間もなく勝利が訪れるだろうことを、疑ってもいない。

　愛あい沢ざわを応援している人たちは、不安そうな目で彼を見つめていた。勝って欲しいとは願っているが、相手が悪すぎると感じているのだろう。もし愛沢が棄権したとしても、おそらく誰だれも責めたりはしないはず。しかしそれでも彼の勝利を信じて、大きな声援を飛ばしている。

　今この場は、異様な高揚感に満たされていた。戦いという野蛮な行為に熱狂し、誰もが悪意をまき散らしている。

　これこそ、サタン様の望んだ通りの展開だ。

　嬉うれしかった。ワクワクしてきた。胸が躍おどった。

　気持ちが高ぶったわたしは、「いいぞ、もっとやれ」という意味を込めて、叫んだ。

「二人とも、頑がん張ばって！」

　あまりにも嬉しすぎたから、笑顔になっていたかもしれない。

　わたしの声を受けて、御堂はにこやかに微笑ほほえんだ。勝利を確信した顔だ。

　一方、愛沢は口を『へ』の字に曲げると、

「ま、かっこつけてる場合じゃねえよな」

　そう言って小さく息を吐いた。そして、彼はチャンバラの用具が入った箱へ近づき、サタン様に声をかける。

「武器は一本だけじゃなくてもいいんだよな？」

　言いながら返事も聞かず、中から小こ太だ刀ちを一本取り出し、左手に持つ。

「もちろんじゃ。二刀流こそチャンバラの真しん髄ずい、存分に味わうがよい」

　サタン様は愛沢を楽しそうな目で眺めておられた。わたしにしか聞こえないくらい小さな声で、「面白いことになってきおったわい」などとつぶやいている。

「なるほど、考えたね」

　御堂は口の端をつり上げ、再び構えた。

　確かにこれは、より面白い展開になってきたかもしれない。

　愛沢は武器を増やした。いくら御堂でも、二本の刀を同時に払うのは難しいはず。

　それにおそらく、御堂にとって二刀流は未知の領域なのだろう。対処の仕方を決めあぐねているように見える。

　一方、愛沢は残りポイントに余裕がない。無む闇やみに攻め込んで失敗すれば、そこで勝敗が決する可能性もある。故に、安易に近づこうとせず、様子をうかがっているようだ。

　両者は一定の間合いを保ったまま、膠こう着ちやく状態に陥おちいっている。

　いつの間にか、応援の声がやんでいた。

　皆は緊張した面持ちで、二人を見守っている。

　沈ちん黙もくを破ったのは、愛あい沢ざわだった。

　愛沢は右手を大きく振りかぶると、

「おらあっ！」

　手に持った長剣を、御み堂どうめがけてブン投げた。

「なっ！」

　突然のことに驚いたのか、御堂の動きが一瞬硬くなる。そのせいで反応が遅れ、『避ける』という選択肢がなくなった。

　御堂は小さく舌打ちしつつ、飛んできた長剣を小こ太だ刀ちで打ち落とす。

　その間に、愛沢は真まっ直すぐ前に突っ込んでいた。小太刀を右手に持ち替え、御堂の頭へと振り下ろす。

　その攻撃は、並の相手なら決まっていただろう。だが御堂の対応は速かった。すぐに体勢を立て直し、迫り来る斬ざん撃げきを払おうとする。

　御堂はさっきと同じように、愛沢の力を利用して攻撃を受け流そうとした。

　しかしその試みは失敗する。

　両者の武器が交わる寸前、愛沢が空あいた手で御堂の小太刀を摑つかんだのだ。

「！」

　言葉もなく御堂は目を見開く。

　その隙すきに、愛沢の振り下ろした小太刀が御堂の肩に当たった。

　続けて愛沢は振りかぶり、さらにもう一撃を加えようとする。

「くっ！」

　たまらず御堂は小太刀を手放し、後ろに跳び退すさった。

「やるね。この僕に一太刀浴びせるとは」

　頰ほおに汗を流しながら、御堂は愛沢をにらむ。思わぬ攻撃に心を乱しているようだ。

　御堂は今、手に何も持っていなかった。御堂が持っていた小太刀は、愛沢が刃の部分を直接左手で握っている。

「あー、一応言っておくが、愛沢よ。手で受け止めたそれも、一本と見なすぞ。おぬしはあと一本取られたら、負けじゃ」

「分かってるよ」

　サタン様の親切なご指摘に、愛沢は面倒くさそうに答えた。

　状況は一転して、愛沢に有利なものとなっていた。

　武器の入った箱は、愛沢から近い場所にある。御堂の位置から武器を取りに行くには、彼の側そばを通らなければならない。無防備な状態で近づけば、当然攻撃を受けることになるだろう。

　御堂が再び武器を手にするためには、失点を覚悟しなければならないのだ。

　それでも、素手による攻撃が認められていない以上、御み堂どうは武器を得なければならない。

　愛あい沢ざわの挙動を警けい戒かいしつつ、御堂は箱の側そばへ駆け出そうとしていた。

　そんな御堂を見ながら、愛沢は、

「……ふん」

　不意に、左手の小こ太だ刀ちを放り投げた。

　放物線を描き、小太刀は御堂の足元に転がる。

「……なんだね、これは？」

　眉まゆをひそめながら、御堂は小太刀を見下ろした。愛沢の取った行動の意味が、理解できないようだった。

「ほら、勝負再開だ。早く構えろよ」

　御堂の問いを無視して、愛沢はつまらなさそうに口を開く。

　その態度が気に入らなかったのか、御堂の顔は不機嫌な色に染まった。

「紳士を気取るつもりかい？　それとも、負けたときの言い訳かね？」

「黙だまれ。てめえこそ、もう勝った気になってんじゃねえよ。まだ勝負はついてねえぜ」

「……いいだろう。君の胸に、決して消えることのない後悔の二文字を刻んであげるよ」

　両者は同時に構える。

　愛沢は笑っていた。全身に赤い炎を宿らせ、激しい闘気をまとっている。

　御堂は表情を消し、青い炎を燃やしている。静かで、それでいて熱い炎だ。

　広間には再び声援が飛び交い始めた。好勝負に心を躍おどらせ、ほぼ全員が二人への応援の言葉を叫んでいる。

　皆の声を受け、二人が同時に踏み込もうとする。

　盛り上がりが最高潮に達した、そのとき、

「ちょっと待ったあっ！」

　──場違いな叫びが、響ひびき渡った。

　全員の視線が、声のした方に注がれる。

　大広間の入り口に、一人の女性が立っていた。

　その女はワンピースのパーティードレスを着て、ストールのような物で顔の下半分を隠していた。

　彼女は右手を前に突き出し、指を広げて、言った。

「私の名前は覆面天使・ガブリエル子！　ちょっと今日きようはいつもの覆面を用意してなかったので、これで勘弁してね！」

　フチ無し眼鏡めがねが、キラリと光った。

「突然ですが、私もこの勝負に参加します！　もし私が勝った場合は、賭かけは無効とします！　プレゼント交換の権利とか、その他ほかの色々なこととか、一切無し！　異議は認めません！」

　彼女は一方的に言い放ち、皆を見回した。

「……」

　重い沈ちん黙もくが訪れていた。

　盛り上がっていた空気は一気に冷め、誰だれもが隣にいる人と顔を見合わせている。

　御み堂どうと愛あい沢ざわも呆ぼう然ぜんとして彼女を見つめ、腕をダラリと下げていた。

　サタン様に至っては怒りを隠そうともせず、「空気を読めバカモノ！」と苛いら立だたしげに地じ団だん駄だを踏んでおられる。

「えーっと、お名前に聞き覚えがあるのですが、もしかして以前お会いした方と同じ人でしょうか？」

　わたしはガブリエル子と名乗る女に近づきながら、質問を投げかけた。

　顔を覆うアイテムが違うので確信は持てないが、声はあのとき会った人と似ている気がする。

「ええ、そうよ。私はガブリエル子。それ以外の何者でもないわ」

　ガブリエル子はあっさり認める。まるで『ガブリエル子ではなく、特定の誰か』だと推測されることを避けているかのような反応だ。

　しかし同一人物なら話が早い。知り合いであるわたしの意見を聞いてくれるだろう。

「えっとですね、ガブリエル子さん。申し訳ないのですが、今日きようのところはお引き取り願えないでしょうか？　こんな言い方をすると失礼ですけど、ガブリエル子さんはパーティーに招待されてませんよね？」

「別にいいじゃない。飛び入り参加があった方が盛り上がるでしょ」

　思いっきり盛り下がっているのだが。

「それじゃあ、あなたは一年三組に関係のある方だったりするのでしょうか？　そういうことなら、ご主人様の許可も下りるかもしれないのですが」

「えっ!?　そ、そ、それは……」

　わたしの問いに、ガブリエル子は露骨に狼ろう狽ばいを見せる。

　あれ？　念のために聞いただけなのだが、もしかして本当に三組と関係があるのかな？

「あのー、皆さんの中で、この人のお知り合いの方はいますかー？」

　わたしは振り返って、みんなに声をかけた。

　でも、返ってくるのは否定の言葉ばかりだ。

「あの女の子、知ってる？」

「いや……、あんなストールで顔を隠すような人、知り合いにはいないよ」

「ガブリエル子なんて名前、聞いたことないな……」

「この空気の読めなさは誰かに似てる気がするけど、分からないなあ……」

「まあ、どうでもいいんだけどね、知らない人だし」

　どうやら誰もガブリエル子の知り合いではないようだった。

「……このクラスは一体どうなっておるんじゃ」

　みんなの反応に、なぜかサタン様はため息をついておられた。そしてすぐに顔を上げてガブリエル子を見やり、再び大きなため息をつく。

「あー、もうよい。参加したければ勝手にしろ。まったく、興が削そがれたわい」

　そうおっしゃってサタン様はその場に腰を下ろす。

「ほれ、試合再開じゃ。さっさと終わらせよ」

　あぐらをかき、ジト目でガブリエル子をにらんでおられる。なんだかご機嫌斜めなご様子だった。

　そんなサタン様の心境にも気付かず、許可をもらったガブリエル子は嬉うれしそうに輪の中に入ってくる。

「さあ、始めましょう！　たとえ悟さとるが相手でも容よう赦しやしないんだからね！」

　そう言って彼女は愛あい沢ざわの顔に指を突きつけた。

「……」

「……」

　愛沢と御み堂どうはガブリエル子を見つめ、お互いに顔を見合わせた。

　そして、

「まだ勝負はついてねえぜ」

「君の胸に、決して消えることのない後悔の二文字を刻んであげるよ」

　言葉をかけ合い、同時に構える。

　ガブリエル子のことなんて、まるで相手にしていないようだった。

「ちょ、ちょっと、何よ、それ！」

　焦った声でガブリエル子は二人に呼びかけるが、完全に無視されている。

　愛沢と御堂は二人だけで緊迫した空気を作る。そんな二人を見ながら、ガブリエル子は肩をブルブルと震ふるわせた。

「いいわよ、私も勝手に参加させてもらうからね！」

　叫びながら武器の入った箱に近づき、その中の一つを適当に選んで摑つかむ。

　彼女が手にした武器は、槍やりだった。

「私はここにいるんだから！　無視しないでよね！」

　ガブリエル子は右手に槍を持ち、その手を大きく振り上げ、

「ええいっ！　……って、きゃっ！」

　──ドレスの端を自分で踏んづけて、その場でうつぶせにすっ転んだ。

　その勢いで彼女は槍を手放し、槍はあらぬ方角へと飛んでゆく。自らの意思で投げたわけではないから、狙ねらいも何もあったものじゃない。

　あの人は何をやっているのだろうか。なんだかヤケクソになっているように思えるのだが、気のせいだろうか。

　見ると、ガブリエル子は転んだときに顔を打ち付けたのか、倒れ伏したままピクピクと身体からだを動かすだけだった。その様子に半ば呆あきれながらも、槍やりの行方ゆくえを目で追う。

　彼方かなたへと飛んだ槍は広間の壁にぶつかり、回転しながら宙を舞った。

　放物線を描いて落ちた先は、部屋の隅に移動させたテーブルの上だった。

　派手な音を立てて、いくつもの食器が飛び散る。

　槍が妙な当たり方をしたのか、そのうちの一枚のお皿が鋭く回転しながら壁に向かい、カーテンを巻き込んだ。

　お皿を包み込み、カーテンが引っ張られる。

　その拍子に、カーテンの留め金の一つが外れ、勢いよく飛んだ。

　留め金はものすごい速度で空くうを突き進み、そして、

「あっ」

　気付いたときには、もう遅かった。

　留め金は、天井にあるシャンデリアへ突き刺さったのだ。

　しかも当たったのは、本体を吊つり下げる鎖の部分だった。

　よほど上う手まい具合に当たったのだろう。鈍い音と共に、鎖が断ち切られる。

　重力に引かれ、シャンデリアが地上に向けて落下した。

　──真下には、御み堂どうヒカルの姿があった。

「きゃあああ──────っ！」

　誰だれかの叫びが広間に響ひびき渡る。

　御堂は天井を見上げ、身体を硬直させた。突然のことに対応できていない。

　瞬時に判断を下す。

　御堂を助けるために飛び出しても、おそらく間に合わない。そしてわたしにとっては、御堂よりもサタン様の安全の方が大切だった。

　わたしはサタン様の前に立ち、破片が飛んできてもケガをしないよう、自分の身体を盾たてにする。

　次の瞬間、派手な音を立ててシャンデリアは床に激突した。

　飛んできた破片を全すべて受け止めつつ、視線を落下先へと向ける。

　わたしの目に飛び込んできたのは、仰あお向むけになって倒れる御堂ヒカル。

　そして、御堂をかばうようにしてその近くで倒れる、愛あい沢ざわの姿だった。

　シャンデリアは、愛沢の足のすぐ後ろに落ちていた。

　彼が御堂を突き飛ばし、その勢いのまま倒れ込んで被害を避けたのだ。

　あと少し愛沢の判断が遅れていれば、シャンデリアは彼の足の上に落ちていたことだろう。

「おい……、これ、やばいんじゃないの……？」

　誰だれかのつぶやきが合図となり、どよめきが広がってゆく。

「ヒカル！」

　我に返った桐きり原はらが飛び出す。しかし御み堂どうの反応はない。どうすればいいのか分からず、御堂を見下ろしながら、彼女は顔を青くするだけだ。

　いつに間にか起き上がっていたガブリエル子は、呆ぼう然ぜんとその場に立ち尽くしていた。目の前で何が起きたのか理解できない、いや、理解したくないといった表情だ。

「さと、る……？」

「っ！」

　そのつぶやきを聞いた桐原は、彼女を激しくにらむ。

「あんたねえっ！」

　ツカツカと歩み寄り、右手を振り上げる。

　ガブリエル子は反射的に目をつむり、

「よせ！」

　そのとき御堂が叫び、桐原は動きを止めた。

「僕は無事だ。それよりも、愛あい沢ざわ君の方が心配だ」

　身体からだを起こしつつ、御堂は彼に声をかける。

「しっかりしろ、愛沢君。大丈夫かい？」

「う、うう……」

　呼びかけに反応するかのように、愛沢はうめき声を上げる。どうやら意識はあるようだ。

　彼は起き上がろうとして手を床につけ、

「つぅっ！」

　苦く悶もんの声と共に体勢を崩し、右手で左ヒジを押さえる。

　おそらく、倒れた際に身体を打ったのだろう。愛沢は痛みに顔をしかめている。

　だが、命に別状はなさそうだった。

　愛沢の無事を確認しつつ、後ろを振り向く。

「ご主人様、ご無事ですか？」

「うむ、問題ない」

　サタン様のお身体に、特に変わったところはない。安心して小さく息を漏もらす。

　他ほかのみんなも遠巻きに見ていたおかげか、ケガをした人はいないようだ。

「聞かせてくれ、愛沢君。どうしてこんなことをしたんだい？」

　ヒザをつき、愛沢を見下ろしながら、御堂が尋ねる。

「君は僕を憎んでいたはずだ。ましてや僕たちは勝負の真っ最中だった。敵である僕を助ける理由なんてないだろう？」

「…………バカか、てめえ」

　御み堂どうの問いに対して、愛あい沢ざわはうつぶせのまま声を絞り出した。

「あの状況で、敵も味方もねえだろうが……。身体からだが勝手に、動いてたんだよ……」

　途切れがちに言葉をつむぎ、顔を上げる。

「さあ、続きをやるぞ。待ってろ、すぐに起き上がるからな……」

　愛沢は両腕を使って無理やり身体を起こす。そしてそのまま左ヒザを立てて、踏ん張ろうとして、

「くっ！」

　再び力が抜けて倒れた。

　腕だけでなく、足にもケガをしているらしい。血は出ていないので、打だ撲ぼく程度だろうけど。

　そんな愛沢をじっと見つめ、不意に御堂は柔らかな笑みを浮かべた。

「……いや、僕の負けだよ」

　そう言って胸元に視線を落とす。

　御堂の胸には青いバラが添えられていた。しかしその花びらは、足元に散り落ちていた。

　おそらく二人がもつれた拍子に、バラに当たったのだろう。

「このバラを散らせば君の勝ち、という約束だったね。僕は約束を守る人間だ、リリス君のことは諦あきらめるよ」

「ふざけんな！　そんな決着、俺おれは認め……ぐっ！」

　愛沢は感情のまま叫ぼうとし、痛みに顔をしかめて声をなくす。

「まったく、無茶なことをする人だ」

　御堂は苦笑すると、愛沢に肩を貸し、身体を支えながら一緒に立ち上がる。

「だが、その男気には心を打たれたよ。リリス君への思いの強さが、君を突き動かしているのかもしれないね。いずれにせよ、助けてくれたことには本当に感謝している。ありがとう」

　御堂は右手を差し出す。

　愛沢はその手を見つめ、御堂から身体を離すと、

「……礼なんていらねえよ」

　同じように右手を前に出し、口を『へ』の字に曲げて、固い握手を交わした。

　周囲からは、パラパラと手を打つ音が聞こえ始めた。

　まばらだったその音は、やがて盛大な拍手へと変わる。

　みんなも二人の友情を讃たたえているのだ。

　どよめきなんて、どこかに消し飛んでいた。

「くうっ！」

　と、そのとき愛沢は顔を歪ゆがめ、足を曲げる。

　くじいた足に痛みが走ったのだろう。そのままその場に崩れ落ちかける。

「おっと」

　反射的に御み堂どうは愛あい沢ざわの肩を抱きかかえる。愛沢はバランスを取ろうとして、そのまま御堂の身体からだに体重を預けた。

「すまねえ、大丈夫か？」

　申し訳なさそうに声をかけ、愛沢が御堂の身体に触れる。

　その手は、御堂の胸元に当たっていた。

「！　お前……痛っ！」

　何かを言いかけた愛沢の額に、御堂の繰り出したチョップが突き刺さった。

「助けてもらった礼があるからね。これでチャラにしておいてあげるよ」

　愛沢から身体を離し、御堂は微笑ほほえむ。そんな御堂を、愛沢は呆ぼう然ぜんとしながらまじまじと見つめていた。

　そんな二人の前に、一人の女性が歩み寄ってくる。

　ガブリエル子だった。

「この屋敷に医務室はある？」

　彼女は顔だけをこちらに向け、わたしへ問いを投げる。

「はい、もちろんです。場所は……」

　わたしが医務室への道を教えると、彼女は何も言わず愛沢の方へと向き直り、無理やり肩を貸して自分の身体に彼の体重を預けさせた。

「お、おい……」

　愛沢が戸惑いの声を上げるが、ガブリエル子は相手にしない。

　彼女は御堂に視線を送り、

「私の責任だから」

　短くそれだけを言う。

「あれは不運な事故だ。貴方あなたのせいじゃない」

「私の責任だから」

　御堂の言葉も無視して、ガブリエル子は同じ言葉を繰り返す。

「……やれやれ」

　御堂は複雑な表情を見せていたが、やがてため息をついてうなずくと、彼女に愛沢を委ゆだねた。

「さあ、行きましょう」

「……」

　ガブリエル子の言葉に愛沢は何も答えず、ただ黙だまって彼女に従い、一緒に歩いてゆく。

　ゆっくりとした足取りで、二人は大広間を後にした。

「──さて、皆の者よ。分かっておるとは思うが、一応言っておこう」

　二人がいなくなったのを確認してから、サタン様はおもむろに立ち上がる。そしてマイクを片手に持って、おっしゃった。

「今までのは全すべて芝居じゃ！　シャンデリアの落下は事故ではなく、イベント！　愛あい沢ざわも本当はケガなんかしておらん！　それどころかシャンデリア自体、当たっても痛くもなんともない特殊仕様！　どうじゃ、楽しかったであろう？」

　そのお言葉に、皆は呆あつ気けに取られた顔でサタン様を見つめた。

　しかしすぐに、ほっとした表情で笑い合う。

「なあんだ、演出だったんだ。びっくりしたー」

「サタンちゃんったら、驚かせるのが上手なんだからー」

「愛沢の奴やつ、演技上う手まいなあ」

「え、それじゃあ青い騎き士し様も？」

「も、もちろんあやつもワシの命令通り動いたんじゃ！　なにしろ『くりすますぱーてぃー』じゃからな、盛り上げるために協力してもらったんじゃよ！」

　サタン様は御み堂どうに目で合図を送る。御堂は肩をすくめ、何も言わずに笑うだけだった。

　場内の混乱は完全に収まっていた。場の空気は元の和やかさを取り戻している。

　さすがはサタン様、アクシデントに対するフォローも完かん璧ぺきである。

　恐怖から安あん堵どへ速やかに移行させることで揺さぶりをかけ、皆を異常な精神状態に陥おちいらせたのだ。

　これでここにいる全員の心は完全掌しよう握あく、あとはもうサタン様の思うがままである。

「で、では、残った者でプレゼント交換会を始めるぞ！　準備はよいか！」

　サタン様の呼びかけに、肯定の声が一斉に返ってくる。

　クリスマスパーティーは、終わりに向かいつつあった。














　　　第五章　素直な心で









「じゃあまたね、サタンちゃん」

「三学期にまた会おうねー」

　皆はそれぞれ別れの言葉を述べながら去ってゆく。

　門の前でクラスメイトたちの後ろ姿を見送りつつ、サタン様は満足げにうなずいた。

　クリスマスパーティーは、無事終了した。

　途中で起きたアクシデントも見事に回避できたし、大成功だったと言えよう。その証拠に、参加した誰だれもが帰り際には笑顔を浮かべていた。

　これで我がクラスでのサタン様の評価はますます上がるはずだ。

「外は寒いね」

　一人でほくそ笑んでいると、背後からそんな声が聞こえてくる。

　振り返ると、白い息を吐く御み堂どうヒカルの姿があった。

「今日きようはお疲れ様。楽しかったよ」

　小さく笑みを浮かべて、御堂はこちらに歩いてくる。

　参加者のほぼ全員が、すでに帰っていた。残るは医務室で治療をしている愛あい沢ざわとガブリエル子。そして、御堂の三人だ。

「あれ？　そういえば、桐きり原はらさんの姿が見えませんけど？」

「ああ、美み緒おは先に帰るって言ってたね。自宅で写真集の一人鑑かん賞しよう会を開くってさ」

　御堂は腰に手を当てて苦笑する。桐原がサタン様の写真を眺めている様子を想像しているのだろう。

「で、用件はなんじゃ？　今まで残っておったということは、何か話があるんじゃろ？」

　と、不意にサタン様が御堂に顔を向ける。

　サタン様に問われ、御堂は真顔になってわたしを見た。

「……僕は愛沢君との決闘に負けた。どうやら僕には、君の隣に立つ資格がないみたいだ」

　御堂は胸ポケットに目をやる。そこには、花の散ったバラが添えられている。

「でも、せめて君の背中を守る騎き士しにはなりたいんだよ」

　顔を上げ、言葉を続ける。

「親衛隊を作ろうと思っている。リリス君を守り、応援するためのグループだよ。そうだね、リリスファンクラブと名付けよう」

　今思いついたように手を打ち、御堂はわたしを見つめた。

「親衛隊設立には、リリス君自身の許可をもらいたいんだ。どうだろう、リリスファンクラブを認めてくれないだろうか？」

「えーっと……」

　御み堂どうに問われ、考える。

　親衛隊とは、対象のすぐ側そばで身辺を警けい護ごする集団のこと。この場合で言えば、対象とはわたしのこと。わたしに付き従う団体を作りたいと、御堂は言っているのだ。

　この様子だと、どうやら御堂は今回のパーティーで完全に我々の術中にハマったらしい。

　チャンスだった。

　手足となって動く団体が設立されれば、悪を広める足がかりとなるだろう。もちろん、親衛隊の実権を握るのはわたしではなく、サタン様である。

　しかしそうなると、当然わたしは目立つことになる。密ひそやかに小さな悪事を積み重ねて魔ま力りよくを溜ためているわたしたちにとって、それは決して好ましいことではない。下へ手たに天界の奴やつらの目に留まると、サタン様の身が危険に晒さらされることになるのだから。

　……いや、待てよ。

　そうじゃないのか。

　わたしが目立つのは、構わないのか。

　わたしはサタン様の使つかい魔まに過ぎない存在だ。使い魔程度が多少派手な行動をしたところで、天界の奴らもさほど気にしないだろう。むしろわたしの行動がカモフラージュとなり、サタン様への警戒が薄れる可能性が高くなるはず。

　つまり、サタン様の名を表に出すことなく、勢力を拡大できるということなのだ。

　サタン様を見ると、わたしに向けて親指を立てておられた。

　やはり同じお考えのようだ。

　わたしは御堂に作り笑いを見せながら、言った。

「ありがとうございます。全然オッケーですよ。メンバーの方が増えれば紹介してくださいね。利用したい……、じゃなくて、仲良くしたいので」

「ああ、もちろんだよ！　ありがとう、本当にありがとう！」

　御堂は涙を浮かべながらわたしの手を握り、何度も感謝の言葉を述べた。

「今日きようは人生最良の日かもしれないな」

　などと、以前にも聞いたことがあるようなセリフをつぶやいたりもしている。

　言いたいことを言えて満足したのか、御堂はすっきりした顔でわたしを見た。

「僕からは以上だ。それじゃあ、今日のところはこれで失礼するよ」

　片手を軽く上げ、御堂は門の外へ向かおうとする。

　そのとき、わたしの視界に『あるもの』が飛び込んできた。

　御堂の手の甲に走った、赤い線だ。

　おそらく、シャンデリアが落ちたときに切ったのだろう。小さな傷だが、わずかに血が出ている。

　この機を見逃す理由なんてなかった。

「あのー」

「ん、なんだい？」

　わたしの呼びかけに、御み堂どうは振り向く。

　まるで隙すきだらけの、その間近へと迫り、

「ここ、ケガしてますよ」

　言いながら御堂の手を取って、自分の唇を重ねた。

「ひゃあっ！」

　甲高い悲鳴を上げ、御堂は飛びのく。

　わたしがなめた箇か所しよに手を当て、目を丸くしている。その顔は真まっ赤かで、何が起きたのか分からないといった表情だ。

「ツバをつけておきましたから、もう大丈夫ですよ」

「あ、ああ、ありが、ありがとうね……。じゃ、じゃあ、ま、また、会おう……」

　あからさまに動揺しながら、ギクシャクとした足取りで御堂は去ってゆく。

　後ろ姿が見えなくなるまで見送ってから、わたしはサタン様の方へ向き直った。

「サタン様、成功です」

「うむ、よくやった。その血液を渡すがよい」

「はい、それでは」

　サタン様がわたしを見上げる。わたしはヒザをついてサタン様の肩に手を置き、ゆっくりと顔を近づけた。

　そしてその小さなお口を、わたしの口でふさぐ。

　柔らかな感触が、唇から伝わってくる。

　たったいま摂取した血液を、舌を使ってサタン様の中へ送る。血液には、御堂の細胞が含まれているのだ。

「う、ん、んく……っ！」

　目をつむりながら、サタン様が小さく声を漏もらす。頰ほおは赤く染まり、ほんのりとした熱を肌に感じる。

「ん、んん……っ」

　やがてサタン様は目を見開くと、わたしの肩を手で軽く押し、お身体からだを離れさせた。

「……なるほど、やはりそういうことか」

　口元をぬぐいながらサタン様がつぶやく。御堂について、何か判明したようだ。

「リリスよ、あやつはな……」

　サタン様がお言葉を続けようとしたそのとき、

「やっほー」

　頭の上から、声が聞こえた。

　やけに軽い調子のその声は、最近ではもう聞き慣れたものだった。

　お屋敷を見上げると、屋根の上に一人の女性が座っていた。

　シスター服に身を包んだその女性は、やや長めのショートカットを風になびかせながら、白い歯を見せて笑っていた。

「まだ帰ってなかったんですか、桐きり原はらさん」

「まあね、ちょっと野暮用があったから」

　桐原美み緒おは足をブラブラさせつつ、空を見上げる。夜空に広がる星々を眺めているようだった。

　しかしすぐにこちらを向き、苦笑する。

「今日きようはみっともないところ見せちゃったね」

「みっともないところ？」

　言われて記憶を探り、思い出す。多分、シャンデリアが落ちて御み堂どうがケガをしそうになったとき、取り乱したことを言っているのだろう。

「いえ、あれは当然の反応です。わたしが桐原さんの立場なら、同じことをしていたでしょう」

　何もなかったから良かったものの、もしもサタン様がケガをしていたら、ガブリエル子に食いかかっていたかもしれない。

「ま、あの子は昔っからドジなところあるからね。ああいう事態を予想できなかった私にも、責任があるかにゃー」

「え？　ガブリエル子さんとお知り合いなんですか？」

「知り合いというか、むしろどうしてみんな気付かないのかが、私には謎なぞだね、にゃはは」

「？」

　なんだかよく分からないことを言って、桐原は笑う。どういう意味だろう？

「で、以前まではワシらの行動を邪じや魔ましておったのに、今はなぜ、とめんかったのじゃ？」

　わたしの横で、サタン様が問いを投げる。これもまた、わたしには意味の分からない質問だった。

「ホントはとめてもよかったんだけどね。いきなりだったっていうのもあるし、それに、もう面倒になったんだよね。この際だからここでケリをつけておいた方がいいかなって、思ったんだにゃ」

「ずいぶんと気まぐれな奴やつじゃのう」

「よく言われるよん」

　さっきから二人は理解できないことばかりを話している。わたしは会話についていけなくて、首をかしげるしかない。

「ふん、まあよい。そんなところで話しておらんと、そろそろ降りてきたらどうじゃ？」

　サタン様が屋根を見上げながら手招きする。

「……ま、いっか。もうバレてるみたいだしね」

　桐きり原はらはつぶやくと、立ち上がり、

「よっと」

　何気ない動作で、その場から飛び降りた。

「なっ！」

　突然のことに驚く。桐原のいる場所は、二階建ての屋根の上だ。何の対策も無しに飛び降りて、無事で済む高さではない。

　だが現実は、わたしの想像したようなことにはならなかった。

　桐原の全身がまばゆい光に包まれる。

　彼女の背中から、純白の翼つばさが広がる。

　翼を広げ、羽毛を散らしながら、桐原美み緒おは緩ゆるやかに地面へ降り立った。

　その頭の上には、真円のリングが輝いている。

　同じ姿を、わたしはかつて見たことがある。

　そう。彼女は天使と呼ばれる存在。

　天界に属し、悪あく魔まに仇あだなす者だ。

　その姿を見て、ようやくわたしはいくつかのことを理解できた気がした。

　わたしが御み堂どうの細胞を摂取しようとしたとき、事あるごとに彼女は邪じや魔まをしてきた。それは偶然なんかじゃなく、本当に邪魔するつもりで、故意に行っていたのだ。

　その理由は簡単。桐原は、御堂を守しゆ護ごする天使だからだ。

　おそらく、御堂のことを探られたくなかったのだろう。御堂に関する情報をわたしたちが手に入れれば、不利益が生じると分かっていたのである。

　つまり御堂は、天界にとって重要な人物だということなのだ。

　やはりサタン様の読みは間違ってなかった。

「いつから気付いてた？」

「最初からじゃ。ワシを誰だれだと思うておる」

　桐原の問いに、憮ぶ然ぜんとした顔でサタン様が答える。

「分かってて私やヒカルに付き合ってくれたんだ？　いや、分かってたから、付き合ってくれたのかな？　ヒカルの素性を探るために」

　サタン様は無言でうなずく。

　さすがはサタン様、全すべて計画通りだったということか。何も気付いていなかったわたしは、まるで役に立たない使つかい魔まである。大いに反省しなければならない。

　しかし、桐きり原はらが天使なら、宮みや坂さかと知り合いだというのも納得できる話だ。宮坂もまた、天使なのだから。

「麻ま美み子ことはあんまり交流はしてないんだけどね。天使にも派は閥ばつがあってさ、私の上司と麻美子の上司、仲悪いんだよねー。だからお互いの仕事には不干渉、あの子がピンチのときでも、よっぽどのことがない限りは助けるなって言われてるんだ。全然情報交換とかもしてないから、多分あの子、ヒカルの正体も知らないと思うよ」

「はあ、そういうものなんですか」

「そういうものなの。私は知ってるけどね、愛あい沢ざわ悟さとるのこと。ほら、愛沢ってこっちの世界では有名人だから」

　それはまあ、そうだろうな。

「ふん。だからあのときも、何もせんかったのじゃな。ワシらが転入したときに起きた、あの事件のときも」

「そういうこと。かなり迷ったけどね、介入しようかどうか。あの場にヒカルがいたら、また話は違ってたかもね」

　桐原の言葉に、またもや驚く。彼女の言葉が事実なら、十二月の頭にわたしたちと桐原たちが出会う以前から、すでに彼女はこちらの正体に気付いていたということだ。そして、気付いた上で今まで放置しておいた、ということなのである。

　うーん、しかし、相互不干渉の方針があるとはいえ、そこまで何もしないものなのだろうか？

　疑問を口にすると、

「私は怠なまけ者ものだからねー、真ま面じ目めに仕事する気ないの。ヒカルにさえ危害が及ばなきゃ、それでいいのさ」

　あっけらかんとした声で桐原は笑った。

「ならば尋ねたい。なぜワシらに近づいてきた？　ワシらとの接触によって、御み堂どうヒカルの身が危険に晒さらされる可能性を考えんかったのか？」

「私は別に何もしてないよ。文化祭のビデオを見たヒカルが、勝手に行動を起こしただけ。で、面白いから好きなようにさせたの。私は放任主義なんだ。ヒカルには自分の意思で、好きなように人生を謳おう歌かしてもらいたいのさ。そんなヒカルを見ているのが、すっごく楽しいからね」

　うんうんと、小さくうなずきながら桐原は語る。どうやら宮坂とは正反対の教育方針のようだ。

「ま、後始末をできる自信があるからなんだけどね、こういうことができるのも」

　桐原の言葉に、サタン様はわずかに眉まゆをひそめる。

「ここまで言えば、もう分かるでしょ？　なぜ私が、あなたたちに正体を明かしたのかってことが」

　途端、桐原の纏まとう空気が変わった。軽く明るい和やかな雰囲気は、一転して肌を突き刺すほど厳しいものへと変化を遂とげる。

「ヒカルの素性を知ったあなたたちを、このままにしておくわけにはいかない。私はヒカルの守しゆ護ご者しやだから」

　桐きり原はらは、鋭い目でわたしたちを見ていた。

　それは、獲え物ものを狙ねらう豹ひようの目だ。

　そう。そこにあるのは、明確な敵意だった。

　彼女は天使として、悪あく魔まであるわたしたちを打ち倒そうとしているのだ。

　殺気混じりの視線を受けつつ、わたしはサタン様の前に立ち、桐原を真正面から見据えた。

　こうしてお互いに正体を知った以上、対決は避けられないが、サタン様には指一本触れさせやしない。

　しかしわたしの思惑とは別に、桐原の口からは意外な言葉が出てくる。

「安心しなよ。あなたを倒すまで、サタンちゃんに手は出さない。優先順位ってやつがあるからね」

「優先順位？」

「最大戦力さえ潰つぶせば、あとはどうにでもなるってこと」

　……何を言ってるんだ、この人は。最大戦力はサタン様ではないか。サタン様が本気になれば、桐原程度は敵ではない。

　だが、彼女の注意がわたしに向いているのなら、好都合だった。

　わたしが桐原を倒せば、サタン様がお力を使う必要もなくなり、魔力の浪費も避けられるのだ。

「ご主人様、ご命令を」

「……話し合いが通じる状況ではないようじゃな」

　サタン様はしばし考える素振りを見せた後、そうおっしゃって背中を向け、少し離れた場所にあるテラスへと歩いてゆく。

　そしてそこにあるイスに腰掛け、口を開いた。

「任せよう」

「はい！」

　返事と同時に腰を落とし、身構える。

　許可は下りた。ならば、あとは全力で戦うだけだ。

「そっちの力量は分かってるつもりだからね。様子見なんてしないで、最初っからマックスでやらせてもらうよ」

　そう言って桐原は両手を広げ、口の中で何か言葉のようなものをつぶやく。

　次の瞬間、彼女の身体からだが光に包まれた。

　青白く、激しく輝き、バチバチと派手な音を鳴らすその光は、桐原の全身を覆っている。

　それは、一般に雷と呼ばれるものだった。

「いくよ」

　言うと同時に、彼女はわたしに向かって一直線に駆ける。その動きはとても速く、目で捉とらえるのがやっとだ。

　桐きり原はらは前傾姿勢のまま、地を這はうように滑り込んでくる。そして起き上がりざま、わたしのアゴめがけて素早く拳こぶしを振り上げた。

　避けきれない。

　反射的に両手をクロスさせ、攻撃をガードする。

　しかし、その選択は間違いだった。

　桐原の拳を受けると同時に、両腕に強烈な痺しびれが走った。

　思わず動きが止まり、その隙すきに今度は右から横殴りの拳が飛んでくる。なんとか右腕を上げてその攻撃を防ぐと、またもや激しく腕が痺れた。

　そう。彼女の腕は今、電気を帯びている。触れれば痺れるのは当たり前だ。

「くうっ！」

　桐原の猛攻が続き、うめき声が漏もれる。

　桐原の攻撃は、一撃一撃は軽いものばかりだ。彼女よりも重い一撃を、わたしは知っている。それに比べたらこの程度、なんてことはない。

　しかし桐原には、圧倒的な速さがあった。

　ムダがなく、息つく間もないラッシュの前に、わたしは反撃に転じる余裕がない。

　そしてこの電撃だ。

　攻撃を受けるたび、身体からだに痺れが走る。そのせいで一瞬動きが鈍り、反応が遅れて次の攻撃をまた受けざるを得なくなる。悪循環だった。

　このままでは防御が間に合わなくなり、直撃を食らうのも時間の問題だろう。

「リリスちゃんの力は知っている！　でもね！」

　回し蹴げりを繰り出しながら、桐原が叫ぶ。

「攻撃できなきゃ意味がないよ！」

　左手で蹴りを防ぎ、またもや痺れが走る。

「っ！」

　やぶれかぶれになったわたしは、苛いら立だち紛まぎれに拳を振り下ろす。腰の入っていないその攻撃は、あっさり桐原にガードされた。

　瞬間、拳の先から痺れが伝わる。

　それも当然だった。桐原は全身が雷に包まれているのだ。だからこちらが攻撃をし、たとえ当たったとしても『お返し』をもらうことになる。

　考えれば分かることも、考えられなくなってきている。度重なる電撃に、集中力までもが削そぎ落とされているのだ。

　たまらずわたしは大きく飛び退き、桐きり原はらとの距離を取った。

　強い。

　強敵だった。

　雷を全身に纏まとい戦うそのスタイルは、まさに攻防一体。防御せざるを得ないほどの素早さがあるからこそ成り立つ、桐原ならではの戦い方である。

　素手で戦うわたしには、相性が悪すぎる相手だ。

　今のわたしには、冷静さが欠けていた。

　どう戦えばいいのか、分からなかった。

「終わらせるよ」

　桐原はつぶやくと、右手を高く掲げて口の中で何かを唱える。

　刹せつ那な、彼女の右手の上に、巨大な雷球が生まれた。

　青白く輝くその雷球は瞬またたく間まに膨ふくれ上がり、桐原の身体からだよりもさらに大きくなる。雷球は直径二メートルをも超え、激しい音をかき鳴らしていた。

　天からの審判を下す、裁きのいかずちだ。

　まともに食らえばタダで済むはずがない。避けるしかない。

　しかしそれは向こうも予想しているだろう。回避した先で待ち構え、ガードが間に合わないところに今度こそ致命的な一撃を与えるつもりなのだ。

　まずいな、本格的に対処の仕方が分からないぞ。

　焦りのため、頰ほおを汗が伝う。

　そのとき、

「リリス！」

　テラスから、サタン様の呼ぶ声が聞こえた。

　仁王立ちになりながら、サタン様は叫ぶ。

「自分が持つ力を思い出せ！　無い知恵を絞ろうとするな！　できぬことをしようとするな！　今お前がやれることをやればいいんじゃ！」

「！」

　目から鱗うろこが落ちた。

　相手のペースに飲まれ、大事なことを忘れていた。

　決して忘れてはいけない、とても大切なことだ。

　わたしは、サタン様の使つかい魔まなんだ。

　だからわたしは、サタン様を信じる。

　そして、サタン様がお作りになった、このわたしの身体を信じる！

「おしゃべりは、おしまいだよ！」

　声と同時に、桐きり原はらが右手を振り下ろす。わたしの頭上に雷球が迫る。

　そのときにはもう、わたしは駆け出していた。

　心構えはすでに出来ていた。

　この雷球は、避けられるのが前提の攻撃だ。桐原だって、わたしがこの攻撃を食らうだなんて思ってないだろう。

　そこを逆手に取る。

　わたしは雷球めがけて、真まっ直すぐに突っ込んだ。

　これほど大きな雷だ。まともに食らえばタダで済むはずがない。

　でも、それでいいんだ！

　わたしなら耐えられる。

　サタン様のお作りになったこの身体からだが、一介の天使程度の攻撃でどうにかなるはずがない！

　わたしの身体が、雷球に触れる。

　──その瞬間、凄すさまじい痺しびれと、痛みと、耳鳴りと、熱さが、同時に襲いかかった。

「ああぁ────っ！」

　口から漏もれる叫びは、声になっているかどうか分からない。

　痺れのため、指先一つ動かすことすらできない。

　痛みと熱により、脳が焼け切れそうになる。

　それでもわたしは、目を見開いて前に進んだ。

　雷球の威力がどんなに大きくても、受けるダメージがどれほど甚じん大だいでも、そんなものは関係なかった。

　耳鳴りは『無視する』。

　熱さは『気にしない』。

　痛みは『我慢する』。

　動かない身体は『無理やり動かす』。

　それが、わたしの取れる最善の策なのだ。

　限界なんて感じるな。

　わたしならできる。

　サタン様の使つかい魔まである、わたしなら！

「おおおおおおおおおっ！」

　咆ほう哮こうと共に、雷球を突き抜ける。

　その先にいるのは、立ち尽くす桐原美み緒おの姿！

　予期せぬわたしの行動に、彼女は隙すきだらけだった。

　その無防備な胸元へ、わたしは頭から突っ込んだ。そして、そのままみぞおちのところに、ありったけの力を込めた頭突きを食らわせる。

「──っ！」

　桐きり原はらは声も漏もらさず吹っ飛び、背中から地面に落ちて庭を転がった。

　転がったまま、まるで動く気配を見せない。

　彼女から目を離さず、わたしは片ヒザをついて荒く息を吐いた。

「く……あ……っ」

　全身を激しい痛みが襲う。手足は震ふるえ、自分の意思で動かせない。服を見ると、真っ黒コゲになっていた。

　そんなわたしの前で、桐原はゆっくりと半身を起こした。

「いくら、なんでも……、ムチャクチャだよ…………」

　お腹なかを押さえながら、彼女はつぶやく。転がったときに唇を切ったのか、口から血を一筋、垂らしている。

「でも、そういうところにヒカルは惹ひかれたのかもね」

　言って緩かん慢まんな動きで起き上がり、足を震わせながらわたしをにらんだ。

　どうやら向こうもダメージは相当なもののようだ。

「だからこそ、引くわけにはいかない。このままだと、多分ヒカルは私の前から遠ざかってしまう。そんなことはさせない。任務だとか、使命だとか、そんなのはどうでもいい。あなたにヒカルは渡さない！」

　気合だけで立ち、桐原は右手に雷を生み出す。力をほとんど使い果たしたのか、その光は右腕全体を覆うだけだ。

「……わたしこそ、引きません」

　そう言ってわたしも全身に気合を込め、無理やり立ち上がる。

　身体からだは動く。動くったら動く。

　桐原を見つめながら、宣言する。

「あなたに勝って、御み堂どうさんの心を奪います！」

　そう。邪じや魔ま者ものである彼女を廃し、御堂を『こちら側』へと引き込むのだ。

「……」

　桐原は無言で右手を後ろに引き、雷撃を放つ構えを見せる。

　わたしは腰を落とし、両腕を下げていつでも攻撃に移れるよう、神経を集中させる。

　緊迫した空気が生まれ、わたしたち二人の様々な感情が、ぶつかり合う。

　二人同時に足を踏み込み、そして、

「やめろ！」

　──張り詰めた緊張感は、その一声で霧む散さんした。

「お前らがケンカする理由なんて、何もねえだろ！」

　お屋敷のドアを開け放ち、大声で叫ぶそれは、愛あい沢ざわ悟さとるだった。

「！」

　愛あい沢ざわの姿が見えた瞬間、桐きり原はらは瞬時に右腕の雷を消した。正体を隠すためだろう、背中の翼つばさと頭のリングも、いつの間にかなくなっている。

　左足を引きずりながら、愛沢はこちらへ近づいてきた。

「治療が終わったから帰ろうと思って、ここへ来たら、お前らのことが目に入ったんだ」

　わたしたちを交互に見やりながら、愛沢は言葉を続ける。

「たった今ここに来たばかりだから、何を話してたのかは分からねえ。でも、御み堂どうがどうとか言ってたよな。やっぱりあれか、あいつに相応ふさわしいのはどっちか、とか、そういうくだらねえ理由でケンカしてたわけか」

「……はい？」

「……うにゃ？」

　思わず二人同時に聞き返す。この人は何を言ってるんだろう。

　呆ぼう然ぜんとするわたしたちに向かって、愛沢は口を開いた。

「でもな、お前らが戦う必要なんてねえんだよ」

　その瞳ひとみには、大きな決意が秘められているようだった。

「だって、あいつは、あいつは……」

　ためらいながらも、意を決して、彼は告げる。
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「あいつは、女なんだから！」

「！」

「！」

　わたしと桐きり原はらは、無言で顔を見合わせた。

「さっきシャンデリアが落ちたとき、その、あいつの身体からだに触れちまったんだ。わざとじゃねえぞ、偶然だ。そのとき分かったんだよ、御み堂どうが女だってな」

　頭をかき、顔を赤くしながら愛あい沢ざわは目をそらす。

「どうしてそのことを隠してるのか、俺おれには分からねえ。分からねえけど、きっと何か大切な理由があるんだろう。だから、それは置いておく。あー、まあそういうわけだからよ、お前らが、その、どっちが付き合うとか、そういう争いをするこたぁねえんだよ」

「……」

　どう言えばいいか分からず、頭の中で言葉を探す。しかし上う手まい言い方が思いつかない。

　まあいい。そのまんま伝えよう。

「えーっと、知ってますよ」

「そうだよな、知ってるよな。そりゃ誰だれだってびっくりするに決まって……、え？」

「だから、知ってます。御堂さんが女の人だって」

「え？　でも、あれ？　え？」

　わたしの反応に、愛沢は目を丸くして、桐原へと視線を移した。「お前は知ってるのか？」とその目が語っている。

「そりゃ友人だから、知ってるよ」

　当たり前のことを聞くな、といった顔で桐原は答える。

「だ、だけど、あいつ、学ラン着てた、よな？」

「女子が学ランを着ちゃいけないって校則、ないよね？　ヒカルはちょっち変わり者だからね、ワザとああいう格好してるんだ。簡単に言えば、男装が趣味なのさ」

「え、何？　趣味？　男装？」

「混乱する気持ちは分かるけどね。それでも、女の子だって気付かないのはどうかと思うけど」

「気付いてなかったのはおぬしだけじゃ」

　二人の会話をもどかしく思われたのか、サタン様でさえテラスから突っ込みを入れる始末だ。

「……リリスさんは、いつから気付いてたんだ？」

　表情を硬くしながら、愛沢はわたしに尋ねる。

「いつからって、最初からです。出会ったときから」

「なんでそんなこと、分かるんだ？」

「なんで、と言われましても。強しいて言うならば、匂におい？」

「そ、そっか。匂い、か……」

　大きくため息をついて、彼は空を見上げた。

「何やってんだろうな、まったく」

　まるで自分がちっぽけな存在であるかのような声で、愛あい沢ざわはつぶやく。

「愛沢くん？」

「結局、俺おれの独り相撲だったってわけか。とんだピエロだな、ったくよう……」

　軽く呼びかけてみるが、ブツブツと意味不明なことをつぶやくだけで、返事をしない。

「あのー、もしもし？」

「…………やっぱり俺、どうかしてたんだな。ちょっと顔洗って頭冷やしてくる」

　もう一度呼びかけると、彼は足を引きずりながら、フラフラとお屋敷の中へ入っていった。

　んー、こちらの言葉が届いていたかどうか分からないなあ。何かショックなことでもあったのだろうか？　ま、しばらくは放っておいてやった方がよさそうだ。

「さて、桐きり原はらよ」

　愛沢の言動に思いをめぐらせていると、ふと、背後から声が聞こえた。

　振り向くと、わたしたちの側そばまで来たサタン様が、桐原を見上げていた。

　彼女の目を見つめながら、サタン様は口を開く。

「もう、やめにせんか？　これ以上の争いは無意味じゃよ」

「……何を今更」

　口元の血をぬぐいつつ、桐原は答える。

「ここまでやっておいて、やめるわけには……」

「愛沢の言葉を借りるわけではないが、ワシらが戦う理由なんて何もないじゃろ。おぬし自身の気持ちを除けば、ではあるがの」

「……」

「御み堂どうの『特殊性』についてはワシも理解しておるし、そのことを考えればおぬしが警けい戒かいするのも当然というもの。じゃが、おぬしが望むのであれば、不戦協定の見返りとして、御堂に手を出さんことを約束してやってもいい。もちろん、御堂の方から近づいてくる分には止めようがないがな。ま、どこかの誰だれかと同じ条件じゃよ」

「……なぜ、そこまで？」

「分からぬか？　ワシ自身が、おぬしと争いたくないからじゃよ」

「！」

　そうおっしゃってサタン様は、懐から一本のゲームソフトを取り出す。

　それは、桐原がプレゼント交換用に持ってきていた、最新クソゲーセットのうちの一作だった。

「おぬしには言うまでもないことかもしれんがな、一応言っておくぞ。交換会のとき、ワシは力を使わんかった。我が誇りに懸かけて、そのことは断言しよう。それなのに、ワシはおぬしのプレゼントを引き当てたのじゃ。これは運命じゃと思わんか？　ワシとおぬしは、縁があるということなんじゃよ」

「……」

「おぬしもゲームが、いや、クソゲーが好きなんじゃろう？　ならば尚なお更さらじゃ。クソゲーを愛する気持ちに、天使も悪あく魔まもない。無意味な争いは避けようではないか。無論、格闘ゲームの中でなら、いくらでも相手をしてやるがの」

　柔らかな笑みを浮かべて、サタン様は問いかける。

　サタン様のお顔を見て、桐きり原はらは顔を背ける。そして愛あい沢ざわと同じように空を見上げると、両手を腰に当てて、つぶやいた。

「……言ったでしょ、任務や使命はどうでもいいって」

　不意に彼女は大きく伸びをして、頭を左右に振る。

　そして、

「やーめたっと」

　あっけらかんとした声で、そう言った。

「なんか、白けちゃった。つまんない、つまんないー。もう、どうでもいいにゃー」

　いつもの口調に戻りながら、桐原は頭の後ろで手を組み、口をとがらせる。

「ま、いっか。ヒカルに手を出さないって約束、ちゃんと守ってよね。ヒカルで遊んでいいのは、私だけなんだから」

　桐原はわたしたちに背を向けると、門の方へ歩き出した。

　歩きながら、彼女は言葉を続ける。

「それと、サタンちゃんとリリスちゃんの秘密、黙だまっておいてあげるね。上に話したところで、私が得するようなことなんて何もないからねー。出世とか、興味ないしー」

　言いたいことは言い終えたらしく、桐原は後ろ向きに手を振る。

「んじゃ、また学校で会おうにゃー。クソゲーセットの感想、遊んだら聞かせてね」

　そう言って門を抜け、そのまま姿を消す。後には静寂が残るだけだ。

　桐原がどんな表情をしていたのかは分からない。秘密を守るという言葉だって、どこまで信じていいのか不明だ。

　けれど、彼女は決してウソをついていないような、そんな気がした。

　そしてその思いは、サタン様も同じようだった。眉まゆをひそめて小さくため息をつきながらも、口の端には笑みが浮かんでいた。

「……無理をさせてすまんかったな」

　不意に、サタン様はわたしに顔を向け、そんなことをおっしゃった。

　意味が分からず、首をかしげる。

「桐原の攻撃に真正面から突っ込ませてしもうた。あれが最良の選択だったとはいえ、さすがに無茶であった」

　意外なお言葉に目を丸くし、すぐに首を振った。

「何をおっしゃりますか。無茶なことなんて、いくらでもやります。サタン様の手足となり、お守りするために、わたしはここにいるのですから」

　胸を張って言える。

　桐きり原はらにとって御み堂どうが大切なのと同じように、いや、それ以上に、わたしにとってサタン様は、かけがえのない存在なのだ。

　サタン様のためなら、わたしはどんなことだってやり遂とげてみせる。

　わたしの言葉に、サタン様はなぜか顔を赤くして、両腕を胸の前で組んだ。

「と、とりあえず服を着替えてこい。その格好じゃ、何かと不都合じゃろ」

「はい、かしこまりました」

　ご命令を受け、わたしは自分の部屋に戻ろうとし、

「あっ、そういえば」

　ふと思い出し、足を止める。

「なんじゃ？」

「聞き忘れていたのですが、御堂ヒカルについては何が分かったのでしょうか？」

「ああ、そのことか。ま、それなりに面白いと言えば面白いかもしれんの」

「はあ。誰だれか高名な人物の生まれ変わりだったりするのでしょうか？」

「うむ。あやつもまた、聖人の魂たましいを受け継ぐ存在だったということじゃ。そうでなければ、桐原のような守しゆ護ご者しやが側そばにおる理由がないからの。愛あい沢ざわのように、人類の歴史を変えた、とまではいかんが、一つの国の歴史を変える程度には、大きな役割を果たした人物じゃな」

　サタン様はつぶやき、わたしを見る。

　そしてその名を口にする。

　いつの間にか、空からは雪が降ってきていた。

　まるで今日きようあった出来事を全すべて包み隠そうとするかのような、そんな雪だった。

「ジャンヌ・ダルク。それが、御堂ヒカルの前世での名前じゃよ」














　　　終章









「さっきは悪かったな。勘違いして、怒鳴っちまって」

「いえ、お気遣いなく」

　テラスのイスに腰掛けながら、わたしたちは雪の降る空を見上げていた。

　あの後、なんとか立ち直った愛あい沢ざわが戻ってきたので、二人でテーブル越しに向かい合って、おしゃべりをしているところだった。

　今この場には、わたしと愛沢しかいない。

　実はついさっき、わたしはサタン様から一つの任務を授かっていた。

「二人きりの状況を作ってやるから、お前は愛沢を『こちら側』に引き込んでおけ」

　と、いうものである。

　わたしに課せられた、今日きよう最後の任務かもしれない。

　もちろん、サタン様はサタン様でお忙しい。

　今からサタン様は、桐きり原はらからもらったクソゲーセットで遊び、魔ま力りよくを溜ためる作業に入られるのだ。

「これでしばらくは楽しめそうじゃわい」

　と嬉き々きとしながら自室へ戻られたのも、自らの責務に重大な使命を感じ、張り切っておられる証拠である。

「……普段はそんな服、着てんのか」

　と、不意に愛沢はそんなことを言った。

　チラチラとわたしを見て、わずかに頰ほおを染めている。

　さっきまで着ていたサンタ服がボロボロになったので、一度自分の部屋に戻り、いつものメイド服に着替えてきたのだ。

「はい。どこかおかしなところ、ありますか？」

　ほつれや汚れがないか、確かめてみる。手入れは怠おこたってなかったはずだが。

「い、いや、すげえ似合ってるよ」

　愛沢は首を振って否定する。んー、特に気にすることはないのかな。

「そういえば」

　不意にわたしは思い出し、手を叩たたいて愛沢を見た。

「ケガは大丈夫なんですか？」

　シャンデリア落下の際、愛沢は左手と左足にケガをしていたはずだった。

　それほど大きなケガではなかったようだけど、すぐに痛みが引くようなものでもなかったと思う。

　わたしの問いに、愛あい沢ざわはつまらなさそうな顔で答える。

「ああ、なんだか知らねえけどさ、もうあんまり痛くねえんだ。ガブリエル子、だったっけ？　あいつに治療してもらったんだが、さっきよりマシになってる気がするし、動かしてもなんともない」

「そうなんですか」

　ガブリエル子がただの人間でないことは分かっているのだが、まだわたしが知らないような力を持っているみたいだった。

「そのガブリエル子さんは、いま何をしてるんですか？」

「医務室で寝てるよ。疲れたからちょっと横になるとか、力を使いすぎたとかなんとか言ってたな、よく分かんねえけど」

「はあ」

　覆面天使・ガブリエル子。彼女は一体何者なのだろうか。

　謎なぞは深まるばかりだ。

「それにしても」

「ん？」

「なんだか愛沢くんはケガをしてばっかりですね」

　わたしがそう言うと、愛沢は憮ぶ然ぜんとした顔でテーブルに肘ひじをついた。

「しょうがねえだろ、頭より先に身体からだが動いちまうんだからよ」

　彼はそんなことを言い、そっぽを向く。

　動揺しているのか、不機嫌なのかは分からないが、どうやら今は心に隙すきができているようだ。

　チャンスかもしれない。

「そうだ。そんな愛沢くんに、渡す物があったんですよ」

「え？」

　わたしの言葉に、愛沢は振り向く。わたしは用意しておいた物を取り出して、彼の前に差し出した。

「クリスマスプレゼントです。お守り代わりにでもしてください」

　それは、デフォルメされた黒くろ猫ねこの人形が付属された、ストラップだった。

　近所の雑貨屋さんで買った物だ。

　誰だれとプレゼントを交換することになってもいいように、当たり障さわりのない品を選んだのだが、愛沢に渡す分にはとても都合が良いアイテムである。

　なにしろ、黒猫は悪あく魔まの使つかい魔まとして象徴的な動物なのだ。そんな動物を模した人形を、常つね日ひ頃ごろから持ち歩くことにでもなれば、悪意に身を染めるのも時間の問題というもの。

　しかもケガをしてばかりの愛あい沢ざわにとって、お守りはノドから手が出るほど欲しい一品に違いない。正確に言えばお守り代わりだし、そんなものは所しよ詮せん気休めに過ぎないが、せいぜい感謝して受け取り、我々への忠誠の気持ちを強めてもらいたいものだ。

　わたしの思惑を余よ所そに、しかし愛沢は、

「受け取れねえよ」

　そう言って再び顔を背けた。

「あのまま御み堂どうとの決闘を続けていたら、多分俺おれは負けていた。そうなりゃリリスさんのプレゼントを受け取るのは、あいつだったはずだ。だから受け取れねえ」

　口を『へ』の字に曲げ、背もたれに体重を預ける。

「でも……」

「受け取れねえって言ってるだろ」

　んー、困ったなあ。

　どうやら愛沢の意思は固いようで、こちらが何を言っても聞いてくれそうにない。彼の性格を考えたら、無理に渡そうとしても拒絶されるだけ。

　それではダメだ。忠誠の気持ちを得られなければ、物を与えるというこの行為も大した意味を持たず、与えた後の効果もあまり期待できない。

　仕方ない。諦あきらめるしかない、かな。

「分かりました。じゃあ、これは捨てておきますね」

「は？」

　わたしの言葉を聞いて、愛沢は素すっ頓とん狂きような声を出した。

「クリスマスプレゼント用に買った物ですから、もらってくれないのなら、意味がありません。だから、捨てます」

　言うなり、わたしはお屋敷の外に投げ捨てようとする。愛沢を『こちら側』に引き入れるのに役に立たないのなら、せめてポイ捨てという悪行によって魔ま力りよくを溜ためる助けとするしかない。

　わたしはストラップを持った手を振り上げ、

「バ、バカか、お前！」

　その手を突然、愛沢に摑つかまれた。

「物を粗末にすんなよ！　もったいねえだろうが！」

　立ち上がってわたしの手を摑んだまま、彼は大きな怒鳴り声を上げる。

　本気で怒ってるみたいだった。

　しかしすぐ我に返り、慌あわててわたしの手を離す。

「……仕方ねえな。もらっておくよ」

　そう言って愛沢は再び腰を下ろし、そっぽを向いて手を差し出した。

　なんだかよく分からないが、心変わりをしてくれたみたいだ。

「はい、どうぞ」

　わたしは笑顔でストラップを渡す。彼はそれを受け取ると、無造作にポケットに突っ込み、

「ほら」

　懐から、小さな箱を取り出した。

「俺おれからも、プレゼント。こっちだけもらいっぱなしって訳にはいかねえだろ」

　愛あい沢ざわはその箱をテーブルに置くと、すぐに手を引っ込める。

　なるほど。プレゼントを交換し合うというルールだったのだから、当然の行為だろう。

「えっと、開けてもいいですか？」

　尋ねると、彼は無言でうなずいた。

　箱を開けると、中にはクッションのような物が敷かれており、その中央に十字架の形をした銀色の金属が置かれていた。その金属の頭の部分には、細い鎖が付けられている。

　ペンダントだった。

「うっ」

　その忌いまわしき形状を目にして、思わず声が漏もれる。

　だがここで不審に思われてはいけない。なんとか平静を装う。

「この前、買い物に行ったときに買ったんだよ。一応、リリスさんに似合いそうなのを選んだつもりだ。安物だけど、な」

　こちらの心境になど気付かず、頭をかきながら愛沢は語る。その顔には申し訳なさそうな表情が浮かんでいたが、でもその言葉を聞いて、わたしの心はかなり楽になった。

　十字架のペンダントを見せられたときは殺意さえ芽生えたが、しかし愛沢の言葉によれば、彼はわたしのことを思ってこれを買ってくれたのだ。

「値段は関係ないですよ」

　だから、そう答えた。

　わたしのことを考えて買ってくれた、その気持ちが何よりの贈り物だった。

「大事なのは気持ちです」

　そう。大事なのは、貢ぎ物を捧ささげようという、心からの気持ちなのだ。

　悪あく魔まに忠誠を誓ちかおうとする彼の行いは、必ずや悪意を増やす結果となるはずだ。

「そ、そっか。まあ、気に入ってくれたんなら、良かったよ」

　にっこり微笑ほほえむと、愛沢はなぜか顔を真まっ赤かにした。そして立ち上がって伸びをし、大きく深呼吸をし始める。

　よく分からない行動だったが、こちらから意識をそらしている今がチャンスだ。

　わたしはお屋敷の中にいるサタン様に向かって懺ざん悔げをした。

　お許しください、サタン様。わたしは愛沢から銀の十字架を受け取ってしまいましたが、決して清い気持ちを抱いたわけではありません。当然、このペンダントを身に着けることなんてないでしょう。どうか、信じてください……。

　よし、これでオッケー。

　すっきりしたわたしは、気になっていたことを口にする。

「そういえば、愛あい沢ざわくん」

「ん。な、なんだよ」

「わたしに言いたいことがあるって、言ってませんでしたっけ？」

　わたしが尋ねると、愛沢は動きを止め、硬い動作で首を回し、こちらに目をやった。

「……さあな。覚えてねえよ、んなこと」

　台本を棒読みしたような声だった。

「ええー、言いましたよー」

「言ってねえ」

「言いましたってばー」

「言ってねえって」

「言ーいーまーしーたー」

「言ってねえったら言ってねえ」

　抗議の念を込めて愛沢の身体からだを軽く揺らすが、彼は意見を変えようとしない。

「えー。だってわたし、覚えてますもん」

「記憶違いだろ。俺おれはそんなこと言ってねえ」

　愛沢のその言葉に、カチンとくる。

　サタン様の使つかい魔まであるわたしの記憶力を軽んじるということは、サタン様をも侮ぶ辱じよくすることを意味するのだ。

「いいえ、絶対に言いました。認めてください」

　立ち上がり、愛沢に詰め寄る。

　突然のことに驚いたのか、彼は一歩後ずさり、

「っ！」

　顔をしかめてよろめく。

　おそらく足に痛みが走ったのだろう。マシになったとはいえ、完治したわけではないのだ。

　愛沢はそのままヒザを曲げ、後ろに倒れそうになる。

　わたしは反射的に手を伸ばし、彼の右手を摑つかんだ。そしてそのまま引っ張り上げ、バランスを取るため、もう片方の手を愛沢の腰に回す。

　ちょうど抱き合うような形となっていた。

　間近に愛沢の顔が迫る。彼の顔は真紅に染まっており、身動きが取れないほどに全身を硬直させている。

　だが愛沢は、何かを決意したような表情を作って、口を開いた。
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「……聞いてくれるか、俺おれが言おうとしていたこと」

　どうやら自らの間違いを認めたようだ。

　異論なんてあるはずがなく、わたしはうなずく。

「はい、聞かせてください」

　ゴクリ、とツバを飲み、ためらいながら愛あい沢ざわは言葉を発する。

「…………あの、さ」

「はい」

「俺は……」

「……人がいない間に、何やってるのかしら」

　──不意に、背後から声が聞こえた。

　見ると、ものすごい形ぎよう相そうで仁王立ちになる、宮みや坂さか麻ま美み子この姿がそこにあった。

　いつの間にか、彼女はわたしたちのすぐ側そばまで来ていたのだ。

　宮坂の姿を見て、愛沢は慌あわててわたしから身体からだを離す。

「あれ？　宮坂さん、まだいたんですか？」

「悪い？」

「いえ、もう帰ったのだと思っていたので」

「こんな場所に、悟さとるを一人残して帰れるわけないでしょ。まったく、ちょっと油断するとすぐこれなんだから。居眠りなんて、しなきゃよかったわ」

　宮みや坂さかはブツブツとつぶやきながらフチ無し眼鏡めがねを押し上げ、愛あい沢ざわに視線を向けるとジト目で彼をにらむ。

「悟さとるも悟よ。こんな場所で、そ、その、そんなことしちゃって……。私たち、まだ高校生なんだからね」

「か、勘違いすんじゃねえよ！　これはただ、転びそうになったところを助けてもらっただけだ！」

　顔を赤くし、叫び声に近い言い方で愛沢はまくし立てる。

「……ホントに？」

「あ、ああ、ウソついてどうする」

　しばらくの間、宮坂は愛沢の目をじっと見つめていた。愛沢は黙だまってその視線を受け続ける。

　その沈ちん黙もくを破ったのは、

「いつまでやっとるんじゃ」

　サタン様だった。

　お屋敷のドアを開けてこちらを見ながら、サタン様は言葉を続ける。

「騒がしくてゲームに集中できんわい。リリスよ、もういいから、早く中に入れ。外は寒うてかなわんわ」

「あ、はい」

　答えながら、反省する。ちょっと時間をかけすぎたようだ。

　宮坂という邪じや魔ま者ものが現れた時点で、タイムオーバーである。

　任務失敗、か。

　わたしが一人で落ち込んでいると、

「ほれ、おぬしらも入らんか」

　サタン様は愛沢と宮坂にも声をかけた。

「四人で『ぱーてぃー』の続きでもしようではないか。食い物もたくさん残っておるし、少しなら分けてやるぞ」

　二人は顔を見合わせたが、そんなに遅くならないのなら、という条件で、サタン様の後に続く。

　……そうか、そういうことか。

　百獣の王であるライオンは、ウサギを捕つかまえるのにも全力を尽くすという。

　全すべての悪あく魔まの頂点に立つサタン様もまた、王者として振る舞おうとなさっているのである。

　そう。残飯を与えて彼らの誇りを汚し、魂たましいの品位を貶おとしめるおつもりなのだ！

　さすがはサタン様、最後の最後まで手を緩ゆるめないその徹底した作戦に、ひたすら平伏するばかりだ。

　これから始まる悪あく魔まの宴うたげを想像して、わたしは密ひそかにほくそ笑んだ。

「リリス、何をやっとるか。早う来い。戸締りも忘れずにな」

「はーい！」

　気分を良くしたわたしは元気に返事をして、みんなの後に続く。

　見上げると、雪はさらに大降りになっていた。

　この分だと明日あしたの朝には積もってるだろうな。

　ホワイトクリスマス。

　あらゆる悪を隠いん蔽ぺいする、偽ぎ善ぜんに満ちた純白の一日。

　そんな一日になることを期待して、わたしはつぶやいたのだった。

「メリークリスマス」

　と。
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　　　あとがきらしいもの




　どうもどうも麻宮楓です、こんにちは。

　なんだかんだとありまして、無事、第三巻の発売となりました。

　これも全すべて読者の皆様のおかげです。

　ありがとうございます。本当にありがとうございます。感謝してもしきれません。

　お買い上げいただいた全ての方に、この作品をちょびっとだけでも楽しんでもらえたのなら、作者冥みよう利りに尽きるというものです。

　それでですね、やはりというか、またというか、今回も書くことが思いつきません。

　近況報告をして行数を稼ぎたいところなのですが、作者は相変わらずサタン様と同じような生活（食べて、ゲームして、寝るの繰り返し）を送っているだけなので、皆様に報告できるようなことが何もないのです、ええ、はい。

　作者お気に入りのクソゲーベスト５とか、書いてみますか？

　え、ダメですか。

　はい、ダメですよね、ええ、はい。そうですよね、当たり前ですよね。

　編集様がマジギレしそうだったのでやめておきます。

　参ったなあ、一ページは稼げると思ったのになあ……。

　じゃあ、ベスト３ならどうでしょう？

　え、数の問題じゃない？　いい加減にしろ？

　ですよね、ですよねー。

　はい、終わりー。この話はここで終わりー。

　続きはウェブで！




　そういえば、この本が出る頃ころには、世間では十二月になっているはずです。

　師走しわすです。今年ももうすぐ終わりです。

　皆様にとって、今年はどんな一年だったでしょうか。

　作者にとっては、多くの変化があり、多くのことを学んだ一年でした。

　来年はもっと多くのことを学び、皆様にもっともっと楽しんでもらえるような小説を書けるよう、自分に厳しく過ごしたいものです。

　というわけで、自らの精神を強く強く鍛きたえるために、これからも食べて、ゲームして、寝るだけの毎日を送ることを、胸に誓ちかうのでした。

　割と本気です。




　さて、今回も多くの方のお世話になりました。

　担当の和田様、三木様、いつも的確で鋭いアドバイスをありがとうございます。

　まだまだ未熟者ですが、頑がん張ばりますので、マジ頑張りますので、来年もどうかよろしくお願いします。

　梱枝りこ様、三巻でも素晴らしいイラストを描いていただき、本当にありがとうございます。

　リリスたちのイラストを見るたび、創作意欲が湧わいてきます。執筆をする上での大きな支えとなってます。頑張りますので、マジ頑張りますので、来年もどうかよろしくお願いします。

　その他、この本に関わってくださった全すべての方と、そして読者の皆様に、改めて感謝を。

　本当に、本当にありがとうございます。




　それでは、なんとかページも埋まってきたので、このあたりで失礼します。

　皆様と再会できる日を夢想しつつ。

　良いお年を。








麻宮　楓　　　
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麻あさ宮みや 楓かえで

大阪在住の世捨て人。趣味は中古ゲーム屋巡り。少し前に流行したゲームが格安の値段で売られているのを発見したりすると、衝動的に買ってしまいます。でもそれほどやりたかったわけではないので、結局未開封のまま放置することになるのです。そんな毎日。
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イラスト／梱こり枝えりこ

東京出身の２月２日生まれ。普段はケロキュウさんで原画＆グラフィック担当しています。Ｖ系が大好きで時間があるとすぐライブに出かけちゃいます。リリスのコスプレ計画中！　日記も読めるサイトはこちら（http://nekomimi.ws/~non-girl/）
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